
[image: ]


その腕に泣かされて





黒崎あつし















[image: ]





角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





ＣＯＮＴＥＮＴＳ









その腕に泣かされて





もっともっと捕まえて







その腕に泣かされて　人物紹介




山田　恵


佐原とは恋人同士。両親亡き後育ててくれた兄・望が海外赴任になってしまい、一人暮らしを余儀なくされていた際にやってきた兄の友人・佐原にキスされてしまう。





佐原隼人


売れっ子恋愛小説家。マンションで一人暮らしをしている恵の話を兄の望から聞き、訪ねていった先で、眠りこんでしまった挙句、寝ぼけて恵にディープキスをしてしまう。





山田　望


恵の兄。高校時代からの友人・久我竜大と恋人同士になり、現在二人で海外に赴任中。佐原とも高校時代からの友人同士。恵には甘い。





久我竜大


望、佐原とは高校時代からの付き合い。大企業グループの御曹司で、現在はグループ内の提携海外企業へ、望とともに赴任中。





五十嵐


恵のクラスメート。口下手だが、信頼できる人物。





松下塔子


女優。佐原原作の映画の主演をつとめたこともある。





野上　弘


佐原のマネージャー。もともとは大学時代の後輩。
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　もう充じゆう分ぶんに寝ね足りてたんだろう。


　目を閉じて、なんとか二度寝をしようと努力してみたが一向に眠ねむ気けは訪おとずれなかった。


　かといっていま起き出したら、傍かたわらで気持ちよく眠っている佐さ原はらの眠りを妨さまたげてしまいそうで気がひける。


（うー、でも、もうだめ、やっぱ我が慢まんできない）


　恵めぐむは身体からだにかかった腕うでをそうっと外すと、ころんとベッドの端はしに移動した。


（あっつー）


　山やま田だ恵が、いまは海外で暮らしている兄の親友、佐原隼はや人とと出会ったのは秋の始め。


　そして色々あって、ちゃんとした恋こい人びと同士としてつきあうようになったのが冬の最さ中なか。


　それ以来、佐原は、恵がひとり暮らしをしていたこのマンションに引っ越こしてきて、かつて恵の両親が使っていた部屋で寝起きするようになっている。


　その頃ころは人ひと肌はだの温ぬくもりが心ここ地ち良かったけど、季節が巡めぐり気温が上がり始めると、そうもいっていられない。


　ぴったりと触ふれ合った部分に熱がこもって、その不快感に目を覚ましてしまうのだ。


（佐原さんは平気そう）


　恵は、頰ほお杖づえをついて、穏おだやかな寝息をこぼす佐原の顔を眺ながめた。


　すうっと、とおった鼻筋に薄うすい唇くちびる。


　文句のつけ所がないぐらいに整いすぎているせいだろうか。


　純和風なその顔立ちは、表情がないと、あまりにも無個性過ぎて冷たく感じられるときがある。


　今は閉じられている切れ長の瞳ひとみを開きさえすれば、そんな印象は一変するのだが……。


「………ん…」


　穏やかに眠っていた佐原は、不意に眉まゆをひそめると、さっきまで恵を抱だき寄せていた手を微かすかに動かした。


（もしかして……）


　夢うつつの中で自分を捜さがしてくれてるのかもと、その手を指先でつついてみたら、予想どおりに指先が絡からんできてぎゅっと手を握にぎられた。


「――なにを……してるんですか？」


　眠そうに片目を開けた佐原が、頰杖をついて顔を覗のぞき込んでいた恵に、いぶかしそうに問いかける。


「寝顔にみとれてたんだよ」


「それはどうも。――では、どうせならもっと近くでどうぞ」


　謙けん遜そんするということを知らない佐原は、恵の腕をとり、引き寄せる。


「じゃあ、目つぶっててよ」


　開いていた片目を指先で閉じさせると、もう一方の目が少しだけ開いた。


「どうしてですか？」


「寝ぼけ顔じゃいまいち。――佐原さん、寝起き悪いんだもん」


「それは……申し訳ない」


　開いているほうの目が何度か瞬まばたきを繰くり返したが、しょぼしょぼといった感じでいかにも眠そうだ。


　結局、佐原は諦あきらめたらしく両目を閉じた。


　生来の美び貌ぼうと、優ゆう秀しゆうな頭脳、由ゆい緒しよある家いえ柄がらと、三さん拍びよう子し揃そろった佐原の数少ない欠点が、実はこの寝起きの悪さ。


　初対面のときに、恵は寝ぼけた佐原にディープなキスをしかけられもした。


　その頃は寝ぼけ癖ぐせのある人なんだと思っていたのだが、一緒に暮らすようになって、この寝起きの悪さが寝ぼけ癖を誘ゆう発はつしているんだということが徐じよ々じよにわかってきた。


「佐原さんって、低血圧？」


　恵は、瞳を閉じた端たん正せいな佐原の顔に指で触れながら聞いた。


「去年の健康診しん断だんのときは平均値でしたが」


「じゃあ、なんでこんなに寝起き悪いんだろ」


　薄い唇を指先でなぞると、くすぐったそうに微かに震ふるえ、笑えみが浮うかぶ。


「たぶん、長年の生活パターンの乱れが原因だと思いますが。その証しよう拠こに、恵くんと暮らすようになってからは、これでも以前よりマシになりましたよ」


　佐原の生業は小説家だ。


　しかも一いつ般ぱん大衆向けの恋れん愛あい小説を得意分野としていて、その分野では常に独走状態でトップを維い持じしている。


　恵とつきあうようになる以前の佐原は、その私生活でも自作の小説のように派手な恋愛遍へん歴れきを重ねていて、女優との恋愛を何度か週刊誌にスクープされたこともあったぐらいだ。


　過去とはいえ、恋人のそんな派手な私生活に思いを至らせた恵は、少々不ふ機き嫌げんになった。


「前は夜型だったんだ？」


　指でつまんで、ピッと耳たぶを引っ張ると、「こらこら」と手首を取られる。


「夜型といえるほどに規則正しい生活はしていませんでしたね。眠くなったら寝て、目が覚めたら起きる。そんな感じです」


「ふーん。……じゃあさ、今の生活って佐原さんにはけっこう窮きゆう屈くつなんじゃない？　無理におれにあわせなくてもいーよ」


「無理なんてしていませんよ」


　佐原の瞳が開いて、恵の視線を捕とらえる。


「恵くんと一緒にいられる貴重な時間を確保するために、少々努力をしているだけです」


　誉ほめてください、と笑みを浮かべた唇が囁ささやき、手首を引かれた。


「えらいえらい」


　恵は引き寄せられるまま、佐原にちゅっと軽くキスをする。


「――えっ」


　そのまま起きあがろうとしたのだが、ぐいっと抱き込まれ、気がついたら佐原に組み敷しかれていた。


「……ま…って…だめ…、っ……んんっ」


　覆おおい被かぶさってくる佐原をとどめようと腕を突つっ張ったものの、大きな手で顎あごをつかまれ深くくちづけられると、ついついその肩かたにしがみついてしまう。


　でも今からエッチするのは、ちょっとまずい。


　頭の隅すみで赤ランプが点てん滅めつしているのに、深いくちづけに身体が甘く疼うずき出す。


「ふ……ッ……」


（きもち……いい）


　ドキドキと鼓こ動どうが早くなり、身体が火ほ照てる。


　さっき眠っていたときには、互たがいの身体の間にこもる熱が不快だったというのに、今では逆だ。


　この先の行こう為いを予感させて、逆に愛いとおしくさえ感じられる。


「……これ以上はだめですか？」


　ふにゃんとすっかり身体の力が抜ぬけてしまった恵を、佐原が確信犯的な笑みを浮かべ愛おしそうにみつめている。


「だめ……じゃないけどさ。――っんん……」


　でも無理なんじゃないの？


　続けようとした言葉は、佐原の唇に妨ぼう害がいされて止められた。


　巧たくみなキスに理性も溶とけて、恵が佐原の動きを追うことしかできなくなった頃、


「ピポピポピポ、ピポ――――ン」


　と、あまりにも非常識な勢いで玄げん関かんのチャイムが鳴り響ひびいた。


　二人は、チャイムの音に動きを止め、思わずみつめあう。


「……やっぱ無理だった」


「…………そのようですね」


　恵が苦笑すると、佐原はひきつった笑みを浮かべた。


　そうこうしているうちにも、妙みようちきりんなテンポで、賑にぎやかに玄関のチャイムが鳴り響いている。


「なんて騒さわがしい」


　佐原はいらだたしげに呟つぶやくと、自分が外した恵のパジャマのボタンを、律りち儀ぎにも、もう一度はめ直してやってからベッドを降りた。


（やった、かなり怒おこってる）


　この先の展開を予想した恵も、ちょっと浮き浮きしながら佐原の後を追う。


　育ちのよさのせいもあるのだろうが、普ふ段だんの佐原はたいてい穏おだやかで、おっとりとした雰ふん囲い気きをまとっている。


　が、そんな彼もたまに枷かせが外れたかのように感情を露あらわにすることがあって、恵としては滅めつ多たにみれないそんな佐原の姿をみるのが密ひそかな楽しみなのだ。


　確かく認にんするまでもなく、チャイムの鳴らし方だけで、佐原にはドアの向こうにいるのが誰だれなのかわかっていたのだろう。


「日曜日の朝ですよ。いくらなんでもその訪問の仕方は非常識すぎるでしょう。野の上がみくん！」


　バッと勢いよく玄関のドアを開けながら、チャイムを鳴らした人物を頭ごなしに叱しつ責せきした。


「やだなぁ。先せん輩ぱいの時間の感覚のほうが非常識っすよ。今、何時だと思ってんですか？」


　ドアの前で大きな風ふ呂ろ敷しき包みを両手で抱かかえて立っていた野上弘ひろしは、佐原の怒いかりをさら～りと受け流し反論した。


「時間？」


「とっくにお昼過ぎてんですよ。朝だなんて威い張ばれる時間じゃありませんって」


　野上のいうとおりだった。


　寝ねつくのがいつもより遅おそかった分を差し引いても、十時間以上眠ねむった計算になる。


「ほんとだよ。ほら」


　恵が壁かべの時計を指さすと、佐原もつられて目線をあげる。


「先輩、寝い汚ぎたなすぎですって」


「……う」


　返す言葉がみつからないのだろう。佐原が悔くやしそうに口ごもる。


「――めぐむくん、お邪じや魔ましても？」


　うろたえる佐原を、ちょっとかわいーかも、などと面おも白しろがって観察していた恵は、野上の声に現実に戻もどった。


「どーぞ」


「じゃ、遠えん慮りよなく～」


　佐原の大学時代からの後輩である野上は、現在、売れっ子小説家としての佐原のスケジュール管理や資料収集などの雑用を一手に引き受けている。


　世間的にはマネージャーと呼ばれる立場なのだが、二人のやりとりをみているとビジネスライクな関係というよりも、気さくな大学時代からの関係をそのまま継けい続ぞくしているように感じられる。


　佐原がこのマンションに引っ越こしてくると、マネージャーである野上も、当然のように恵の家に入り浸びたるようになった。


　初めの頃ころ、正直いって、恵は野上が出入りすることを好ましく思っていなかった。


　初対面のときから「ひろしくんと呼んでください」と気さくに話しかけてきてくれた野上とは、佐原ときちんとつきあうようになる前にも電話で何度か話したことがあったから、裏表のない楽しい人だってことは知っていた。


　それに、佐原の仕事にとって必要な存在なんだってこともちゃんと理解している。


　それでも、どうしても嫌いやだったのだ。


　野上が相手だと、佐原はよく怒るし、けっこう辛しん辣らつなことを口走ったりする。


　そんな風に、自分にはみせてくれない表情を野上には向けることが、たまらなく嫌だった。


　恵といるときの佐原は、トレードマークになっているおっとりとした笑顔をいつも崩くずさない。


　どんなときでも優やさしくて、たとえ恵が自分勝手な理り屈くつで拗すねてふくれても、よしよしと頭を撫なでて全面降こう伏ふくの態勢でご機嫌をとってくれる。


　まさに猫ねこかわいがり状態だった。


（でも……やっぱ、甘すぎだよなー）


　優しくされて甘やかされて、それで文句をいったら罰ばちが当たりそうだけど、でもあまりにも甘やかされすぎると逆に不安になることだってあるのだ。


　佐原の愛情を疑ってるわけじゃない。


　ただ、その愛情の種類が、自分の望むものと同じなのかが気にかかってしまう。


　この人はちゃんと自分のことを恋こい人びととしてみてくれてるんだろうか？


　小さな犬の子を拾って面めん倒どうをみているような、ペットを可愛かわいがっているような気分でいるんじゃないだろうか？


　漠ばく然ぜんとした不安が胸に広がってくる。


　そんな精神状態の恵にとって、佐原と野上の遠慮のない気さくな会話のひとつひとつが小さな棘とげだった。


　疎そ外がい感かんを感じたり、自分より野上のほうが、佐原のより近くにいるようにも感じて、苛いら々いらしたりして……。


　だが、ため口をきかないと「他人行ぎよう儀ぎっすね」と拗ねてしまう野上と、気軽にしゃべれるようになった今では、そんな感情も自然になりを潜ひそめるようになった。


「寝汚い先輩はともかく、めぐむくんはお腹なかすいたでしょ？」


「うん」


「休日用の朝昼兼けん用ようご飯を預かってきたんで、すぐに用意しますよ」


　大きな風呂敷包みを抱え、満面の笑えみを浮うかべるこの気さくな青年は、いつのまにか恵にとって友達だと思える大切な存在になっていた。


　そうなると、恵では引き出せない佐原のいろんな表情を引き出してくれることに、感謝さえ覚えてしまう。


　野上に対する、そんな感情の変化は、時間がなによりの特効薬だったのかもしれない。


「着き替がえてきて、おれも手伝う」


（――でも、こっちは日に日に重くなってきてるよな）


　野上の腕うでの中の風呂敷包みからむりやり視線を外すと、恵は着替えるべく自分の部屋に向かった。








　佐原と正式に同居するようになって一番変わったのは、食生活だったかもしれない。


　ひとり暮らしだったときの恵は、冷れい凍とう食品やらコンビニ弁当などで食事を済ませていたが、佐原が完全に引っ越して来てからは、野上がぎっしりと料理の詰つまった重箱を持ってきてくれるようになったのだ。


　重箱の中身を作ってくれているのは、佐原の面倒を子供の頃からみてくれているという老婦人、岩いわ井いだった。


　できれば恵のマンションを訪おとずれて掃そう除じ洗せん濯たくとすべての面倒をみたいのだが、さすがにそれは迷めい惑わくになるでしょうからせめてこれぐらいはと、彼女は毎日せっせと手料理を作っては野上に配達を頼たのんでいる。


　野上の話では、年のわりに話のわかる、なごやかで可愛らしい感じの人なのだそうだ。


　佐原にも、何度か会いにいかないかとそれとなく誘さそわれていたが、恵はあれこれと理由をつけては岩井との対面を引き延ばし続けていた。


　佐原が、恵との関係をすでに彼女に告げてしまっていると知ってからはなおさらだ。


　大切に育ててきたおぼっちゃまが、跡あと取とりも産めないような相手と同どう棲せいしている。


　その事実を彼女がどう受け止めているのかと想像すると、どうにも怖こわくてたまらない。


（いつかは会って、お礼をいわなきゃいけないんだろーけど……）


　でも、できるだけ先延ばしにしたい。


　そう恵は思っていた。


「すげーいーにおい。なになに？」


　着替えてリビングに戻ると、甘くこうばしい香かおりが部屋に漂ただよっていた。


「スコーンですよ。岩井さんが、めぐむくんぐらいの年とし頃ごろなら和食ばっかりじゃなく、こういう洒落しやれたのも食べたいだろうって……。もうちょっとで焼き上がるんで、そっちのお重に入ってるクリームとかジャムとか、そこの蔓つる草くさの模様の入ったガラスの器うつわに盛りつけてもらえます？」


「うん。わかった」


　いわれるまま食器棚だなを開けて、中にあふれかえっている食器の中から、指示通りにガラスの器を引っ張り出した。


　食事は目でも楽しむものだというのが岩井の持論だそうで、大量の食器類も重箱と共に山田家に届けられている。


　そして重箱に詰められた料理は、岩井のメモ書きどおりに、それに似合った器に盛りつけられて食しよく卓たくにのぼる手順になっている。


　華はなやかな食卓に食欲をそそられつつも、彼女が佐原に注いできた細やかな愛情をかいまみせられているようで、恵としてはけっこう複雑な心境だったりなんかする。


「先せん輩ぱいはどうします？　和食でも大だい丈じよう夫ぶなように、佃つくだ煮にとか色々準備してありますけど？」


「……恵くんと同じにしてください」


　カウンター越ごしの問いかけに、野上に対してへそを曲げたままの佐原が、新聞を読みつつむすっとした声でこたえた。


「了りよう解かいっす。じゃ、残りの分は冷蔵庫に入れときますから、明日の朝にでも食ってくださいね」


「………わかりました」


　微び妙みように返事が遅おくれるあたり、やっぱりかなり機き嫌げんが悪そうだ。


「佐原さん、随ずい分ぶん怒おこってるみたいだけど、へーき？」


　リビングにいる佐原に聞こえないよう、恵が野上にこっそりと聞く。


「ああ、平気です。あれは怒ってるっていうより、めぐむくんにみっともないトコみられたのが気にくわないだけっすからね。……あー、でも、けっこうな剣けん幕まくだったから、俺ってばもしかしていいところだったのを邪じや魔ましちゃったのかも？」


「……え、あ」


　恵は図星を指されてうろたえた。


「お邪魔して申し訳なかったですね～」


　野上がにやりと笑う。


　からかわれるのは照れくさいけど、こんな風にからかってくるのは、野上が二人の関係を当たり前のものとして受け止めてくれている証しよう拠こだと思う。


　佐原の恋人として扱あつかわれるのは、すごく嬉うれしい。


「へーき。おれはもう起きようと思ってたとこだし……。そんなことよりさ、最近出ずっぱりじゃん。ひろしくんは日曜日なのに休まなくてへーき？」


「もともと日曜祝日とか勤務時間とか、関係ない仕事っすからねー。先輩次第で何ヶ月も暇ひまな時期もあるし、逆に毎日昼も夜もなく資料集めたりマスコミの相手したりと、駆かけ回ってなきゃなんない時期もあるし……。まぁ、めぐむくんと暮らすようになってからは、昼夜逆転することはなくなったし行ゆく方えはくらまさないしで、俺的にはけっこう楽になったぐらいで」


「ふーん。――今日は一いつ緒しよに朝ご飯食べてくんでしょ？」


「もっちろん、お相しよう伴ばんにあずかりますよ。……俺は昼メシっすけどね。その後はデートです、へへへ。――めぐむくんの今日のご予定は？」


「たぶん、いつもと一緒」


　日曜日の午後は、佐原の車で軽くドライブして公園やら美術館やらを散策してから、夕食の買い出しをして、自分たちで料理して食べるのが最近のパターンになっている。


　それに、花が散り、淡あわく若々しい新緑に包まれるようになった桜並木を散歩しましょうと、昨夜ベッドの中で佐原に約束させられていた。


「いつもと同じ、熟年夫婦の散歩コース？」


「……うん。まーね」


「先輩の趣しゆ味みに合わせてばっかだと、つまらないんじゃないすか？　あの人、話題のスポットとか、人出の多いところにはいきたがらないし……。たまにはめぐむくんのいきたいとこに連れてってもらったらどーです？」


「つまんなくなんかないよ。別にいきたいとこもないしさ。――おれは佐原さんと一緒にいられるなら、それで充じゆう分ぶんだし」


　それが恵にとって、一番に幸せな日常。


　特別なことなんて、なにもしなくていい。


「あらま、そりゃどうもごちそうさまです」


「いーえ、おそまつさま」


　野上のからかい口調に赤面しながらも、恵は素す直なおにうなずいた。








　日曜日の遅おそ寝ねのせいで眠ねむりのサイクルが狂くるってしまったらしい。


　月曜日の朝、恵は久しぶりに寝ね坊ぼうした。


「気をつけていってらっしゃい」


「うん」


　キスする暇もないまま、寝ぼけ眼まなこの佐原に見送られ、慌あわただしく自転車で学校に向かう。


「おっはよう」


「おはようございます、恵先輩」


　校門に立っていた風紀委員に挨あい拶さつしながら、自転車に乗ったまま校門を抜ぬける。


　恵は高校二年の後半から生徒会の役員を務めていた。


　当時の恵は、くりっと大きな目が特とく徴ちよう的な、そばかすが浮うかぶあどけない子供のような顔をしていた。


　年の割に小こ柄がらだったせいもあって、後輩からまで「めぐちゃん先輩」呼ばわりされて、校内では一種のマスコット扱い。


　そんなこんなで知名度が高かったせいもあって、クラスメイトの後押しもあってあれよあれよという間に生徒会役員に祭り上げられてしまったのだ。


　マスコット扱いされたりムードメーカーになったりするのにはなれていたが、生徒会の行事を仕切るような、命令を下す仕事は自分には向いていない。


　そう思って随ずい分ぶんと不安だったのだが、無我夢中でやっているうちに、不思議とそれなりの態度をとって周囲を動かすことができるようになっていた。


　ふと気がついたときには、呼び名も「めぐちゃん先輩」から「恵先輩」へとかわっていたりして……。


　もっとも、そんな呼び名の変化は、立場が変わったことより、恵自身の外見が急激に変わったことのほうが影えい響きようしているのかもしれない。


　恵の身長は中学生の頃ころから伸のび悩なやんでいたのだが、高校二年の冬からいきなり伸び始め、それに伴ともなってあどけなかった顔立ちも随分と大人びてきたのだ。


　急激な身長の変化に身体からだが追いつかず、ひょろっと伸びた細い手足。


　ふっくらとしていた頰ほおは引き締しまり、いつの間にかそばかすも薄うすくなった。


　大きなアーモンド型の瞳ひとみはそのままだが、佐原との関係で精神的に安定したせいもあって以前ほどきょろきょろしなくなり、たまに大人びた艶つやのある表情もみせるようにもなっていた。


　可愛かわいい悪戯いたずら盛ざかりの雑種の子犬のようなイメージだったのが一転して、繊せん細さいでいかにも高級そうな血統書つきの犬のイメージになったといえばわかりやすいだろうか。


　可愛いといわれマスコット扱いされていただけに、恵は自分の容姿に対する認識をそれなりに持っていた。


　だが、あまりにも急激な自分自身の変化に、その認識は殆ほとんど追いついていない。


　毎朝、鏡で自分の顔をみるたびに、美人だと評判の大好きな兄の面おも影かげをどこかしらに発見して、ちょっと嬉しくなる程度なのだ。


「おっはよー」


　教室に入り、口々に挨拶してくるクラスメイト達に返事を返しながら、自分の机に座る。


　と、同時に鞄かばんから小さな包みを取りだし開いた。


「朝飯、くってないのか？」


　最近じゃ珍めずらしいな、と二年のときから同じクラスだった友達の五十嵐いがらしが、包みの中におむすびを発見してぼそりと呟つぶやく。


「うん。寝坊しちゃってさ」


　以前だったら寝坊したときは菓か子しパンをかじっていたが、今日は佐原が慌てて握にぎってくれたおむすびがある。


　形が微妙にいびつなのは、佐原の目が完全に覚めていなかったせい。ご愛あい敬きようだ。


「いっただっきます」


　担任が朝のＨＲにくる前に食べてしまおうと、大きく口をあけてかぶりつく。


（あ……佃つくだ煮にだ）


　たぶん、昨日、野上が持ってきてくれた岩井お手製の佃煮なんだろう。


　辛からすぎず甘すぎず、佐原が連れていってくれる高級料りよう亭ていで供される佃煮と遜そん色しよくのない、おむすびの具にするには勿もつ体たいないぐらいの上品な味。


（岩井さん、手間暇ひまかけて丁てい寧ねいに煮たんだろーな）


　そして、佐原のことも、彼が子供の頃から心を砕くだき、大切に面めん倒どうをみてきたんだろう。


　一いつ瞬しゆん、暗くなりかけた恵だったが、佃煮と佐原を一緒のレベルで考えるのは違ちがうだろうと気を取り直し、もう一度大口をあけて一気に具の部分を口の中に押し込んだ。


「なぁ、山田」


「あに？」


　腕うでを組み、眉み間けんにしわを寄せながら自分をみている五十嵐に、恵は口をモグモグさせながら首を傾かしげる。


「おまえ、鏡みてるか？」


「ん？……もしかして、寝ね癖ぐせついてる？」


「いや」


　じゃあなんでそんなことを聞くんだろうと恵がキョトンとしていると、なんでもない、と軽く首を振ふり視線をそらしてしまった。


　友達になったばかりの頃から比べると随分と口数が多くなったが、基本的に五十嵐は寡か黙もくなほうで、いったん自分から口を閉ざしてしまうと絶対にしゃべろうとはしない。


　それがわかっているから、恵はそれ以上追及せず、再びおむすびに挑いどみかかった。





　一方、五十嵐は、心の中で「面倒だな」とぼやいていた。


　最近、めっきり美人になってしまったこの友達は、自分自身の変化に無む頓とん着ちやくすぎる。


　きょろきょろと大きな目でいつも人の顔色を窺うかがっていたマスコット時代に比べると、精神的にも安定して落ち着いた態度もとれるようになったし、他人とのコミュニケーションも随分と上手になった。


　それは大変けっこうなことだと思う。


　だが、つきあう人間の層が厚くなった分だけ、警けい戒かい心しんも持つようになって欲しいと、五十嵐は切実に願っているのだ。


　恵は、あまりにも無防備に、その特上の笑え顔がおを振りまきすぎる。


　その上、素のままの無む邪じや気きな言動で、まだまだ可愛らしい一面を周囲の人間に惜おしげもなく晒さらしてしまう。


　凄すごく綺き麗れいなのに、庶しよ民みん派で親しみやすい。


　そんなイメージが定着しつつあって、かなりの数の生徒が、恵に対して好こう奇き心しん以上の感情を抱いだくようになっていた。


　相手が女生徒だけだったら放っておいてもかまわないのだが、いかんせん、恵の魅み力りよくは男女共通だった。


　実力行使に出たがっている奴やつもいたりするから、友達の立場を自認している五十嵐としては、そういったトラブルから恵をガードせざるを得ない状じよう況きように追い込まれている。


（佐原氏に知らせたら、どうか）


　ふと、以前一度だけ顔を合わせたことのある恵の恋こい人びとに思いを巡めぐらせたが、すぐに却きやつ下かした。


　知ったとしても、相手は社会人。学校内でのことに手を出せるわけがない。


　実に面倒だが、もう少しだけ自分が出しゃばるしかないのだろう。


　視界の端はしで、恵が唇くちびるの端についたご飯はん粒つぶを、無邪気にもピンク色の舌先でペロリと舐なめ取っている。


（これだから……）


　今ので刺し激げきされた奴がどれだけいるだろう。


　五十嵐は、諦あきらめのため息をついていた。







★







　夏休みを目前に控ひかえた土曜の夜、山田家のリビングで電話が鳴った。


　佐原が同居するようになってから、携けい帯たいをあまり好まない佐原のために、電話の回線を二つに増やしている。鳴ったのは恵のほうの電話だった。


「おれが出るよ」


　ソファーから腰こしを浮うかしかけた佐原を制して、恵は受話器に飛びついた。


「もしもし、山田ですが」


『はい、こっちも山田です』


「え？」


　ふざけたことをいうその声には聞き覚えがあった。


　耳に馴な染じんだ声に、恵はカレンダーと時計に視線を巡らせた。


「兄ちゃん……だよね？　なんで？」


　仕事の都合でニューヨークにいる恵の兄、望のぞむは、週に一度、日曜の夜の十時きっかりにかならず恵に国際電話を掛かけてくる。


　だが、今日は土曜日で、しかもまだ九時を過ぎたばかり。


　海の向こうの望にとっては、かなり朝早い時間帯のはずなのだが……。


『いや、あのさ、日本に帰れることになったからさ』


　どこか照れくさそうに望が告げた。


「え、マジで!?」


　大好きな兄の帰国の知らせに、恵はパッと顔を輝かがやかせる。


「長期休きゆう暇かがとれたんだ。やった！　んで、いつからいつまで？」


『明日から、無期限で』


「無期限？」


『そ、無期限。驚おどろかせようと思って今まで内ない緒しよにしてたんだけどな、こっちでの仕事に区切りがついたから帰国できることになったんだ。実は荷造りもすんでて、今から空港に向かうとこだったりして』


「うわっ、じゃ、また一緒に暮らせるんだっ！」


　電話だけはまめにかけてきてくれるものの、兄が帰国したのは二回だけ。


　しかも帰ってきても、友達とのつきあいで忙いそがしくて恵と過ごせる時間がほとんどなく、随ずい分ぶんと寂さびしい思いもさせられた。


（でも、今度はずっと一緒だ）


　小さな頃ころから、恵たち兄弟は、周囲に驚かれるほど仲がよかった。


　とくに中学一年のとき、両親を揃そろって亡なくしてからの恵は、それまで以上にべったりと望にくっついて頼たより切って生きていた。


　だから、望が社会人になり仕事の都合で海外にいくことが決まったときは、すごく不安で心細かった。


　でも恵には、自分が望に甘えきっているという自覚がちゃんとあったから、これ以上負担にならないようにしなきゃと不安を押さえて笑って見送ったのだ。


　ひとり暮らしをするようになってからは、今まで大切にして守って貰もらったお返しには全然足りないけど、兄がいない間、両親が残してくれたこのマンションは自分が守らなきゃとわざと明るく振る舞まっていた。


　望に対しても自分自身に対しても、ひとり暮らしの寂しさを感じていない振りをしたりして……。


　佐原と暮らすようになり、孤こ独どくな生活から解放された今となっては、懐なつかしい思い出だ。


『空港まで迎むかえにきてくれんだろ？』


　望が告げる便名と日本への到とう着ちやく時間を、興奮のあまり震ふるえる手で恵がメモしていると、望が当たり前のような口調で聞いてきた。


「やだよ」


『なんでだ？　つめたいなー。兄ちゃんが嫌きらいになったか？』


「違うってば。この家で見送ったんだもん。ここで待ってたいんだって」


『そっか……。わかった』


　受話器の向こうの兄の声が、優やさしく和なごむ。


　家で待ってるからと、もう一度繰くり返してから受話器を置いた恵は、嬉うれしい気持ちのまま「やったー」と背後からソファー越ごしに佐原の首に抱きついた。


「望の帰国が決まったんですか？」


　恵の応対で、ある程度の事情を察していたのだろう。


　佐原が穏おだやかに問いかけてくる。


「うん。明日の夜に帰国すんだって。結構前から決まってたみたいだけど、ビックリさせるために今日まで内緒にしてたんだってさ」


「本当に、ずいぶんと急な話で……」


　佐原もきっと喜んでくれるだろうと思ったのに、答える声は意外にもテンションが低い。


　微かすかに舌打ちをする音が聞こえたような気がして、恵は首を伸のばして佐原の顔を覗のぞき込んだ。


「佐原さん、兄ちゃんが帰ってくんの、嬉しくないわけ？」


「もちろん嬉しいですよ」


　恵の勘かん違ちがいだったのか、佐原はいつもどおりおっとりと微ほほ笑えんでいる。


「――ただ、あまりにも急なので、荷物の移動やら、歓かん迎げいの支し度たくをする時間があまりないなと思っただけです」


「あ、そーか。……とりあえず、明日の夕食どーしよ」


「久しぶりの帰国ですし、やっぱり和食でしょうね。――岩井さんに頼たのんでおきますよ」


「え、岩井さんに？」


　条件反射のように、嫌いやだ、と心の中で声が響ひびいた。


　いつも日曜の夜は、自分たちで食事の支度をしているから、当然佐原もそっちの方向で考えてくれると思ったのに……。


「自分たちでつくったほうがよくない？　兄ちゃんもきっとビックリするし」


「ビックリして、その後は絶対に箸はしをつけようとはしないでしょうね」


「なんでさ？」


「恵くんだけだったらともかく、わたしも手伝っていると知ったら、望は気持ち悪がって絶対に料理を口にしませんよ。賭かけてもいいです」


「………佐原さんと兄ちゃんって、仲いーんだよね？」


「もちろん」


「そんでも絶対なわけ？」


「はい。絶対です。――帰国した夜に空腹を抱かかえて眠ねむらせるわけにもいかないですし、岩井さんに頼んだほうが無難ですよ」


　それではさっそく、と恵の腕うでを外して立ち上がり、自分用の電話に向かう。


（………やだな）


　望の海外出張が決まったとき、ハウスキーパーを雇やとおうかといってくれる望に、恵は自分ひとりでこの家を守るから必要ないと、そう宣言していた。


　佐原と共に暮らすようになってからは、佐原だけじゃなく野上や岩井の手伝いもあれこれと入るようになって、その宣言はいつの間にかうやむやになってしまっている。


　そんな現状を望に知られて、けっきょくひとりじゃ無理だったんだなとは思われたくない。


　佐原と出会う前はひとりでちゃんと頑がん張ばっていただけに、それまでの努力を無かったことにされたくない。


　そして何よりもまず一番に、岩井の手による料理で望を迎えるのが嫌だった。


　毎日料理を届けてもらってはいるが、恵にとって岩井は会ったことのない他人だ。


　他人の料理で出で迎むかえるのなら、それは外食するのと変わらない。


　それじゃわざわざ家で迎える意味がなくなってしまう。


　そんな風に恵は思うのだが……。


「……そう。念のために四人分……」


　受話器を手に、親しげにおっとりと話す佐原の横顔をみていると、はっきり嫌だというのもためらわれた。


　恵にとっては見知らぬ他人でも、佐原にとっての岩井は母親も同然の人なんだってことが言葉の端はし々ばしからうかがえるから。


（これって、きっと、おれの子供じみた我わが儘ままなんだよな）


　恵はソファーの背を乗り越こえると、膝ひざを抱えて座った。


（こんなに大事にして貰ってんのに、我が儘いって困らせちゃだめだって……）


　受話器の向こうにいる岩井と、メニューの相談を始めた佐原の横顔をみつめながら、膝の上に顎あごをのせた恵は、自分にそういいきかせていた。








　翌日の日曜。


　二人は、最近には珍めずらしく早起きして、佐原の書しよ斎さい代わりに使っていた望の部屋の掃そう除じをした。


　ここで暮らすようになって半年近くが過ぎようとしていることもあって、思ったよりも資料の本や雑誌などが大量にあり、現在寝しん室しつとして使っている部屋にそれらの荷物を移動して整理するだけで、午前中を丸々使ってしまった。


「このリビングも、以前通りに戻もどしておいたほうがいいでしょうね」


　昼食時、佐原が部屋を見回しながらいう。


「え、そっかな……」


　改めてみてみると、確かに以前とは随ずい分ぶん変わっている。


　ひとり暮らしをしているときは、なるべく掃除が楽なようにと、恵は飾かざり物のたぐいは一切置いていなかった。


　それが今では、岩井から定期的に届く切り花や、野上が持ち込んだ女優のサインが入った佐原原作の脚きやく本ほんなんかが飾ってあったりなんかする。


　佐原が読む新聞や雑誌などを片づけるラックや、佐原専用のファックスなども増えた。


（でも、ここだけじゃないしなー）


　洗面所やバスルーム、キッチンに至るまで、以前と変わったところを数え上げるとキリがない。


「いーよ、このままで」


「そうですか？　多分、望は嫌がると思うんですが……」


「へーきだよ。兄ちゃん、そんな神経質じゃないし、すぐに慣れるさ。――問題ないって」


　なんの不安もなく恵はそう言い切った。








　お昼を過ぎた頃ころから、恵は落ち着かない様子で何度もドアの前をうろちょろしたり、ベランダに出て外を眺ながめたりしていた。


　細かい片づけがありますからと寝室でひとり作業をしていた佐原は、たまにリビングに顔を出しては、そんな恵をみておかしそうに微笑む。


　夕方近く、待ちに待っていた玄げん関かんのチャイムの音に、恵はそれこそマジで飛び上がってから駆かけだした。


「兄ちゃん!?」


　スリッパのまま玄関口に降り、勢いよくドアを開きながら叫さけぶ。


「だから、そういうのはよせって。違う人だったらどうするんだ」


　ドアの向こうに立っていたのは、恵の予想どおり、兄の望だった。


　シャツにジーンズの軽装で、薄うす茶ちやの髪かみが肩かた先さきに届くぐらいに伸びていることを除けば、繊せん細さいで優しげなその美び貌ぼうは、最後に会ったときのまま全然変わっていないようにみえる。


「いーじゃん！　当たりなんだからさ」


　耳に優しい苦笑混じりの声を聞きながら、恵は望に勢いよく抱だきついた。


「兄ちゃん、おかえりっ!!」


「うん、ただいま。――うわっ、おまえ、ほんとでっかくなったなぁ」


　望は、恵のタックルを受け止めきれず、ちょっとよろけた。


　以前は胸のあたりにしがみついていたのが、今では肩におでこをぐりぐりすりつけることができるぐらいに身長が伸びている。


　そんな恵の頭に頰ほおをすり寄せて、望もぎゅぎゅっと抱きしめ返した。


「恵、お前、ちょっと瘦やせすぎじゃねーか？」


「それ、みんなにいわれる。でもさ、身長が伸のび続けてる間は太るの無理だし、健康だから問題ないって。少しずつだけどまだ伸び続けてんだよ。来年の今頃には兄ちゃんに追いつくかも」


「そっか」


「兄ちゃんは、髪ずいぶん伸びたね。伸ばしてんの？」


　お返しとばかりに、恵が一番目立つ望の変化を指し摘てきすると、望はちょっと照れくさそうに髪に手をやった。


「これか？　最近、忙いそがしくて切る暇ひまなかっただけだ。仕事中はむすんでんだけどな。変か？」


「変じゃない。すげー似合う」


「よしよし」


　恵をじゃれつかせたまま、望はボストンバッグ片手に玄関に入る。


「お久しぶりです。――荷物、部屋のほうに運んでおきましょうか？」


　仲がよすぎる兄弟のベタベタぶりに入れずに、黙だまって玄関先で待っていた佐原が苦笑しながら聞いた。


「おう。久しぶり。――土産みやげもあるから、ここでいーよ」


「……まさか、おひとりなんですか？」


　佐原が、いぶかしげな顔で望の背後を覗のぞき込む。


「まあな」


　望は、そんな佐原の視線を遮さえぎるかのように、後ろ手で玄関のドアを閉める。


「………？　誰だれか他ほかに来る予定だったっけ？」


　大人二人のそんなやりとりに、恵は首を傾かしげた。


「いいえ。別に」


「それより、恵、なんか食うものねーか？　兄ちゃん、腹へったよ」


「あ、うん。ちょっと待ってて。すぐ用意すっからさ」


　大好きな兄を飢うえたままでいさせるわけにはいかない。


　恵は腕うでまくりをしながら慌あわててキッチンへ向かった。








「おまえ、ちったあ気をつかえよ」


　恵がキッチンへと消えた後、望は形のいい眉まゆをひそめて佐原にいった。


「気をつかえって……。まだ内ない緒しよにするつもりなんですか？　この先、また恵くんと一緒に暮らすつもりなら、ちゃんと説明しておいたほうがいいと思いますけど？」


「俺の勝手だろーが」


「生あい憎にく、以前と違ちがってわたしもただ傍ぼう観かんするわけにはいかなくなったので」


「……そーだったよな。ったく、女にしか興味がねーんだろーと思って安心してれば、人の留守中に勝手に人ん家ちに居座って、大事な弟に手ぇだしやがって」


　望がぎろりと佐原を睨にらみつける。


「…………大事な弟ねぇ。ご自分が留守にすることになった原因を思えば、そうそう威い張ばっていられない立場なんじゃないかと思うのですが？」


　いかがでしょう？　と佐原は望のきつい視線をおっとりとした笑え顔がおで受け流す。


「………………うっせー」


　実をいうと、望が海外出張を決意した主な原因は、彼の恋こい人びと、久く我が竜たつ大ひろにあった。


　我が儘で独どく占せん欲よくの強い恋人の、執しつ拗ようなまでの長年の求愛にほだされて、彼と共に生きることを選せん択たくした結果だったのだ。


　もちろん、幼い頃からずっと可愛かわいがっていた恵に対する愛情が失うせたわけじゃない。


　それ以上の感情を知ってしまったが故ゆえの、辛つらい選択。


　そして、その結果、恵は日本でひとり暮らしをすることになる。


　まだまだ甘えたい年とし頃ごろだった弟をひとり置き去りにしたことは、望にとっては深い負い目となった。


　おまえより大事な人ができたから置いていくんだなどと可愛い弟にいえるわけもなく、いまだに恋人の存在は恵には内緒のままになっているのだ。


　一方、望とは高校時代から友人関係を続けていた佐原は、そこらへんの事情を熟知していた。


　望の恋人、久我とは、家同士に主従関係にも似たつきあいがあり、望とよりもつきあいは長く、その性格も熟知している。


　日本でも有数の資産家の御おん曹ぞう司しである久我が、この世でただひとり、望だけをなんとしてでも手に入れたいとずっと切望していたことも、そして望を手に入れたからといって束そく縛ばくの手を緩ゆるめるような性格じゃないことも知っている。


　今までの空白を埋うめようとした望が、恵を可愛がり過ぎて、久我をおざなりにするようなことがあったら、久我の嫉しつ妬とが恵に直接向けられる可能性は大だ。


　佐原としては、それだけはなんとしても避さけたい。


「いういわないはあなたの判断に任せますが、あの人の矛ほこ先さきが恵くんに向かわないよう、充じゆう分ぶん用心してくださいね」


「わかってる。っつーか、もう大だい丈じよう夫ぶだって。――向こうにいる間に、きっちり常識ってやつも躾しつけたし。日本に帰ったら、お互たがい自分の家に帰るってことも、ちゃんと納なつ得とく済みなんだからよ」


「ほんとですか？」


「ほんとだって。へーきさ」


　望は「俺を信じろって」と、疑わしげな佐原の肩をポンポンと叩たたいた。


「で、なぁ、隼人」


　望は、佐原の肩に手を置いたままで、佐原の耳元に顔を近づける。


「なんですか？」


「常識ってやつを、お前もちょっと勉強してみねーか？」


「……やっぱり、そうきましたか」


　佐原が、望に恨うらめしそうな視線を向ける。


「あまりにも急な帰国で嫌いやな予感はしていたんですが……。あなたがひとりでこっちの家に戻もどってきたってことは、わたしを追い出す心づもりなんでしょう」


「へっへへー。ここまで急だと、さすがになんの対策もとれなかっただろ」


　繊細な美貌を台無しにして、望がにやりと笑う。


「俺が帰ってきたからには、そうそう恵に好き勝手できると思うなよ」


「……この手の問題に父兄がちょっかいを出すと嫌きらわれますよ？」


　眉をひそめた佐原が警告する。


「ふん。へーきさ。恵が俺を嫌うわけねーだろ」


　だが、望は自信たっぷりだ。


「――あのさ、話が弾はずんでるトコ悪いんだけど、佐原さん、手伝ってくれると嬉うれしーな」


「わかりました」


「よろしくー」


　キッチンにいる恵に聞こえないよう、顔を近づけ小声で会話していた大人二人は、恵の声に振ふり返り、二人同時ににっこりと微ほほ笑えんだ。








（なんか、すげーわざとらしー笑顔）


　佐原と望は高校時代からの親友で、凄すごく仲がいいってことは充分に承知しているつもりだった。


　その縁えんがあったからこそ、恵も佐原と出会えたわけだし。


　だが、こそこそと顔をつきあわせてなにやら内緒話をしている二人を目もく撃げきした恵は、のけ者にされたような気分になっていた。


（兄ちゃん、やっぱちょっと変わったかも……）


　髪かみが伸びたせいだろうか？


　佐原の肩かたに手を置き、意味ありげに微笑んで話す兄の横顔がやけに艶つやっぽくみえて、それが妙みように恵の気に障さわった。


（これって、やきもち……だよね）


　大好きな兄相手に、自分がそんな感情を持つなんて……。


　制せい御ぎよしきれない自分の感情をもてあました恵は、一気に不ふ機き嫌げんになってしまった。


「さて、何をしましょうか？」


「お吸い物の準備。このメモに書いてあるから」


　むっとしたまま、岩井が料理を盛りつける手順を書いてくれたメモを佐原に差し出した。


「はい。わかりました」


　ひとめで恵の不機嫌さを見み抜ぬいた佐原は、軽く肩をすくめつつも、いつもと変わらぬおっとりとした笑みを浮うかべてメモを受け取る。


「さて……っと」


　メモを読みつつ働きだした佐原を横目で眺ながめ、恵はさらにむうっと唇くちびるを尖とがらせる。


（余よ裕ゆうたっぷりじゃん）


　佐原は、恵にこんな邪じや険けんな態度を取られるようなことは何ひとつしていない。


　こんな理り不ふ尽じんな態度をとっても笑って許されてしまうのは、愛されているからなんだろうとは思う。


　でも、自分が悪いとちゃんと自覚している恵としては、ひとことぐらい注意してくれたほうが気が楽になるのにな、なんて自分に都合のいいことを考えてしまう。


（おれって、やな奴）


　子供じみたやきもちを焼いた挙げ句の八つ当たり。


　恵は、自己嫌けん悪おにどっぷりと浸ひたっていた。








「こりゃ凄いご馳ち走そう。料りよう亭ていも真っ青。こんなん久しぶりだ」


　テーブルの上に並んだ、盛りつけも彩いろどりも美しい上品な料理の数々に、望は嬉うれしそうな顔になる。


「兄ちゃんのために準備したんだから、いっぱい食べて」


　どよんと自己嫌悪に浸っていた恵は、それでも食事の支度を終える頃ころには、久しぶりに帰ってきた望に暗い顔をみせるわけにはいかないと、なんとか笑顔を取り戻していた。


「――いや、でもな。まさかとは思うけど、これ、おまえがつくったんじゃねーよな」


　恵との週に一度の電話で、佐原が料理の腕うでを磨みがいていることを聞かされていた望が、こわごわと佐原をみる。


「もしそうだったら、どうします」


　佐原は、いつになく嫌いや味みな笑みをその唇に浮かべた。


「…………恵、カップラーメンあるか？」


　望は手にしていた塗ぬり箸ばしをテーブルにカチャッと投げ捨てた。


「なんで、そーなんのさ？」


「いや、俺さ、こいつの爪つめの垢あかだけは死んでも飲みたくねーから」


　ほらね、と佐原が恵に微笑みかけた。


「いったとおりでしょう？」


「うん。……兄ちゃんと佐原さんって、実はやっぱりそんなに仲良くない？」


「それとこれとは別問題だ。――で、ほんとのとこ、どーなんだ？」


「本当のところ、岩井さんにお願いして用意して貰もらったんですよ。だから安心して召めし上がってください」


「岩井さんか。なら安心だな。――じゃ、いただきます」


　いっぺん放り出した箸を握にぎりなおし、望はやっと料理に手をつける。


「兄ちゃん、岩井さんに会ったことあんの？」


「ああ、前に一回だけこいつん家ちにいったときに会った。手作りの和わ菓が子しをご馳走してもらって、すげー美味うまかったし」


「ふーん」


「あ、これこれ。こういう出だ汁しの効いた味、ひっさしぶりー」


「大おお袈げ裟さだなー。自じ炊すいしてたから和食だって食べてたでしょ」


「まーな。でも、俺じゃあここまで丁てい寧ねいに料理しねーし。それに、ここ数週間はあっちこっちでお別れのパーティーだって引っ張り回されて、こてこての料理ばっか食わされてたから、マジ美味い」


「もっと早くに連れん絡らくしてもらえれば、もう少し手の込んだ料理も用意してもらえたんですけどね」


「これで充じゆう分ぶんだって……。――お、このレンコンのきんぴら美味い。ほら、恵」


「ん」


　ひょいっとレンコンを挟はさんだ望の箸が目の前に伸のびてきて、兄弟二人きりで生活していた頃の条件反射で、恵は思わずぱくっと口をあけた。


（あ、やば）


　佐原の目の前だったと思い至ったときには、レンコンは恵の口の中。


「――兄弟仲のほうは、疑いようがないですね」


　佐原は、口元を押さえ肩を震ふるわせて笑っている。


「だろ？」


　望は平然と威い張ばっているが、恵はそれどころじゃない。


（うう、みられた……）


　あまりにも子供っぽすぎる行こう為いをみられ、恥はずかしさのあまり真っ赤になっていた。








「さて――」


　和なごやか、かつ賑にぎやかに夕食を終え、佐原が淹いれたコーヒーで人ひと心ごこ地ちつくと、佐原が立ち上がった。


「――そろそろ帰りますか」


「へ？　帰るって、どこへ？」


　いきなりの発言に恵は目を丸くする。


「自分の家にですよ。――望も帰ってきたことだし、この家に居い候そうろうし続けるわけにはいきませんから」


「そんなのやだよ、おれ」


　恵は慌あわてて佐原に駆かけ寄り、腕にしがみついた。


「ここで一いつ緒しよに暮らせばいーじゃんか。……部屋だってあるんだし」


「いえ……。――いくらなんでも、ここで三人で仲良く暮らすってわけにはいかないでしょう？」


「だよな。おまえと一緒に暮らすなんざ、さすがに俺も薄うす気味わりーし」


「それはお互たがい様ですよ、望」


「……え、でもさ……」


「だめだ。恵、諦あきらめろ」


　いつの間にか忍しのび寄っていた望に、恵は背中から腕ごと抱だきしめられて、佐原から引き離はなされた。


「兄ちゃん!?」


「常識で考えろ。――社会人になってんならともかく、未成年者なんだから。保護者が帰ってきた以上、同どう棲せいなんて認めねーよ」


「だそうです」


　佐原が苦笑する。


「大だい丈じよう夫ぶ。今までどおり日曜日にはデートしましょう。学校帰りに待ち合わせするのも悪くないし」


　ね？　と軽くかがみ込んで、泣きそうな顔をしている恵の頰ほおにキスをする。


　それをみて、ひくくっと望がひきつった。


「隼人。おまえ、俺の目の前でいい度胸してんじゃねーか」


「これぐらい、大目にみてくださいよ」


「だめだ。つきあいを認めてやるだけありがたく思えよ。ちなみに恵の門限は、たったいま九時に決めたから。守れよ」


「……九時って、いくらなんでもそれはあんまりじゃ……。もう一声、どうです？」


「だめ。譲じよう歩ほの余地なし」


「随ずい分ぶんと横暴な父兄ですね」


　佐原はやれやれと首をふる。


「じゃあ平日はそれで譲歩しますから、週末ぐらいは規則を緩ゆるめてくれませんか？」


「だめだって」


「あんまりがんじがらめにすると、恵くんに嫌きらわれますよ？」


（……なんだよ、これー）


　最初はあまりにも急な話にベソをかきかけた恵だったが、自分の頭の上でポンポンと話を決めていく大人二人にどんどん腹が立ってくる。


「恵は俺を嫌ったりしねーよ。な？」


　こつんと頭の上に望の顎あごが当たるのを感じた。


「……きらわねーけど……でも、やっぱ、おーぼー」


「おまえのためを思っていってるんだから我が慢まんしな」


（おれのため……？）


　常識で考えれば望のいうことが正しいんだろうってことはわかるのだが、感情が追いついてこない。


　せめてひとことでいいから、佐原が望のいい分に強く抵てい抗こうしてくれたら、まだマシだった。


　あっさりと佐原に手を離されてしまったような気がする。


（おれは、佐原さんと一緒にいたいのに……）


「望、仕事はいつから？」


「とりあえず、今週一週間休んで来週から」


「じゃあ、明日の日中にでも、この家に置かせて貰っている荷物を取りにきますよ」


「おっけー。来る前に電話よこせよ」


「わかりました」


（……って、なんだよ。おれがいないときに、ふたりっきり？）


　さっきの親密な二人の様子が脳のう裏りをよぎって、めらっと、恵のお腹なかの中が熱くなる。


　このまま黙だまってたら、自分をのけ者にして話を進める大人二人の思おも惑わくどおりになってしまう。


　そうなったら、今までのように気楽に佐原と会うこともできなくなるし、一緒に過ごす時間もきっと限られるようになる。


（佐原さんと離れるなんて、おれ、絶対にいやだ）


　だったら、どうすればいいのか？


　瞬しゆん時じにして考え、恵は決意した。


（決めた!!）


「はなせよ」


　恵は腕うでを突つっ張って、軽く身体からだを縛いましめていた望の腕を払はらった。


　振ふり向くと、キッと強い目で望を見上げる。


「急にどーした？　めぐむ？」


　望は、そんな恵をみて不思議そうに首を傾かしげた。


「兄ちゃん、おれ、今日から佐原さんとこに居候すっから」


「へ？」


「家出するっていってんだよ！　この家で一緒に暮らしちゃだめなんだろ？　だったらそれしか佐原さんと一緒に暮らす方法ないじゃんか」


「ないじゃんかって……」


　思いがけない反はん撃げきに、望がうろたえる。


「だからって、なにも家出なんてしなくても……。おい、隼人。おまえからもなんとかいってやれよ」


（うわっ、そーきたか）


　今度は恵はうろたえる番だった。


　勢いあまって家出を宣言したものの、佐原にだめといわれれば、それで立ち消えになってしまう計画だ。


　恵は不安を押し殺し、勢いにまかせた先制攻こう撃げきとばかりに、今度は佐原にキッと強い視線を向けた。


「佐原さん、だめじゃないよね!?」


「……なるほど、うん。それはいいアイデアかもしれませんね」


　恵のきつい視線を、佐原はいつもと変わらぬおっとりとした微ほほ笑えみで受け止めた。


「え、いーの？」


　あまりにもあっさりうなずくから、逆に拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。


「はい。とりあえず、学校にいくのに必要なものだけ準備していらっしゃい」


「うん、わかった！」


　佐原の気が変わらないうちにと、恵は慌てて荷物を取りに自分の部屋に向かう。


「おい、隼人、おまえな、いくらなんでも、それはねーだろーが」


「まあまあ、いいじゃないですか。――そんなことより、今の恵くんのきれっぷり、実に可愛かわいかったと思いません？　すっかり拗すねちゃって」


　本当に可愛らしい、と笑えみ崩くずれる佐原の襟えり元もとを、望はグイッと強くつかんだ。


「誤ご魔ま化かすな！　全然よくねーよ！」


「おや、困ったな……。あんまり反対されると、恵くんに、あなたと竜大さんのことを、ついうっかり話してしまうかもしれませんよ」


　それでもよろしいんですか？　と、一向に動じない佐原がおっとりと微笑む。


　恋こい人びとの存在を恵にうち明ける覚かく悟ごのない望は、うっとひるみ手を離はなした。


「……隼人、おまえ、あいつに似てきてねーか？」


「失礼な。似てなんかいません。――先ほどまでは、ここで三人で暮らすなんてことになったら、あの人が黙っていないだろうと思ったから、仕方なく諦めていただけです。でも、わたしの家に恵くんを引き取る分にはなんの問題もない。岩井さんもいるから、ここにいるよりもちゃんと生活の面めん倒どうもみてあげられますよ。――安心してくださいね、お兄さん」


「お兄さんって呼ぶなっ!!」


　望の怒いかりを佐原がやんわりとかわしている間に、準備を整えた恵が、大きな布バッグと学校用の鞄かばん、そしてハンガーに掛かかったままの制服を抱かかえて戻もどってきた。


「お待たせ」


「はい。残りの荷物は明日にでも取りに来ましょうね。――じゃあ、いきましょうか」


　佐原は恵の肩かたから布バッグを取り上げると、その背中に手をまわし促うながす。


「ちょ、こらっ!!」


「ばらしますよ」


　引き留めようとする望に、恵に聞こえないよう佐原がボソッと告げる。


「最初に恵くんの手を離したのはあなたですよ。都合のいいときだけお兄さんぶるのはどうかと思いますが？」


　勝利を確信しておっとりと微笑む佐原に、望はギリギリと歯がみして悔くやしがった。


「おぼえてろよ……。――恵！」


「……な、なに？」


　強い調子で名前を呼ばれて、恵はビクッと身体を縮こまらせ振り向いた。


「隼人はどーでもいーが、岩井さんには我わが儘ままいうなよ。迷めい惑わくかけねーよーに」


「あ、うん。……わかった。いってきます」


　裏の事情を知らないままの恵は、渋しぶ々しぶながらも望が許してくれたんだろうと思って素す直なおに喜び、家を出た。


　取り残された望はというと、


「………なんで、こーいうことになんだよっ!!」


　ゴンと拳こぶしを壁かべに叩たたきつける。


　自分の家に帰ってきたばかりだというのに、ひとりで取り残されることになるなんて、と、地じ団だん駄だを踏ふんで悔しがるばかりだった。








　恵は、マンション近くの駐ちゆう車しや場じように停とめていた車に乗せられて佐原の家に向かっていた。


　家を出たときは、まだまだ興奮状態だったのが、車が発車してしばらくすると徐じよ々じよに頭が冷えてくる。


　そして、ひとつ、たいそう困った問題が目の前に立ちふさがっていることに思い至ってしまった。


（岩井さんにとうとう会わなきゃなんないんだ）


　我が儘をいうな迷惑をかけるなと望にはいわれたが、それ以前の問題がある。


　夜中にいきなり押し掛けるような真似まねをしたら、普ふ通つう、非常識だと不快に思われるんじゃないだろうか？


　もしも岩井さんが、自分のことを、小さい頃ころから大切に育ててきたおぼっちゃまに取りついた変な虫だとでも思っていたら、不快度はきっとアップして五割増しだ。


（どうしよう。最悪の出会いになるかも……）


　大おお騒さわぎして家を出てきた手前、今さらやっぱり家に帰るとはいいにくい。


　すっかり困ってしまった恵は、車を走らせている佐原の横顔をこそっと見上げた。


「……どうかしましたか？」


　視線を感じたらしい佐原が穏おだやかに問いかけてくる。


　恵は、促されるままに口を開いた。


「あのさ……やっぱりまずいよね」


「なにがです？」


「だからさ、あの……夜遅おそくに押し掛けると、岩井さん、気分悪くしないかなって……」


「ああ、なんだ。そんなことですか」


「そんなことって……」


　あっさりと返され、恵はちょっとふくれる。


　佐原にとっては家族同然の気安い相手でも、恵にとってはそうじゃないのだ。


　その程度のことぐらい気づいて、フォローしてくれてもいいんじゃないか、なんて、甘えだと自覚しつつも恨うらめしく思ってしまう。


「いいよ、もう」


　恵がむうっと唇くちびるを尖とがらせると、佐原が「違ちがいますよ」と苦笑する。


「岩井さんは、わたしの家で暮らしているわけじゃないんです。もう十一時もまわってるし、旦だん那なさんが居る自宅のほうに帰っているはずです」


「へ、そーなの？」


「ええ。安心しましたか？」


「した」


　恵は、へへっと照れ隠かくしに笑った。


　が、しかし。


　大通りに面した駐車場に車を停め、車が通れない細い路地を何度か曲がってたどり着いた佐原宅には、まだ門灯がともっていた。


「おや、もしかしたら噓うそをついてしまったかもしれませんね」


「まじ？」


「ええ。でも、岩井さんだったら大だい丈じよう夫ぶです。気分を悪くしたりなんかしません。わたしが保証しますから。――信用できませんか？」


　かがみ込んだ佐原に顔を覗のぞき込まれ、恵は「信用はしてるけど……」と微び妙みように煮にえ切らない返事を返した。


「では胸を張って、笑っていてください。……恵くんが、岩井さんの存在をずっと不安に思っていたこと、わたしはわかっているつもりです。その上で大丈夫だといってるんですから」


「……なんだ、バレバレ」


「当たり前でしょう。わたしの世界の中心にいるのは恵くんなんですから……。恵くんが自分で心の整理をつけるまで、黙だまって見守っていようと思っていたんですが……。こんなことになるなら、一度だけでも会わせておけばよかったですね」


　手の平が頰ほおを包み、促すように佐原の親指が恵の唇をなぞる。


　恵が唇を開くと、佐原の唇が優やさしくあてがわれた。


「……大丈夫そうですか？」


　軽いキスのあと、額を押しあてるように瞳ひとみを覗き込まれ、問いかけられた。


「うん、へーき」


　恵は、深くうなずいた。


　自分の不安を承知の上で大丈夫だといってくれる。


　ちゃんと理解してくれてるんだと思うと、不安は消えた。


　とはいえ、どうしても緊きん張ちようはする。


　門についた鍵かぎを開け、広い敷しき地ち内に入ると、恵は佐原の背中にぴったりとはりついた。


「……純和風の家なんだね」


「はい。祖父の趣しゆ味みで……。わたしが譲ゆずり受けたとき、それなりに手を加えていますから、不自由はないと思いますが」


　高い木製の塀へいに囲まれた敷地内には、大きな池と高い木が何本か鬱うつ蒼そうと茂しげっており、そこを中心にゴツゴツとした岩いわ肌はだの無骨な岩や、背の低い植物があちこちに点在している。


　都会育ちの恵には、お世辞にも洗練された庭とはいい難がたいその雰ふん囲い気きがいっそう不気味に思える。


　そんな広い庭に遠えん慮りよするかのように、平屋のこぢんまりとした日本家屋が奥まったところに建っていた。


「只ただ今いまもどりました。――さあ、どうぞ」


　玄げん関かんの引き戸を開けて、佐原が家の中へと入っていく。


　佐原の声が聞こえたのか、家の奥の方から軽やかな足音が近づいてくる。


「あらあら、ぼっちゃま。お帰りなさいませ」


　広い玄関先に出てきたのは、六十過ぎの女性。


「――ぼっちゃま？」


　聞き慣れない呼びかたに、恵が敏びん感かんに反応すると、佐原の耳が微かすかに赤くなった。


「岩井さん」


「あ、これは失礼を。――お帰りなさいませ、隼人さん。お客様もご一いつ緒しよですか？」


「ええ。こちら、山田恵くん。これから家うちで暮らすことになったので、よろしくお願いしますね」


「恵です。はじめまして」


　佐原の背中にこれ以上隠れていることもできず、恵は思い切って一歩前に出るとぺこっと頭を下げた。


「まぁ、可愛かわいらしい。――岩井と申します。こちらこそ、よろしくお願いしますね」


　軽く頭を下げて微ほほ笑えむ岩井は、野上に教えられていたとおりの、なごやかな雰囲気の女性だった。


　頰の上、まなじりのほうにちょっと大きめのほくろがあって、微笑んでふっくらと膨ふくらんだ頰の頂点に押し上げられるのが印象的で、かわいいとさえ思える。


　佐原の母親が幼いときから側そばに仕えてきた人だというから、腰こしの曲がった老婦人を想像していたのだが、大ハズレだった。


　実物は、そんな想像よりもずっと若く、口調もきびきびとしていて気持ちいい。


「隼人さん、そういうことならもっと早くおっしゃってくださればよろしかったのに。なんの準備もしてないんですよ」


　岩井が恨めしそうに佐原をみる。


「すみません。でも急な話だったので……。あとのことはわたしがやりますから、夜も遅いし、岩井さんはお家に戻もどってくださって大丈夫ですよ」


「あらあら、そういうわけにはいきませんわ。隼人さん、お客様用の寝しん具ぐがどこにあるか、ご存じ？」


「……知らないですね」


「やっぱり。予備のタオルの置き場所だってご存じじゃないでしょう。大切なお客様なんですから、わたしにもお世話ぐらい焼かせてくださいな。――恵さん、さあ遠慮せずにどうぞ」


　佐原に話しかける態度は、とても親しげで深い愛情を感じさせた。


　そして、恵に向けられる岩井の視線の中に、敵意や戸と惑まどいはまったく感じない。


「あ、おじゃまします」


　恵は促うながされるまま足を踏ふみ出し、緊張気味に岩井に微笑みかけた。


「はい。どうぞ」


　恵の笑えみを受けた岩井が、微笑んで頰をふっくらさせる。


（大丈夫そうだ）


　緊張しきっていた恵の肩かたから、力がふっと抜ぬけた。







★







「……っ？」


　つんつんと鼻の頭をくすぐられ、恵は目を開けた。


「おはようございます。そろそろ起きてください。朝食の時間ですよ」


　朝にしては珍めずらしくスッキリした顔の佐原がアップで微笑んでいる。


「はよ……。佐原さん、もしかして、寝ねなかった？」


　それか二時間ぐらい前に目が覚めたのでなければ、朝のこんな時間に佐原が涼すずしげな顔をしているはずがない。


「はい。――あの後、恵くんの寝顔をみていたら、急に書きたい話のイメージが浮うかんでしまいまして」


「ふーん、よかったね」


　寝起きでまだぼんやりとしたまま目をこすり、立ち上がろうと足を伸のばした恵は、そのつま先に不意に畳たたみの感かん触しよくを感じて、自分がいつもと違ちがう環かん境きようにいることを思い出した。


「あ、布ふ団とんで寝たんだっけ……」


　生まれてからずっとベッドで生活していて、布団で寝るのは修学旅行以来だったから凄すごい違い和わ感かんがある。


　夜遅おそくに佐原の家につき、あれやこれや眠ねむる準備をして、この布団に潜もぐり込んだときにはとっくに日付が変わってしまっていた。


　望の帰宅や家出の決意をしたりと、日中かなり興奮していたせいだろうか。


　布団に潜り込んだ直後の記き憶おくがない。


「おれ、昨夜、爆ばく睡すいしちゃった？」


「ええ」


　キスをする暇ひまもありませんでしたよ、と佐原が微笑む。


　夜と朝、二回分のキスをしてから、恵は本格的に起きるべく活動を開始した。


　着き替がえたら布団はそのままでいいから茶の間に来てくださいねと佐原にいわれ、そのとおりにすると、木目がくっきりついた一枚板の座ざ敷しき用のテーブルに純和風の朝食の支度が整っていた。


「恵さん、おはようございます。昨夜はよく眠れました？」


「おはよーございます。――うん、もう、ぐっすり」


　ご飯をよそりながら話しかけてくる岩井に挨あい拶さつして、先に座っていた佐原に手で促されるまま、用意されていた座布団に座る。


「今の若い人は正座なんて苦手でしょう？　気にしないで崩くずしてね。――はい、どうぞ」


「いただきまーす」


　昨夜、お風ふ呂ろや寝具の世話をあれこれ焼いて貰もらっている間にけっこうしゃべったお陰かげで、恵の中の岩井に対する気構えはなくなっていた。


　と、同時に、岩井の口調も、心なしか昨夜より砕くだけているような気がして嬉うれしい。


　食しよく卓たくの上に並ぶ料理は、お重に詰つめられて運ばれてきた手の込んだ料理とは、随ずい分ぶんと趣おもむきが違っている。


　シンプルな焼き魚や海の苔りなど、凄く庶しよ民みん的な雰囲気だ。


「みそ汁しるって、なんか久しぶりかも……」


　配達して貰っていたときは、お吸い物系ばかりだった。


　しかも豆とう腐ふとわかめのみそ汁なんて、本当に何年ぶりだろう。


　妙みように凝こり性しようの佐原はシンプルなみそ汁なんてつくろうとしなかったし、ひとり暮らしのときは決まってインスタントだった。


　望と二人だったときは、味より栄養を重視する望のせいで具だくさんになり過ぎて、みそ汁とは呼べない料理になり果てていたし……。


「このおかずじゃ、気に入らなかったかしら？」


　しみじみとみそ汁ばかりを味わっていたら、心配そうな顔をした岩井に聞かれた。


「違う違う。みそ汁がすごく美味おいしーから味わってただけ」


「あら、そうだったの。おみそ汁は味が落ちるから、配達には向かないと思って今まで遠えん慮りよしてたんだけど……。それじゃあ、恵さんはこういうおかずでも大だい丈じよう夫ぶ？」


「うん。すき」


「そう、よかった。沢たく山さん食べてね」


　お重に詰めるのだと思うと、保存性もさることながら、見た目や盛りつけにまでついつい凝ってしまって、どうしても普ふ段だんより手の込んだ料理になってしまっていたのだと、岩井がいう。


「基本的に見み栄えっ張りなんですよ」


　昨夜からずっと起きていただけに、先に食事を済ませてしまったのだろう。


　コーヒーを飲みつつ、新聞を開いていた佐原が岩井をからかった。


「あら、まあ。隼人さんにだけはいわれたくないわね」


「どうしてです？」


「見栄っ張りはお互たがい様さまでしょう」


「……そうですか？」


「そうですよ。ね、恵さん？」


　会話をふられた恵は、食事に夢中になっているふりをして曖あい昧まいにうなずき返した。


　心が通い合った者同士のキャッチボールのように楽しげな食卓の会話に、かつての母と兄の姿がだぶってしまう。


　会話に混ざると泣いてしまいそうだった。








　鞄かばんを手に家を出ようとしたら、送りますよと車の鍵かぎを持った佐原も一いつ緒しよについてきた。


　一緒に並んで細い路地を歩く。


「別にいーのに。電車つかうつもりだったしさ」


　昨夜、ここに来るときに、近きん隣りんの駅はチェック済みだ。


「ここからだと乗り換かえも必要ですし、車のほうが絶対に早いし、楽ですよ」


「でもさ、佐原さん、昨夜寝てないんでしょ？　へーき？」


　恵の両親が死んだのは、加害者であるタンクローリーの運転手が居眠り運転をしていたのが原因だった。


　それを思うと、ちょっと不安だ。


「大丈夫ですよ。送らせてください。一日二日程度なら眠らなくても支障ありませんし」


　寝起き時には支障がでて寝ぼけて迷めい惑わくをかけるかもしれませんが、と佐原はちょっと苦笑いしながら軽く首を傾かたむけ恵をみる。


　送る気満々だ。


「じゃ、お願いしよっかな」


　佐原の言葉を信用することにして、恵はこくんとうなずいた。








（やっぱり、ちょっとまずかったかな……）


　走る車の中、恵は悩なやんでいた。


　昨夜は随分と興奮していたから強引に行動してしまったけど、一晩あけて冷静になったいま、そんな自分の行動が酷ひどく我わが儘ままで、自分勝手なものに思えてくる。


　常識から考えれば、自分の行動は確実に非常識。


　恵の我が儘のせいで、昨夜だって岩井を夜遅くまで働かせてしまったし、今も徹てつ夜やで働いていた佐原に運転手をやらせてしまっている。


（まえは誰だれにも迷惑をかけないで生活できてたのにな……）


　少なくともひとりで暮らしているときは、我が儘な気持ちを完全に抑おさえ込めておけた。


　佐原への恋れん愛あい感情を自覚した後、もう二度とこの人には会えないんだろうなと思える別れを経験したときだって我が慢まんできた。


　大好きな人にちゃんと抱だきしめてもらえた記憶は、なによりも大切な宝物になっていたし、佐原を大好きだと思う、ただそれだけの気持ちで心の中がほんわりと温かくなったりもして……。


　あの頃ころは、こんな風にずっと側そばにいてもらえるようになるなんて思ってもみなかった。


　そんなのは夢物語だと思っていたから、佐原が自分の元に戻もどってきてくれたときは、もうどうしていいのかわからないぐらい、本当に、心の底から嬉しいと思った。


（なのに、おれ、どうしてこんなに我が儘になっちゃったんだろ）


　側にいてくれるだけでも充じゆう分ぶんに幸せなのに、佐原の周囲に居る親しい人達にいちいちやきもちを焼いてしまったり、自分のことを考えてくれている兄に逆らったり。


　誰よりも佐原の近くにいたいと思う気持ちに歯止めが利きかない。


（……佐原さんが悪いんだ）


　あまりにも佐原が甘いから、どこまでもずるずると頼たよってしまう自分がいる。


　そんなのは責任転てん嫁かだ。


　充分にわかっているけど、そう思わずにはいられない。


　何もかもを佐原のせいにして、完全にもたれかかっていられるいまの状態は、恵にとっては最高に居い心ごこ地ちのいいものだった。


　まるで習慣性のある薬のように、手放しがたい魅み力りよくがある。


「――つきましたよ」


　このままじゃいけないんだけどなぁと、しょんぼり反省していた恵は、佐原の声に顔を上げた。


「……え、うそ、ここ校門じゃんか」


　周囲を見回して目を丸くする。


　恵の高校は、金持ちの子弟が通うような学校じゃないから、校門前まで車で送ってもらう生徒なんて滅めつ多たにいない。


　だから恵も、学校から少し離はなれた場所で降ろして貰おうと思っていたのに、物思いに耽ふけったせいでその機会を逃のがしてしまったらしい。


「――どうぞ」


　恵があわあわと慌あわてている間に、車から降りた佐原が助手席側にまわってドアを開けてくれた。


　もともとが超ちようフェミニストでエスコートに長たけている佐原にとって、助手席に座る人へのドアの開閉は常識になってしまっているらしい。


「ああああありがと、佐原さん」


（やりすぎだー）


　ひーっ！　と恵の背中を冷ひや汗あせがつたう。


　車で登校するだけでも目立つのに、人並み外れて整った容よう貌ぼうの持ち主である佐原が一緒で、さらにこのジェントルな態度。


　注目度はうなぎ登りだ。


（お、落ち着け、おれ）


　ここで騒さわいだら余計に目立つ。


　恵は、うつむきかげんにささっと車から降りた。


　なんともタイミングの悪いことに、登校ラッシュの時間帯。


　あちこちから視線の圧力を感じて、怖こわくて顔が上げられない。


「い、いってきます」


　恵は鞄を両手で抱かかえると、うつむいたまま校門へ向けて走った。


　校門を抜ぬけ、顔を伏ふせたまま下げ駄た箱ばこで靴くつを履はきかえる。


「あ、ごめっ」


　教室に向けて歩き出した恵は、どしんと人にぶつかった。


「なんだ、五十嵐か」


　顔を上げると、見慣れた友人の顔。


　五十嵐は、どうやら恵を待ちかまえていたらしく、両の手の平で恵の肩かたを押しとどめていた。


「今のはまずい」


　ぼそっと呟つぶやき、きびすを返し教室に向けて歩き出す。


「わかってるよ。あれは不ふ可か抗こう力りよくだし……」


　肩を並べて歩き出した恵は、自分より背の高い友人の顔を見上げた。


「山田は、それ以前の基本的な問題がわかってない」


　五十嵐の眉み間けんにぎゅっと深いしわが寄った。








「――ってわけでさ、今、佐原さんの家に厄やつ介かいになってんだ。やっぱ、これってまずいと思うだろ？」


　昼休み、恵は岩井さん手作りの弁当を手に、中庭の噴ふん水すいの縁ふちに腰こし掛かけて弁当を食べていた。


　普ふ段だんは教室で食べているのだが、朝の一件を目もく撃げきした複数の生徒達が、わざわざ恵のクラスにまで足を運んで質問責めするものだから、たまらずに逃にげ出したのだ。


「同どう棲せいしてることをまずいと思っているのか、佐原氏におんぶに抱っこなのをまずいと思ってるのか、どっちなんだ？」


　恵と一緒に脱だつ出しゆつして、隣となりでやっぱり手作りの弁当を黙もく々もくと食べていた五十嵐が顔を上げる。


「ちなみに、前者の問題に対して、俺には語れることはないぞ」


　五十嵐の弁当をつくっているのは、今はもう卒業し大学に通っている、恵達より一歳年上の女の先せん輩ぱい、修しゆう子こだった。


　遊びで誰かとつきあうような不誠実な真似まねはできないと常々公言していた硬こう派はの友人は、この春から修子とつきあい始めた。


　その結果、結けつ婚こん前提なんだから別に良いじゃないという修子に押し切られて、以前からひとり暮らしをしていたアパートで一いつ緒しよに暮らすようになっていたのだ。


　もともと酷く無口だった五十嵐だが、修子と暮らすようになってから口数が少し増えた。


　ほとんど愚ぐ痴ちかのろけに聞こえるだろう恵の相談にものってくれるようになって、恵としては五十嵐を変えてくれた修子に感謝しているところだ。


「同棲は、おれだって今に始まったことじゃないし……。まずいのは、おんぶに抱っこのほう」


　愛されて、甘やかされている自分が際限なく我が儘になってしまいそうで怖い。


「そっちに関しても、あまり語れることはないな。逆に佐原氏が羨うらやましいぐらいだ。――俺は、常々もっと彼女に甘えてもらえるような男になりたいと思ってるからな」


　それが男の甲か斐い性しようってものだろう、と五十嵐。


　妙みように古くさいことをいわれて、恵は苦笑した。


（男の甲斐性かぁ……）


　甘やかされて守られてばかりいる自分には無む縁えんの言葉だ。


　恵は少々情けない気分になる。


「ところで、山田。いま現実、もっとまずい問題があることに気づかないか？」


「なんだっけ？」


「今朝の一件だ。ノーコメントではぐらかしてると逆に好こう奇き心しんを刺し激げきする。適当な言い訳を用意したほうがよくないか？」


「大おお袈げ裟さだって。言い訳なんか考えなくたって、二、三日でみんな違ちがう話題に目を向けるさ」


「…………お気楽すぎる」


　五十嵐の密ひそかな苦労を知らない、あっけらかんとした恵の笑え顔がおに、五十嵐は苦く悩のうの表情を浮うかべた。








　そして放課後。


　今度こそ電車で帰ろうと思っていた恵は、校門脇わきに見慣れた佐原の車を発見して再び焦あせった。


　駆かけ寄って中を覗のぞいたが、人の姿はない。


（待ちきれなくて、散歩でもしてんのかな）


　きょろきょろとあたりを見み渡わたしつつ、校庭に沿そった歩道を歩いてゆき、ふと遠くから聞き慣れた声が聞こえた気がして足を止める。


「う……そだろ……」


　視線を向けた先、サッカー部が占せん領りようしているグラウンドの中に、奇き妙みような人物がいた。


　ネクタイを肩にかけ、シャツの袖そでとスラックスの裾すそをめくりあげた茶ちや髪ぱつの青年。


（ひろしくんだ）


　野上は、ユニフォーム姿のサッカー部員に混じってサッカーボールを追いかけ、元気よく飛び跳はねている。


（おれを迎むかえにきてくれたんだろーけど、目立ちすぎ……）


　佐原といい、野上といい、あまりにも常識はずれの行動を取りすぎる。


　恵は真しん剣けんに頭を抱えた。


　学校の敷しき地ちを覆おおう鉄の柵さくを握にぎって、グラウンドを眺ながめていた恵の姿に向こうも気づいたのだろう。


「あ、めぐむくんだ!!」


　野上は、恵の気も知らず、やっほーっと元気に手を振ふりながら走り寄ってくる。


「待たせちゃいました？　ついつい楽しくって我を忘れちゃって」


　また遊びに来いよなと、サッカー部員達に好意的に見送られた野上は、ハンカチで汗あせを拭ぬぐいつつ運転席に収まると恵に謝った。


「そんな待ってないからいいよ。っていうか、迎えにきてもらえるなんて思ってなかったし。ひろしくん、わざわざ、ごめん」


「い～え、俺は充じゆう分ぶんに楽しかったんで、お気になさらず～」


　野上の話だと、もともとは佐原が来るつもりだったらしいのだが、昼ひる寝ねから目覚めたばかりだったそうで、こりゃヤバイと強制的に代理をかってでたのだそうだ。


「うわっ、マジでありがと」


　恵は二重の意味で、深く感謝した。








「おかえりなさい。恵くん」


　出版社との打ち合わせがあるという野上と駐ちゆう車しや場じようのところで別れ家に戻もどると、すっかり目が覚めたらしい佐原が玄げん関かんまで出迎えにきてくれた。


「あ……、ただいま」


　自宅に戻ったからだろうか、佐原は和服を着ていた。


　微かすかに青みがかったグレーで無地のスッキリとした着物。


（わー、格好いーな）


　純和風の顔立ちだから和服が似合いそうだなと常々思っていたけれど、実物は想像以上だ。


　恵はポカンと口をあけて佐原を眺めていた。


「どうかしましたか？」


「え、あー、あんまり格好いいからみとれちゃったよ」


　ここが自分のマンションだったら、


「この格好いい人、おれの」


　と、ぴょんと抱だきついてしがみつきたいところなのだが、いつどこから岩井が現れるかわからないこの家ではさすがにできない。


「お気に召めしていただけて、なにより」


「こっちの家では、ずっと和服？」


「半々ですね。恵くんがお気に入りなら、毎日和服でいますが？」


「どっちでもいーよ。佐原さん、なに着ても似合うし」


　家に入り、とりあえず制服を着き替がえようと、広い玄関から、昨夜から使っている部屋へと続く縁えん側がわの通路へと向かいながら佐原と会話していたら、途と中ちゆうの茶の間から聞き覚えのある声がする。


「兄ちゃん？」


「よっ、お帰り、恵」


「おかえりなさい、恵さん」


　障子を開け、茶の間を覗くと、望と岩井がいた。


　あぐらを組み、行ぎよう儀ぎ悪く姿勢を崩くずしている望は、どうやら岩井と世間話でもしていたらしい。


　岩井は「もうこんな時間なのね」と、立ち上がると茶の間を出ていく。


「いつ来たの？」


　望に手招きされて、恵はぴょんと隣に座った。


「午前中」


「そんな早く？」


「寝ねてたのに隼人に叩たたき起こされて、おまえ達の引っ越こしの手伝いさせられた。なのに、こっちについて一段落したら、こいつ、ひとりでぐーすか寝ちまいやがんの。叩いても蹴けっても起きねーしさ」


「ふーん、そっか……」


（兄ちゃん、佐原さんの寝顔みたんだ）


　だからどうしたって話なのだが、微び妙みように気に障さわる。


「だから申し訳なかったと、さっきから何度も謝ってるじゃないですか」


　しつこいな、と佐原が微かに赤面する。


「恵も苦労してんだろ？　あそこまで寝い汚ぎたなくて、よく今までつきあってた女に愛あい想そを尽つかされな……っ」


「よしてくださいよ」


　佐原が望の口元を手の平で覆って言葉を遮さえぎった。


「過去のことを、わざわざ蒸し返さなくてもいいでしょう」


　望は佐原の手首をつかんで、口の自由を取り戻した。


「……っせーよ。――おまえがタラシだったって、恵だって知ってんだろ？　今さら誤ご魔ま化かしてどーすんだ」


「誤魔化すつもりはありませんけど、蒸し返されるのも迷めい惑わくです」


　眉まゆをひそめ、本気で不ふ愉ゆ快かいそうに文句をいう佐原に、望は必要以上に顔を近づけ「ふん」と鼻で笑った。


「この程度のことで慌あわてるなんて、余よ裕ゆうなさすぎじゃねーの？」


「ほっといてください」


「なぁ、恵、こーいう奴やつにひっついてて、ほんとにいーのか？　家に戻ってこないか？」


　望が佐原に絡からんだのは、結局のところこれがいいたかったかららしい。


「………いやだ。絶対に帰らない」


　むうっと唇くちびるを尖とがらせて宣言すると、恵は「着替えてくる」と茶の間をあとにした。


「またかよ。……どーしてこうなるんだ」


　二度も可愛かわいい弟にきっぱりふられて、望ががっくりと肩かたを落とす。


「望の気持ちもわかりますが、今のは完全に逆効果ですよ」


　わたしとしてはあれが可愛くて仕方ないんですが、と佐原はおっとりと微ほほ笑えむ。


「いい加減、恵くんのことは諦あきらめて、あなたを待っている人のところに戻ったほうがいいと思いますが？」


「うっせー、ほっとけ」


　すっかりふてた望は、そのままバタンと倒たおれ、畳たたみの上に大の字になった。








　庭に面した縁側を通って、茶の間から数えて二つ目の部屋、自由に使っていいといわれた一番奥の和室に向かう。


（あーもー、おもしろくない。人の目の前でいちゃいちゃすることないじゃんか）


　ぽんぽんと遠えん慮りよ会え釈しやくなくきつい言葉をぶつけ合えるのは、親友同士で、気安い関係だから。


　それがわかっていても、目の前で仲がよさそうに絡んでいる二人は、ビジュアル的にもお似合い過ぎてどうにもこうにも気に障る。


　望にはまったく妙みような意図はないとわかってても、あの綺き麗れいな顔に意味ありげな笑えみを浮うかべて佐原を見つめているのをみた途と端たん、恵の不愉快度は急激にあがっていた。


　日中に反省した気持ちは依い然ぜんとして胸の中にあるのだが、めらっと不意に沸わき上がるやきもちの勢いにはどうしても勝てない。


（ばかみたいだ、おれ）


　恵は私服に着替えると、望が運んできてくれたらしい荷物の整理をすることにした。


　八畳じようの和室には、昨夜はなかった座ざ卓たくと背の低い本ほん棚だなが運び込まれていた。


　多分、佐原がこの家を使うようになったときに改築したのだろう。本来なら押入があったと思われる一角には、建物に比べると比ひ較かく的新しいクローゼットと、布ふ団とんなどを収納する収納用のスペースもある。


　入って右手の壁かべには飾かざり棚のついた大きめの窓があり、採光も充分。


　昨夜はじっくりみる暇ひまがなかったが、畳であることさえ除けば、これなら暮らしやすそうだ。


　さして量の多くない荷物はあっさり片づいてしまって、恵は座卓とセットになっている座布団の上にポツンと座った。


「……どーしよっかな」


　茶の間に戻もどって、仲良く話している親友同士の姿をみたら、また非常識な怒いかりに捕とらわれてしまいそうで嫌いやだった。


　家の探検でもしようかと、部屋から縁側にでると庭を掃そう除じしている岩井の姿がみえた。


「岩井さん、そっちいっていい？」


　声をかけると、岩井は首を振ふり、縁側の恵のほうへと歩み寄ってきた。


「ちょうど終わったところだから」


　縁側に腰こしを下ろして、ふうと息を吐はく。


「この庭、広いから、ひとりで掃除するの大変だ」


「毎日掃除してるわけじゃないのよ。それに野上さんも手伝ってくれるから平気ですよ」


「ふーん、じゃ、こんどおれも手伝うよ」


　恵も岩井の隣となりに腰こし掛かける。


「あら、うれしい。――恵さんは、ずっとマンション暮らし？」


「うん。そう」


「だったら、この家、あんまり古くて怖こわいんじゃないかしら」


「あー、昨夜はちょっと……。でも、もう平気だよ」


　夜にみたときは、古い家よりも、無骨で雑然としたイメージがあるこの庭が怖かったが、こうして日中にみると、雑然と生おい茂しげった濃こい緑が生命力に満ちあふれていて、不思議と懐なつかしい気分にさせられる雰ふん囲い気きがある。


「ここの庭って、なにかの決まり事にそってつくってあるのかな？」


「いいえ。違ちがいますよ。――この家も庭も、昔の農家をイメージして、より素そ朴ぼくな雰囲気にこしらえてあるだけで」


　庭の木や岩も、田舎いなかのほうからわざわざ取り寄せたものだという。


「ふーん、そうなんだ」


「隼人さんが使われるようになるまでは、茶の間には囲い炉ろ裏りがあったし、お風ふ呂ろも薪まきをくべていたんですよ」


「それはそれでおもしろそー」


　テレビでしか知らない風ふう俗ぞくに恵は目を輝かがやかせた。


「時間に余裕のある暮らしができる方々にだけ許される、特とく殊しゆな贅ぜい沢たくですわね。――もしもお暇ひまだったら、夕食の支し度たくを手伝ってくださる？」


　よいしょと立ち上がる岩井に、恵はうなずいた。








「あれ、そーいや……」


　夕食時、恵が昨夜ちょっとだけこの家が怖かった話をしたら、何かを思い出そうとするかのように望は軽く片目をすがめた。


「……この家、出るっていってなかったっけ？」


「でるって、なにが？」


「幽ゆう霊れいに決まってんだろ」


「………やだなー、噓うそばっかり。兄ちゃん、おれを脅おどかして逃にげ帰らせようったって、だめだかんね」


　恵は少々ビビリつつも虚きよ勢せいをはった。


「いや、マジだって。――だよな、隼人」


「……まぁ、そうですね」


　余計なことを、と望をみる佐原の目が少々尖っている。


「そうですねって……。佐原さん、噓でしょ？」


「う～ん、否定してあげたいところなんですが、実は本当です」


「うわっ、ちょっと……」


　佐原とは一いつ緒しよにいたいが、正直、幽霊は怖い。


　極きよく端たんに怖こわがりというわけじゃないけど、出るとわかってる場所に肝きも試だめしにいくほどの根性は恵にはないのだ。


「恵くん、怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶです。無害ですから……。――ね、岩井さん」


「ええ、まぁ、そうですわね」


「岩井さんもみたことあんの？」


　何度か、と苦笑した岩井が困ったように首を傾かしげた。


「出るといっても、家の中にじゃありませんよ。庭です。しかも条件が限られていて、満月の頃ころ、深夜にしか姿を現さないんです」


　綺麗なものですよ、とおっとりと佐原が微笑む。


「祖父の愛あい妾しようだった女性なんだそうです。彼女に会うために、祖父は死を迎むかえるまで、ずっとこの家で暮らしていたぐらいで……。けっして恨うらめしそうに泣くわけでもなく、何かを訴うつたえるわけでもなく、彼女はただ月を眺ながめ、庭を眺めて幸せそうに微笑むだけで、決して怖くはないですよ」


「いや、でもさ、でもユーレーなんでしょ？」


「まぁ確かにそうですが、この家の庭のオプションとでも思ってくださって大丈夫」


「え、うー……」


　そういわれても、怖いものは怖い。


　恵が困っていると、


「じゃ、家に帰ってくるか？」


　と、テーブルに肘ひじをついた望が、嬉き々きとした顔で身を乗り出してきた。


「――いやだ」


　その二択たくならば、答えはとうに決まっている。


　恵は間かん髪はつ入れずに断った。


「佐原さん、家の中には入ってこないんだよね？」


「ええ、保証しますよ」


「だったら、ヘーキ。佐原さんもいるし」


「そうですね」


　考えてみれば、夜はいつでも佐原と一緒にいられるのだ。


　怖いことなんてあるわけがない。


「……この手も駄目か」


　みつめ合ってニコニコしているカップルを横目で眺め、望が拗すねたようにひとり呟つぶやいた。








「じゃあな。また押し掛かけっから」


　帰り際ぎわ、望は恵の頭を名残なごり惜おしげにポンポンと撫なでていった。


　そのときの、ちょっと寂さびしそうに微ほほ笑えんだ顔が、脳のう裏りに焼きついてしまって忘れられない。


（あの家に、ひとりで帰るんだ）


　佐原と暮らすようになる前は、恵がひとりで暮らしていたマンション。


　そこに今は望がひとりで暮らしている。


　あの手この手で連れ戻そうと、ちょっかいはかけてくるものの、望も佐原と一緒で恵の行動に対して強制はしない。


　だから、ついつい甘えてしまう。


（……おれ、やっぱり間違ってんのかな）


　長い海外出張を終えて帰ってきたばかりの兄を、自分の我わが儘ままでひとりきりにしていることに今さらながら気づいて、恵は自分の考えの無さと我が儘ぶりに自己嫌けん悪おを感じていた。


　だからといって、素す直なおに家に戻る気持ちにもなれない。


（なんで、こんなに不安定なんだろ）


　佐原は自分を愛してくれている。


　恵だって、それはよくわかっている。


　望と佐原が親友同士だってことも、ちゃんとわかっているのだ。


　それなのに今日もやきもちを焼いてしまったのは、自分に余よ裕ゆうがないせいだ。


　一緒に暮らして、誰だれよりも佐原の近くにいるくせにこんな状態なんだから、離はなれたりしたらきっともっと酷ひどくなる。


　愛情をもっともっと確かめたくなって、佐原を自分の近くに縛しばりつけようとしてしまうに決まってる。


「困ったなぁ……」


　縁えん側がわがすっかり気に入った恵は、一枚分だけ扉とびらを開いて、そこに座りぼんやりと庭を眺めていた。


　微かすかに聞こえる水音と風に揺ゆれる葉の音を聞いていると、不安定に揺れていた気持ちが少しだけ落ち着くような気がする。


　既すでに岩井は帰った後で、佐原は恵と入れ替かわりでお風呂を使っている。


　お風呂上がりで火ほ照てった足を縁側から投げ出してブラブラさせると風があたって気持ちよかった。


「ここにいたんですか、恵くん」


　茶の間のほうから、佐原が歩み寄ってくる。


「うん。エアコンの冷風より、こっちのほうが気持ちいーし……。ずっとマンション暮らしだったから、庭がある生活ってすごく新しん鮮せん」


　佐原は恵の背後で立ち止まり、庭に視線を向けた。


「そういうものなのかもしれませんね。ここを気に入ってもらえてよかったですよ。岩井さんにも、すぐにうち解けてくれたようですし……。安心しました」


「うん。――あ、そだ。布ふ団とん、佐原さんの分もしいといたけど、いーよね？」


「え、ああ、……そうですね」


　なにか戸と惑まどうような煮にえ切らない返事に、恵は顔を上げて佐原をみた。


「なんか問題ある？」


「いえいえ、いままでは書しよ斎さいのほうで眠ねむっていたもので……。でも、そう、書斎では恵くんが眠れなくなるかもしれませんね」


「……夜も仕事するつもりでいるんだ」


「まぁ、気が向いたら、ですけどね。心配しなくても恵くんの部屋には音は響ひびきませんよ」


　この家には、庭に面した縁側と、中央の廊ろう下かとに沿そって部屋がある。


　恵が使わせてもらっている部屋は、縁側沿いの一番奥で、佐原の書斎は、中央の廊下沿いで、台所と浴室を越こえた一番奥まったところにある。


　隣となり同士とはいえ、間に廊下を一本挟はさんでいるから余程大きな音をたてない限りは音も届かないだろう。


「うん」


　うるさくなることを心配したんじゃなく、一緒に眠れない夜が続くのが嫌いやだなと思ったのだが、取り越し苦労かもしれないしと恵は胸をよぎった不満を抑おさえ込む。


「さて、庭を散歩しましょうかと誘さそいたいところなんですが、もう中に入ったほうがいいかもしれませんね。月の満ち具合からみて、そろそろのようですし」


「そろそろって、もしかして……」


「はい。例の……。ここ二、三日の間に姿をみせるんじゃないかと」


「そーいうことは、早くいってよ」


　恵はぴょこんと立ち上がると、縁側の扉をきっちり閉め、佐原の腕うでをつかんで部屋に戻もどった。


「害はないとわかってても、怖こわいものですか？」


　布団の上に座って、ふうと安心したように息を吐はく恵をみて、佐原はちょっと愉ゆ快かいそうに聞いた。


「まーね」


「ずっとひとり暮らしをしていたから、平気なんだろうと思っていましたよ」


「それとこれとは、別だから……」


　ひとり暮らしのときは、怖いといってもどうにもならないことがわかっていたから、我が慢まんし続けていただけ。


　いまは怖いといえば、佐原が側そばにいてくれる。


　守ってくれる存在がいるから、怖いと思う気持ちに歯止めが利きかない。


（なんだ、これも同じか）


　守ってもらえる、愛してもらえるという安心感が、逆に心の安定を損なうことになるなんて、皮肉な感じがする。


「どうしました？」


　急に黙だまり込んだ恵の顔を佐原が覗のぞき込んでくる。


（こんな気持ちも、全部お見通しかな）


　岩井に対する恵の戸惑いに気づいていた佐原。


　恵が自分なりに気持ちに決着をつけるまで、黙って見守っているつもりだったともいった。


　では、いまの悩なやみもすべてお見通しで、恵が自分なりの結論を出すまで、黙って見守っているつもりなのだろうか？


　どこまでもどこまでも甘えて、酷く我が儘になっていっても、ずっと同じように愛してくれるんだろうか？


　うっとうしいと思われるようになったりしたら……。


「………なんでもない。――ね、佐原さん、しよ」


　無性に不安になった恵は、佐原の膝ひざの上にのると軽く顎あごを上げてキスをねだった。


「望みどおり……」


　佐原は、恵の望みどおりに深いキスをくれる。


「………っ……ん」


　自分でもちょろいと思うが、佐原のキスひとつで期待に身体からだが火照る。


　頰ほおを包む大きな手に手を添え、瞳ひとみを閉じて、恵は佐原の感かん触しよくだけを追う。


　混ざり合った唾だ液えきが溢あふれ、顎をつたい胸元へとすべっていく。


「……っ……」


　そんな微かな感触がもどかしくて、恵は頰に添えられた佐原の手をつかんで引き寄せ、自分の肌はだの上をすべらせ触ふれて欲しい部分へと導いた。


「今日は、ちょっとせっかちですね」


　唇くちびるを離した佐原が耳元で囁ささやく。


「……だめ？」


「まさか。――求めてもらえるのは、無上の喜びですよ」


「じゃ、もっと……」


　パジャマを脱ぬぎ捨てて、佐原にしがみついた。


「……んっ……」


　いつもだったら嬉うれしいのに、今日は宝物のように優やさしく触れてくる佐原の手の感触がじれったくてたまらない。


「や……、もういい」


　なんだか今日は、ぬるま湯のように優しい愛あい撫ぶに酔よえる気分じゃない。


　時間をかけて恵の身体をほぐし、快感を紡つむぎだそうとしてくれている佐原の手を遮さえぎると、その股こ間かんに顔を埋うずめる。


「めぐむくん、そんなことしなくていいから……」


　初めての行こう為いだったが、恵には戸惑いはなかった。


　逆に、驚おどろいた佐原が止めようとしたが、恵はかまわずに続ける。


「……ふ……ぅ」


　いつもして貰もらっていることだから、どうやれば気持ちいいのかは身体で知っている。


　恵は、薄うすい舌と唇とでそれを包み込み、丹たん念ねんに愛撫する。


　でもたぶん、自分のこれは佐原の行為とは根本的に違ちがう。


　佐原は恵を喜ばそうとしてくれているけど、恵は自分が一刻も早く佐原の与あたえる感覚だけに酔いしれて、愛されていることだけを感じたいがためにやっているのだから……。


（おれって、どーしてこーなんだろ）


　愛されて大切にされている分だけ、自分からも佐原になにかを返したいと思う。


　それなのに、すぐにやきもちを焼いて拗すねて、我わが儘ままをいって振ふり回してしまう。


　幼い頃ころからずっと、愛され、甘やかされてばかりだったから、どうやって愛したらいいのかわからない。


「……っ……」


　頭の上で息を飲む音が微かすかに聞こえた。


　と、同時に口の中のそれがひときわ大きくなる。


（すご……い）


　これに貫つらぬかれるのだと思っただけで、ずくんと身体の奥が熱く反応する。


　大きくなりすぎて苦しいぐらいなのに、深く喉のどの奥までくわえ込み、もっともっとと刺し激げきを与えてしまう。


（やらしい奴やつ。これじゃ、エッチのことしか考えてないみたい）


　のぼせてぼうっとする頭の隅すみで、かろうじて残った理性が呟つぶやく。


　あんなに大切にされて愛されているのに、こうやって求めることしかできないのかと、理性の声に責められても、もう止まらなかった。


　もっと深い快感に溺おぼれてしまえば、そんな理性の声を聞かずにすむ。


　佐原に対する罪悪感や負い目も、逆に刺激になった。


　自分の唇から零こぼれる湿しめった音に煽あおられるように、恵はその行為に没ぼつ頭とうする。


「もう……」


　充じゆう分ぶんです、とかすれた声が聞こえて、肩かたをつかまれ引き剝はがされる。


　そのまま仰あお向むけに倒たおされ、高く足を抱かかえ上げられて一気に貫かれた。


「んっ……あ……――っ！」


　さっき少しだけほぐされていたものの、いつもより乱暴な挿そう入にゆうに身体が驚いて、一いつ瞬しゆんぎゅっと強こわばる。


　だが愛されることに慣れている身体は、すぐに打ち込まれたそれをもっと感じようとして柔やわらかく蠢うごめく。


「……くっ……やあ」


　ゆるんだところを、さらに深く貫かれ、理性のたがが外れた。


「ふっ……ん……あ……さはら……さ……」


「きもちいい……ですか？」


　濡ぬれた声で聞かれ、恵はうなずいた。


「ん――いい……。あっ……はっ」


　肉体の繫つながりなんて、一瞬のものだってわかってる。


　今の不安を紛まぎらわせるために夢中になっても、身体を離はなしてしまえば元もとの木もく阿あ弥み。


　すぐにまた不安になって、もっと強い繫がりが欲しくなるにきまってる。


　それがわかってても溺れずにはいられない。


　佐原に一番近い場所にいるのは自分なのだと、この身体で深く感じていたい。


　もっと強く、きつく、つなぎ止めていて欲しい。


「やあ……もっと……あっ……」


　恵は、佐原の浴衣ゆかたをギュッと握にぎりしめたまま、意識を手放すときまで離そうとはしなかった。







★







　恵は、翌朝もやけにスッキリした顔の佐原に起こされた。


　聞くと、やっぱり恵が眠ねむってしまった後に書しよ斎さいにいって仕事をしていたのだという。


　熟じゆく睡すいしていたとはいえ、愛し合った後でひとりきりにされて寝ねかされていたのだと思うと、ちょっとだけ面おも白しろくなかった。








　登校時、前日とは違い恵は校門のかなり手前で車から降ろしてもらった。


　が、いまは極力控ひかえているものの、一時は週刊誌やテレビなどによく顔を出していたせいで、佐原のことを覚えていた生徒がいたらしい。


「――あの、サインくださいませんか？」


　校門前ではっていた女生徒達が二人、息を切らせて車のところまで走り寄ってくる。


　その手のファンのあしらいに慣れている佐原は、うなずいてささっとサインをすると、長居は危険だとばかりにあっさり帰っていった。


「いーなー、恵先輩」


　佐原の車を見送りながら、サインを貰ったほうの女生徒がいう。


　校章をみると、二年生のようだった。


「なんで？」


「だって、一いつ緒しよに暮らしてらっしゃるんでしょ？」


　この発言に、恵はギョッとした。


「……なんで知ってんの？」


「お友達の五十嵐先輩に聞いたんです。大変だったんだって」


「へ？」


　どういうこと？　とそれとなく聞くと、恵のマンションが大規模な水みず漏もれ事故を起こして改装中だから、一時期兄の友人宅に避難しているという情報が校内に流れているらしい。


（五十嵐、わりぃ）


　完全放置を決め込んだ自分の代わりに、みんなの好こう奇き心しんを満足させるための話を捏ねつ造ぞうしてくれたのだろう。


　口数が多くなったとはいえ、基本的に無口な五十嵐のこと、かなり苦労したに違いなかった。


「でも、サングラスしてないのに、よくわかったね」


　マスコミに顔を出すときの佐原は、いつも濃こいサングラスで顔を隠かくしている。


　ちなみに瞳ひとみを隠した佐原は、普ふ段だんとは全くの別人で、うすい唇くちびるに皮肉気な笑えみを浮うかべるクールな青年にみえたりなんかする。


「以前、原作の映画の舞ぶ台たい挨あい拶さつで、一瞬だけ素す顔がおをみたことがあるから」


　あの顔は一度みたら忘れられないもん、と女生徒はサイン本を大切そうに抱だきしめた。


「ま、たしかに……」


「恵先輩、佐原隼人の小説って読んでます？」


「あー、うん。殆ほとんどね。――その新作は読んでないけど……」


　佐原の書く小説は、泣かせる話が多い。


　原作者の目の前でうるうるするのも、なんだか変な感じだなと思って、恵は佐原の留守を狙ねらって本を読むようにしていた。


　雑誌に掲けい載さいされている短編は時間がかからないから欠かさず読んでいるが、数ヶ月前に出版された分厚い長編小説だけはまだ手が出せずにいたのだった。


「えー、もったいない。すっごい面白いのにー」


「そーなん？」


「はい。――少し作風が変わった感じなんですよ。ちょっと難解にはなったけど、凄すごくグッとくる感じなんですよ」


　グッとくる感じ、などという漠ばく然ぜんとした表現に、恵は首を傾かしげた。


　が、エンターテイメント系だった作風に変化が生じ始めていて、文ぶん壇だんの重じゆう鎮ちんにかなり高い評価も受け、三年以内に文学系の賞を受賞するだろうという噂うわさがたっているのだという話を聞かされて素直に驚おどろいた。


（そんなこと、なんにもいってくんないんだもんな）


　いま、どんな話を書いているのかさえ、あとのお楽しみです、と教えてもらえないぐらいだ。


　一瞬むうっとしかけて、だめだと気を取り直す。


　佐原の一番近い場所にいたいと願っている癖くせに、その作品に目を通していなかった自分が悪い。


　それならばと、帰宅時、前日同様学校まで迎むかえにきてくれた野上に頼たのんで、書店に寄り道してもらった。


「あらら～、ホントに買ってきちゃったんすか。著者用の見本なら、先せん輩ぱいの家にいっぱいあるのに」


　カバーをかけてもらった本を大事そうに抱えている恵をみて、野上が苦笑する。


「なんとなく、こーいうのって自分で買わないとだめかなって……」


　ペラペラと中をめくる。


「これ、恋れん愛あい小説だよね？」


　恵は、目に飛び込んできた、今までの作品には縁えんのなかった単語の数々に違い和わ感かんを感じた。


「そーっすね。でも歴史小説としての評価のほうが高いっすよ。――先輩、今までは一いつ般ぱん受けしないからって、歴史物は敬遠してたんですけどね。心境の変化があったようで」


「ふーん」


　カバーを外して帯をみると、激動の時代を生き抜ぬいた女性を描えがいた純愛ものだと書いてある。


「これ、俺の勝手な想像なんですけどね、多分、その小説の主人公、当時はけっこう珍めずらしかった国際結けつ婚こんをした、塔とう子こさまのおばあさまがモデルだと思うんですよ」


「……松まつ下した塔子？」


　以前、一度だけ会ったことのある女優の名前に、恵の神経がピッと尖とがる。


　彼女は、恵と出会う以前の、女性関係が派手だった頃ころの佐原が最後につきあった女性でもあるのだ。


「そう。――先輩、それの執しつ筆ぴつ中、彼女に何度か会いにいってましたしねー」


「ふーん、そう」


　出版された日をみた限り、この小説は自分たちが出会った後に書かれたようだった。


　それも、多分、二人がしばらく離はなれて暮らしていた時期だ。


「あ、もちろん、ちゃんと取材だっていってましたよ」


　恵のぴりぴりした気分が伝わったのだろうか、野上があわあわとつけ加える。


「当時はもう完全に別れてましたからね。――取材場所もちゃんとまっとうなレストランで、俺が送り迎えして、しかも領収書まで貰もらってますから。全然、大だい丈じよう夫ぶ」


「…………べつに、そーいう心配はしてないけど」


「あ、そーすか。こりゃ失礼」


　きまず～くなった雰ふん囲い気きを紛まぎらわせるように、野上がカーコンポのスイッチをいれる。


　野上の趣しゆ味みとは思えないゴスペル系の女性歌手の歌声を聞きながら、恵はもう一度本を開く。


（………こまった）


　ここ数日でやけに不安定になってしまった感情が、またぐらぐらと揺ゆらいでいる。


　かつて佐原とつきあいがあった女性の名前を聞いたせいばかりじゃない。


　作家としての佐原の世界を共有している人がこの世には沢たく山さんいる。


　ただそれだけのことが嫌いやで仕方ない。


　極きよく端たんな話、佐原のファンだといって、文壇の裏話を教えてくれた後輩の存在にさえ気持ちが揺れる。


（おれ、サイテーだ）


　こんな精神状態で家に帰ったら、岩井がいてもお構いなしに佐原に飛びついて、スキンシップを求めてしまいそうな気がする。


　それだけは、なんとしても避さけたい。


　でも望が待つマンションに帰るのも嫌だ。


「ひろしくん、頼みがあるんだけど……」


　恵はぐるぐると悩なやんだ挙げ句、どうしてもまっすぐ家に帰る気分になれないから、どっかきばらしができそうなところに遊びに連れてってくれないかと、野上に思い切って頼んでみた。


「え、マジっすか？」


　困らせるかもと思っていたのに、逆に野上はキラッと目を輝かがやかせる。


「実は、俺もまさに今日、どうしてもすご～くいきたいとこがあったんすよ」


　タイムリーだと大喜びして野上が連れてってくれたのは、とある高級ホテルだった。


「……ひろしくん、ホントにここ？」


　車を降りた恵が、戸と惑まどいがちな視線を向けると、野上は慌あわてて顔の前で手を振ふった。


「違ちがいます、違いますよ。用があるのは最上階っすからね」


「最上階っていうと、夜景が綺き麗れいなレストランとか？」


「それがあったのは半年前まで。今は改装されて、うつくしー夜景のみえる超ちよう高級フィットネスクラブがあるんすよ。しかもまだ開業前」


「じゃ、無む駄だ足あしじゃん」


「違いますって。会費や入会費がべらぼうなんで、今は各界の著名人に一日限りのお試し会員券を配って、会員を募ぼ集しゆうしてるとこでして」


　佐原名義でその臨時の会員券が届いたが、佐原は一向に興味を持たず、そのままポイッと野上に横流ししたのだそうだ。


「じゃ、お試しできる日が、今日？」


「はい。まさに今日！　しかも今日は芸能・マスコミ系を重点的に招待してるみたいなんで、上手うまくすると美び貌ぼうの女め神がみさまがたの水着姿が見放題ってことも……。へへへ」


　どーぞ、と浮き浮きしまくっている野上に促うながされ、直通のエレベーターに乗って一気に最上階までのぼる。


「あ、でも着き替がえとか、なんにも用意してないけど、ヘーキ？」


「平気っす。全部、無料で貸してくれるそうですから」


　エレベーターのドアが開くと、スポーツクラブというより高級クラブっぽい雰囲気のきらびやかな空間が広がっていた。


「うっ」


「さ、いっきましょー」


　腰こしが引ける恵の腕うでをつかんで、野上が突とつ進しんしていく。


　恵は頼む相手をちょっと間違ったかな、と少々後こう悔かいしていた。








　プールで泳ぐのもエアロビクス系のスタジオで踊おどるのも嫌だった恵は、フィットネス器具がずらりと並ぶ、比ひ較かく的人の少ない部屋を選んだ。


　女神さまの水着とはしゃいでいた野上はというと、最初はプールに向かったものの、目当ての女神さま達がいなかったらしく、すぐに戻もどってきて恵の相手をしてくれた。


　使ったことのない機械を二人で次々にいじって試したり、夢中になり始めたところにちょっかいをかけてお互たがいに妨ぼう害がいしたりと、まるで身体からだを使うゲーム機で遊んでいるような感覚で楽しく時間が過ぎていく。


　二時間ほど遊んでから、シャワーを浴びて元の服に着替え、軽いフードとドリンクサービスがあるという休きゆう憩けい室しつに向かった。


「けっこうスッキリした？」


「した。さんきゅ」


　恵はにっこり笑って、野上が取ってきてくれた桃ももフレーバーのティーソーダに口をつけた。


　休憩室には人があふれかえっていて、あちこちに点在しているソファーやカウンターに並ぶ椅い子すはすべて埋うまっていたし、あぶれた人達はあちこちで輪になって会話を楽しんでいる。


　そんなわけで、仕方なく二人は、今現在壁かべにもたれて立っている状態だ。


「あっちの部屋、人が少ない理由がわかった感じ」


　プールやスタジオを最初に一通り見学したとき、意外に人が少ないもんだなと思ったのだが、どうやら臨時会員券を受け取った殆ほとんどの人は、この休憩室にたむろっているようだった。


「業界人が集まりすぎて、すでにパーティーの様相を呈ていしてますねー。ドリンクサービスの中にシャンパンがあるのもうなずけるわけで。――ここまで高級なフィットネスクラブになると、身体を鍛きたえるより、社交場の意味合いのほうが強いんですかね」


「ここの一月の会費って、いくらぐらいなわけ？」


　なにげなく聞いた恵は、野上の返答にポカンと口をあけた。


「うちクラスのマンション、賃貸できる金額じゃんか」


「あるとこにはあるもんなんですよ」


　二人してなんとなくやさぐれた気分になって、ずずずーっとドリンクをすする。


　いっぱい身体を動かしたお陰かげだろうか、軽く眠ねむ気けを感じて、恵は小さくあくびをした。


「さて、帰りますか」


「うん」


「あら、あなた――」


　人混みを抜ぬけ、エレベーターホールに向かおうとした二人は、休憩室の出入り口のところで呼び止められた。


　偶ぐう然ぜんにもそこにいたのは、女優の松下塔子。


「――隼人の犬じゃない」


「これはこれは、塔子さま。あいかわらずお美しくていらっしゃる」


「ありがとう。あなたも元気そうね」


「はい、お陰様で」


「ひ、ひろしくん？」


　偶然、塔子に出会ったことよりも、犬呼ばわりされて満面に笑えみを浮うかべている野上の態度に恵は驚おどろいていた。


「こっちの子は、どこの事務所の子？」


「え、おれ？　違います。そーいうんじゃないです」


　恵はプルプルと首を振る。


「そう？　どこかで見覚えがある顔なんだけど……」


「あ、それなら、半年ぐらい前に一度会ったから……」


「塔子さま。この子は、先せん輩ぱいが仕事ボイコットして行ゆく方えくらましたときに一いつ緒しよにいた、先輩の親友の弟さんですよ。――覚えてません？」


「ああ、あの子。覚えてるけど……」


　塔子の手が伸のびて、クッと細い指で恵の顎あごをつかむ。


「えっ？　あ、あの……」


「こんな顔だったかしら。もっとファニーフェイスだったような気がするんだけど……」


　恵はすっと身を引いて、塔子の指から逃のがれた。


「あの頃ころに比べると、十センチ以上背が伸びて、顔立ちも随ずい分ぶんかわってますからね。わからなくても仕方ないっすよ」


「そうなの？……でも、変ね」


「なにが変だって？」


　塔子のつれらしき男性がグラスを手に歩み寄ってきて、会話に交まざる。


「たいしたことじゃないわ。ただ、この子がちょっと……」


「へえ、随ずい分ぶん綺き麗れいな子じゃないか。どこの事務所？」


「どこにも所属してないんだそうよ」


「それは勿もつ体たいないな。――君、モデルとかタレントとか、興味ないかい？」


　恵の手にむりやり名めい刺しを押し込みながら、聞いてくる。


　恵は、ジロジロと品定めするような、その男の視線が苦痛だった。


「おれ、そういうの興味ないです。――ひろしくん」


　これ以上、ここにいたくないと、野上の服の裾すそを引っ張って合図する。


「じゃあ帰りますか。――それじゃあ、塔子さま。いずれ、また～」


「あ、ちょっと、きみ――」


　呼び止めようとする男の声を無視した恵は、急いでエレベーターに乗り込んだ。


「いまの名刺みせてもらえます？」


「おれ、いらないから、あげる」


　恵は、むりやり握にぎらされた名刺を、ぽいっと野上の手の中に捨てた。


「……あらま、いまのが百もも瀬せプロデューサーでしたか」


「知ってる人？」


「いい意味でも悪い意味でも有名人ですよ。しょっちゅう彼絡がらみの噂うわさは流れてきますね。企き画かく力がずば抜けてるから、業界ではやり手で有名なんですよ。あの人に目をかけられた新人は、大たい抵てい半年以内にブレイクしてるし……。――めぐむくん、芸能界に興味は？」


「ないよ、そんなの」


「あー、よかった。――これで芸能界に興味を持たれたりしたら、俺、先輩に焼き入れられちゃいますよ」


　本気でホッとしているらしい野上は、恵のみている前で名刺を破り捨てた。








「――あのさ、よけいなことかもしんないけど」


　車に乗り込み、家まで送り届けて貰もらう途と中ちゆうで、恵はおそるおそる口を開く。


「なんすか？」


「ひろしくん、犬呼ばわりされてヘーキなの？」


　年下の恵に、「ひろしくん」という呼び名とため口を強要してくるくせに、野上自身はいつでもそこそこ丁てい寧ねいな口調なのも、恵としてはけっこう気になっていた。


　もしかして下僕癖へきでもあるのか？　などといけない考えが脳のう裏りをよぎる。


「ああ、あれ……。へーきっすよ。なんつーか、そう、あれは塔子さまとの一種のお約束のようなものですから」


　野上はケロッとしたものだ。


「それに、俺が先輩の犬だってのは間違いじゃないですしね」


「ひくつー」


「いいじゃないすか。好きでやってんだし……。大学時代から、先輩の才能をバックアップするためならなんでもやるって決めてんすよ」


「なんで？」


「俺にはできないことをやってくれるから……ですかね」


「できないこと？」


「ええ、そりゃもう、俺には人気作家なんて絶対できないし」


　実は俺、大学生の頃は小説家になりたいと思ってたんすよね、と野上がいう。


　その手の文筆サークルに入って自分なりに修業もしていたが、どうにもうまく書けない。


　サークルの会報に載のせる小説のページ数がどうしても足りなくて、ゼミの先輩だった佐原に頼たのみ込んで書いてもらったら、それがもの凄すごくいいできだったそうで。


「このまま埋もれさせとくのは勿体ないって思ったんで、先輩に内緒でこっそりとある新人賞に応おう募ぼしたら、なんと受賞して一いち躍やく人気作家の仲間入り。もう凄すぎて、崇あがめ奉たてまつって一生ついていきますってもんすよ」


　自分には小説を書く能力は無かったが才能を発はつ掘くつする才能はあったんでしょうね、と野上がにまっと笑う。


「……じゃあ、ひろしくんは今は小説書いてないの？」


「え、あー、その……たまに、ちょろっと」


「書いてんだ。じゃ、今度みせてよ」


「いえいえ、滅めつ相そうもない」


　野上がぶんぶんと首を振ふると、微び妙みように車が蛇だ行こうした。


「ひろしくんっ！」


「あ、こりゃ失礼。――めぐむくんは先輩の小説のファンでしょうが。あのレベルを読み慣れてる人にとっちゃ、俺の書いた作品なんて小学生の作文です。カスみたいなもんすよ。公害です。誰だれにもみせられない。脳のう味み噌そ腐くさります」


「……だから、卑ひ屈くつだって。――佐原さんはプロで人気作家なんだから、別格なのは当然だし。大人の書いたものと子供の書いたものを同じレベルで比ひ較かくなんてしないよ。せっかく書いてんのに公害あつかいで、しまいっぱなしなんて、かわいそーだよ」


「かわいそー？　作品が？」


「うん」


　本当は夢を捨て切れてないくせに、それを認めようとしない野上がかわいそうだと思ったのだが、それをいうのはいくらなんでも失礼な気がして心の中に飲み込む。


「おれなんて、作文書くだけでも四苦八苦してるから、長い文章書けるなんて凄いと思うけどなー」


「そんなもんすかねぇ。――じゃあ今度、いい感じのが書けたら、めぐむくんに読者一号になってもらってもいいっすか？」


「うん。楽しみにしてるし」


「ひゃー。そういわれると緊きん張ちようしますねー」


　くしゃっと笑み崩くずれた野上が照れくさそうに頭を搔かいて、ぐらりと車体が揺ゆれる。


「ひろしくんっ！」


　いつもは安全運転なのに、この乱れっぷり。


　この話題が野上にとっては、平静ではいられないほど重いものだっていう証しよう拠こかもしれない。


　今度からこの話は走行中の車内ではしないようにしようと、心に決めた恵だった。







★







「あ……あっ……ん、……ふ……っ」


　佐原の思うがままに揺さぶられ、何度かいかされた身体からだは、甘く痺しびれて力が入らない。


　自分の身体を支えることができずに、シーツに顔を埋うずめた恵は、背後から深く貫つらぬかれるたびに、とめどなく甘い声をこぼすばかり。


「ん……いい、……っ……あ、また……」


　いきそう、と熱い吐と息いきと共に訴うつたえる。


「え……？　や、あっ―――っ!!」


　熱い身体が密着するのを期待していたのに、腰こしを強く引き寄せられ一ひと際きわ深く貫かれて、激しい刺し激げきに堪こらえきれずに恵は熱く弾はじける。


「……くっ……」


　佐原は、きつく収縮しびくっと痙けい攣れんする恵に引きずられなかった。


　恵の衝しよう撃げきが収まりきらないうちに、その身体を膝ひざの上に抱だき上げると下から貫いた。


「ッ――あ……あっ……ん……」


　いったショックで朦もう朧ろうとしていた恵は、続けざまに深く何度も貫かれ、再び熱い快感の波に翻ほん弄ろうされる。


（………ちがう……）


　だが朦朧とする意識の底から、奇き妙みように冷ややかな声が響ひびいてくる。


　いつもの佐原は、恵がいくときには必ず身体を密着させて強く抱き締しめるか、それが難しいときには手を握ってくれていた。


　そんな風にちゃんと抱き留めてくれていたから、激しすぎる快感の波に意識を飛ばしているあいだも、深い安心感に満たされて心ここ地ちよくその感覚にひたっていられたのに……。


「さ……はら……さん……？」


　恵は、力の抜ぬけた腕うでで佐原の首にしがみつき、その顔を見あげた。


「……ふっ……」


　キスをねだっているのかと思われたのだろう。


　佐原は、恵の唇くちびるをふさぐと、甘く舌を吸った。


（どーして？）


　いつもの佐原だったら、キスする前に恵の気持ちを確かめるかのように瞳ひとみを覗のぞき込んでくるのに、今はそれもない。


　抱きしめる強い腕や、そっと優やさしく触ふれる指、その香かおりも荒あらい息に混じって微かすかに聞こえる声も、すべてがいつもと同じ。


　違ちがうのは、多分、佐原の気持ち。


　佐原の心は、今、恵に向いていない。


　ただただ恵の身体から快感を引き出すためだけの作業に徹てつしている。


「や……ッ……あ……」


　そう気づいても、佐原に抱かれ慣れた身体は、与あたえられる熱を素す直なおに受け止めることをやめない。


　確実に深く高められ、喜びを感じている。


　だが、心は違った。


　意識のどこかがひんやりとしていて、完全に酔よいしれることができなくなっていた。


「あっあ……ん―――っ」


　やがて、一際深く貫かれ、熱い衝撃を内側に感じた。


　激しい快感の波に晒さらされて、堪えきれずに恵は意識を手放した。








「っ……」


　ふと、風を感じて意識が戻もどる。


「……さ……はらさん？」


　手を伸のばしたら、指先にひんやりとした畳たたみを感じた。


（また……か……）


　この部屋にいるのは、自分ひとり。


　こっちの家に引っ越こしてきてから、佐原は一度も恵の隣となりでは眠ねむっていない。


　恵が寝ねついたあとに、夜具を片づけ書しよ斎さいに籠こもって仕事をしている。


　野上の話だと、仕事の締め切りが迫せまっているらしく、しかも今回は佐原がいつになく深く作品にのめり込んでいるらしい。


　仕上がりがとても楽しみだと、野上は嬉うれしそうだった。


　そんな状態なんだから、寝つくまで側そばにいてくれるだけでも、充じゆ分ぶんに大切にされていると思わなきゃいけないんだろう。


　こんな風に、夜中に不意に目覚めたとき、ひとりきりでいるのが寂さびしいだなんて佐原に訴えちゃいけない。


（いっても、もう、無む駄だかな……）


　野上のいうとおり、佐原は日に日に仕事に心を奪うばわれていっているようだ。


　一いつ緒しよにいても、微び妙みように心ここにあらずという雰ふん囲い気きを感じることが多くなった。


（さっきのも、上の空だった）


　抱きしめられているときにまで、佐原を虚うつろに感じるようになる日がくるなんて思ってもみなかった。


　今日の佐原は、心から恵を求めてくれてなかった。


　自分ひとりでは抑おさえきれない不安定な心を宥なだめるために、どうしても佐原に触れていたかった恵が誘さそったから、抱いてくれただけ……。


　佐原は優しい。


　優しくて、甘くて、恵の我わが儘ままをなんでも聞いてくれる。


　だからこんな風に、忙いそがしくて気持ちに余よ裕ゆうがないときでも、恵の要求に応じてくれるんだろう。


　でも心がこもらない抱ほう擁ようでは、身体は満足しても心はちっとも満たされない。


　むしろ、よけいに不安定になってしまったようだ。


　恵は、ひどく切なくなった。


「佐原さん」


　唇が勝手に動いて、名前を呼ぶ。


　恵は佐原の姿を求めて、廊ろう下かに出た。








　そんなに広い家じゃないのだが、恵の部屋から佐原の書斎へ行くには、ぐるりとコの字型に廊下を歩いていかなきゃならなくてけっこう遠く感じる。


　足音を立てないようにそろそろと暗い廊下を進み、灯あかりとキーボードを叩たたく音が零こぼれてくる障子戸の前で立ち止まった。


　ちょっとだけ障子戸を開けて中を覗くと、一心不乱にキーボードを打っている背中がみえた。


　いま声をかけて、すり寄っていったら、きっと仕事を中断して「眠れないんですか」と優しく抱き寄せてもらえるだろう。


（でも、やっぱ、さっきと同じになるのかな）


　虚ろな気持ちのままの抱擁じゃ意味がない。


　仕事に夢中になっている佐原に、自分をちゃんとみてくれと訴えて、困らせるようなこともしたくない。


（………これ以上、我が儘いっちゃだめだよな）


　さっきのエッチだって、結局は恵の我が儘につきあわせたようなもの。


　佐原が自分の都合を曲げてでも恵を甘やかしてくれるのならば、我が儘に対するブレーキは自分でかけなきゃいけない。


　恵は、そう自分にいい聞かせると、再びそうっと障子戸を閉め、廊下を戻っていった。


　佐原と暮らすようになってからはすっかりなりを潜ひそめていたが、もともと恵には不ふ眠みん症しようの気がある。


　経験上、いま布ふ団とんに潜もぐり込んでも眠れないだろうと容易に予想できた。


　縁えん側がわの扉とびらの磨すりガラス越ごしに、月の光が透すけてみえる。


　満月は過ぎたし、もう幽ゆう霊れいも出ないだろう。


　庭に出て、深呼吸でもしたら、少しは気分が紛まぎれるかもしれない。


（どうせ、眠れないんだし……）


　恵は玄げん関かんに向かった。








「わぁ……」


　日中は濃こい緑を誇ほこっている木々の葉が、月の光と微かな風を受け、銀色の輝かがやきをちらちらと放っていた。


　人工的に作り上げた、ため池へと続く小川から水音が聞こえて耳に涼すずしい。


　幽霊を怖こわがって、夜の庭に出てみなかったことが悔くやまれるぐらいに、月夜の庭は綺き麗れいだった。


（あれ？）


　池のほとりに点在している岩にでも座ろうと、庭の奥へと向かう小道に足を踏ふみ入れかけた恵は、ふと立ち止まった。


　いままで木の陰かげになっていて気づかなかったが、庭の奥に紺こん地じの浴衣ゆかたを着た女性がひとり、木の幹にもたれて月を見上げている。


　月明かりに照らされた白い横顔は、二十歳ぐらいだろうか。


　とても幸せそうな笑みを浮かべた目元にある泣きぼくろが印象的な、好感が持てる優やさしげな容よう貌ぼうの女性だった。


　左の肩かた先さきでゆったりと結んだ豊かな髪かみは、茶ちや髪ぱつが主流をしめる昨今では珍めずらしく漆しつ黒こくで、浴衣姿とあいまって素そ朴ぼくな雰囲気だ。


　客はきていないから不法侵しん入にゆう者しやであることに違いはないが、のんびりと月を見上げる彼女には悪い印象はない。


（近所の人かも……）


　この家の周囲には高い柵さくがぐるりと取り囲んでいて侵入者を拒こばんでいるはずなのだが、どこかに抜ぬけ道みちでもあるのかもしれない。


　ふと、月をみていた彼女がゆっくりと首を巡めぐらせてこっちをみる。


「あ、……こんばんは」


　視線が合ったと思った恵は、軽く首を下げた。


　が、彼女はなんの反応も返さなかった。


　そのまま池へと向かう小道へ足を踏み出していく。


　道ばたの背の高い草を指先で弾はじきながら、ゆっくりと、楽しげに……。


　無視されたことに一いつ瞬しゆんムッとしたものの、彼女が指先で弾いている草が、まったく揺ゆれていないことに気づいて恵はゾッとした。


（――変だ）


　取り立ててそっと歩いているわけでもないのに、足音もしない。


　小道には玉砂じや利りが敷しき詰つめてあるというのに……。


（噂うわさのゆーれいだっ！　うわっ、みちゃったよ。どーしよっ）


　いますぐ家に逃にげ帰りたかったが、困ったことに足がすくんでしまって動かない。


　そうこうしているうちに、彼女は恵の目の前を横切り、恵が座ろうと狙ねらっていた池のほとりの大きな石に腰こしを下ろした。


　女物の華きや奢しやな下げ駄たを脱ぬぎ、そのつま先を池につけて揺らし、水を弾く。


　もちろん水みな面もには波は紋もんは現れないし、水音もしない。


　それでも彼女のつま先が水を弾くと、水すい滴てきが現れて宙を舞まい、月の光でキラキラと光る。


　彼女のつま先も、水をまとって光っていた。


（……たのしそう）


　幽霊というと陰いん惨さんな雰囲気を身にまとっているのを想像してしまうが、目の前の彼女にはそんな暗い影かげはなかった。


　その仕草から、きっとおてんばな人だったんだろうと連想させられたし、この庭をとても愛していたことも感じとれる。


　その顔に浮かぶ楽しげで幸せそうな微ほほ笑えみが絶えることもない。


　まったく怖い感じはしなかった。


　むしろ、みていると、こっちまで楽しく優しい気分になるようだ。


（これなら、ヘーキだ）


　この家でずっと暮らしていた佐原が、さほどこの幽霊を問題視していないわけがわかった。


　どうせ部屋に戻もどっても眠ねむれないのだ。


　彼女はひとり庭を散策するばかりで、すぐ近くにいる恵の存在をまったく気にしていないようだし、布団の中で悶もん々もんとしているぐらいなら、楽しげな彼女の姿を眺ながめていた方が気が紛れる。


　近くの木にもたれた恵は、楽しげに庭で遊ぶ彼女の姿を眺めていた。


「――ん？」


　そうやってどれぐらい経たったか、ふと周囲が暗くなった。


　と同時に、月の光に浮き上がっていた彼女の輪りん郭かくが薄うすくなっていく。


　空を見上げたら、薄い雲が月を覆おおっていた。


「あ……あれ…？」


　視線を庭に戻したときには、彼女の姿はみえなくなっていた。


　雲が流れ、月の光が戻っても、彼女は現れない。


（もうちょっと、ここにいてくれたっていいのに……）


　不思議なもので、恵は夜の庭にひとり取り残されたような気分になっていた。


　急に寂さびしくなって、部屋に戻り布団に潜り込む。


　だが、困ったことに一向に眠気は訪れない。


　ひとり暮らしをしていたときは、なんとか眠ろうとひとり布団のなかで悶々としていたが、すぐ側そばに抱だきしめてくれる人がいるとわかっているいまは、それも難しい。


（だめだ、佐原さんは仕事中なんだから……）


　恵は、頭からタオルケットにくるまって、いますぐに佐原に甘えにいきたい気持ちをむりやり抑おさえた。


　出会った頃ころ、佐原は自分が進んできた道は間ま違ちがいだったんじゃないかと悩なやんでいた。


　恵と出会ったことで、人生の仕切りなおしをする決意ができたんだといってくれた。


　そのときには、なりゆきで続けていた小説家の仕事を辞める気になっていたのに、いまでも小説家を続けているのは、恵が佐原の書く恋れん愛あい小説が好きだといったから……。


　それなのに、いま仕事に夢中になっている佐原の邪じや魔まをするわけにはいかない。


　我が慢まんしなくては……。


（……でも、さみしい）


　ひとり暮らしをしていたときは、どんなに寂しくても我慢できた。


　大好きな兄に電話を掛かけて、声だけでも聞きたいと思う気持ちを抑えておけたのに……。


「――あ、なんだ。そっか」


　肝かん心じんなことを忘れていた。


　恵は大急ぎで服に着き替がえて、そうっと外に出た。


　細い路地を小走りで駆かけ抜け、大通りに出てタクシーをひろう。


　向かう先は、自分の家。


（いまは兄ちゃんがいるし……）


　久しぶりの帰宅だ。


　きっと望だったら、こんな夜遅おそくに困った奴やつだと苦笑しながら、すんなり迎むかえ入れベッドに潜り込ませてくれるはずだ。


　いまからじゃさほど睡すい眠みん時間は取れないし、恵も眠れることを期待してるわけじゃない。


　ただこの寂しさを埋うめてくれる人の側にいたいだけ……。


（はやく着け）


　家の鍵かぎを握にぎりしめた恵は、窓の外の街並みをみながら、そう念じていた。








（らっき）


　チェーンがかかっていたらまずいなと心配していたのだが、杞き憂ゆうだった。


　すんなりと玄げん関かんを抜けて、家の中に入る。


（――あ……れ？）


　一週間しか離はなれていなかったのに、家の中の香かおりが微び妙みように違う。


（コロン……かな？）


　恵はかぎなれない香りに、クンと鼻をならした。


　佐原が使っているのとは違う、もっと甘ったるい香り。


　望が使うようになったんだろうか？


「わっ」


　慣れた家だからとリビングの灯あかりをつけずに歩いていたら、つま先で空あき缶かんらしきものをけっ飛ばした。


　勢いよく吹ふっ飛んでいった缶が、掃はき出し窓にぶつかって、カンッ！　と甲かん高だかい音を立てる。


（なんだよ、もー）


　拾って、近くでみたら、ビールの空き缶だった。


（……兄ちゃんが飲んだのかな）


　前は酒なんてほとんど飲まなかったのに……。


　もしかしたらと灯りをつけてみたら、予想どおりリビングのテーブルの上には、ビールの空き缶とコンビニ弁当の空が置きっぱなしにされていた。


（なんで……）


　一いつ緒しよに暮らしていたときの望は、散らかしっぱなしにするような真似まねはしなかったし、お弁当なんて買って食べたりもしなかった。


　どんなに忙いそがしいときでもちゃんと自分で料理をして、食べさせてくれてたのに……。


（おれがいなかったから？）


　ひとりだと食生活や掃そう除じが手て抜ぬきになりがちなのは、恵も経験上知っている。


　でも両親が死んで以来、ずっと自分の面めん倒どうをみてくれていた望が、そんな風になるなんて思ってもみなかった。


　なんとなく責任を感じて、悲しい気分になりながら汚よごれたテーブルを片づけていると、


「――驚おどろいたな」


　いきなり聞き慣れない声が聞こえた。


　振ふり向くと、廊ろう下かへと続くドアのところに、男がひとり。


　暗い廊下から明るい室内に来たばかりだからだろうか、男は眩まぶしそうに目を細めて恵を眺めていた。


「随ずい分ぶんと望に似てきたね。時間を巻き戻したみたいだ」


（どこかで会ったような気がするけど……）


　スラックスにシャツを簡単に羽織っただけのその男は、兄と恋こい人びとの二人で美形は見慣れているはずの恵でも、思わずハッとするほど印象的で整った顔をしていた。


　彫ほりの深い、どこか異国風な雰ふん囲い気きのするその美び貌ぼうには見覚えがある。


「……高校の……たしか、久我さん？」


　随分と大人びてはいるが、兄の卒業アルバムでみた顔だ。


　それに一度だけ、兄が高校生の頃に家に遊びに来たこともあったはず。


「うん、そう。会ったのは随分前だから、覚えててもらえるとは思わなかったな。――ところで、恵くん。いまは隼人のところにいるんじゃなかったの？　喧けん嘩かでもした？」


　聞かれて、恵は首を振った。


「そういうわけじゃないけど……。でも、どうしても眠れないから……」


　高校時代からの兄の友人なんだから、彼が佐原のことを知っているのは当然なのだが、恵との関係をどこまで知っているのかの判断がつかない。


　なにをどこまでしゃべっていいかわからなくて、恵は口ごもった。


「ああ、そういえば君は不ふ眠みん症しようだったっけ。それで望のベッドに潜もぐり込もうと？」


　うなずくと、久我はちょっと困った顔をした。


「じゃあ、俺はお役ご免めんになってしまうのかな」


「え、あの？」


　意味がわからず、恵はキョトンとする。


「さすがの望も、ご両親の思い出が残るこの家にひとりでいるのが辛つらかったらしくて、今日いきなり呼び出されたところだったんだ」


「にいちゃんが……つらい？」


　もの凄すごい違い和わ感かんだった。


　恵の知っている望は、いつでもどんなときでもシャンとしていた。


　だから安心して甘えたり、頼たよったりできたのに……。


「多分ひとり暮らしの経験がないから、よけい堪こたえたんだろうとは思うんだけどね」


「え、でもあの、ニューヨークで二年もひとり暮らししてたはずだけど」


　友達なのに、そんなことも知らないのだろうか？


「ああ、そうか。そういうことになってたんだったね」


「そういうことって？　……ホントは違うわけ」


「うん。――あの頃は恵くんもまだ子供だったから、望も本当のことをいえなかったんだよね。……いまでもいえずにいるみたいだけど、でも、もう知ってもいい頃ころなんじゃないかな」


　隼人とのこともあるし、と小さくつけ加えた久我が、その唇くちびるに意味ありげな笑えみを浮うかべる。


（この人、全部知ってる）


　直感でそう悟さとった恵は、耳まで赤くなった。


「望はね、日本を出た後は、ずっと俺と一緒に暮らしてたんだよ」


「……ずっと？」


「そう、ずっとだよ。正確には日本にいた頃から……だったんだけどね」


　はっきりとはいわれなかったが、その言葉に含ふくまれた意味は理解できた。


（兄ちゃん、この人とつきあってんだ）


　理解したつもりなのに、すんなりとその事実を認めることができない。


　恵にとっての望は、何があっても自分を一番優先して考えて、守ってくれて、好きでいてくれる存在だった。


　その兄に恋人がいる。


　自分以外に、いや、もしかしたら自分以上に大切にしている人がいる。


「恵くんがどうしてもというなら、お役ご免になってもかまわないけど、でも今日はちょっと勘かん弁べんしてやってくれないかな。――随分と疲つかれてたみたいだし、さっきやっと宥なだめて寝ねかしつけたところだから、できれば起こしたくないんだ」


　それにいまは凄くお酒臭くさいよ、と久我は軽く苦笑した。


　その言葉と羽織っただけのシャツの前から覗のぞく久我の裸はだかの胸に、恵はなにがあったのかを連想させられて思わず赤面した。


（おれ、ここにきちゃいけなかったのかも……）


　久我の言葉尻じりは柔やわらかかったが、望の元にはいかせないと、さりげなく拒きよ絶ぜつしているのははっきりと感じ取れる。


　疲れているようだから勘弁してやってと、望のために、自分を拒絶しようとしている。


（この人、兄ちゃんを守ってんだ）


　その認識は、恵を打ちのめした。


　いつも自分を守ってくれる存在だった兄を、守る人。


　この人の目に、甘えて我わが儘ままばかりをいう自分の存在はどううつっているんだろう？


「あ……おれ……」


　戸と惑まどった恵がしゃべりかけると、「ん？」とその先を促うながすように久我が首を傾かたむける。


　顔には笑みが浮かんでいるのに、恵をみる瞳ひとみは酷ひどく冷静で冷たい。


　その視線の強さに、恵は怯おびえた。


　兄がいる部屋に向かうには、久我がその身体からだでふさいでいるドアを抜ぬけていかなくてはならない。


　そのドアを越こえていくだけの気力は、いまの恵にはなかった。


「――もう、帰ります」


（帰るって……どこへ）


　ここが恵の育った家。


　でも、この家を飛び出して、佐原の家にいったのは恵自身の意志。


　頭が混乱していた。


　夜も遅おそいしと呼び止めようとする久我に、タクシーを拾うからといって、マンションを飛び出した。


　佐原の家に戻もどり、そうっと玄げん関かんの扉とびらを開けて中にはいると、微かすかにキーボードを叩たたく音が聞こえた。


　部屋に入り、飛び出したときのまま、くしゃくしゃになっていたタオルケットを広げなおしてくるまる。


　真夏で、しかも空調も停とめているというのに、妙みように肌はだ寒ざむい。


（――ねむらなきゃ）


　自分の膝ひざを両りよう腕うでで抱かかえ、くるんと丸くなって、恵は目を閉じた。


　だが、やっぱり、どうしても眠ねむれない。


　そうこうしているうちに、タオルケット越しに光を感じ、庭に遊ぶ鳥の声が聞こえ始める。


　どうせ眠れないのだから、もう起き出してしまいたかったが、それでも我が慢まんした。


　あまりに早く起きて、佐原に不ふ審しんに思われたくない。


「恵くん、おはようございます」


　いつもの時間に、いつもどおりにスッキリとした顔の佐原が起こしにきた。


（佐原さん、やっぱり全然気づいてないや）


　ホッとした気持ち半分、残念な気持ち半分。


　やっと布ふ団とんから離はなれられたのに、開放感はまったくない。


　むしろ、タオルケットにくるまっていたときよりも酷い息苦しさを感じていた。







★







（なんか、みっともなー）


　昨夜の自分の行動を振ふり返ると、ずんっと頭の上に砂すな袋ぶくろを載のせられたような気分になる。


　佐原に心からかまってもらえないと寂さびしがって家に逃にげ帰ったのに、いつの間にかそこにも居場所が無くなっていて、また逃げ帰ってきてしまった。


　再び戻ってきた場所は、やっぱり妙に虚うつろで、寂しくてたまらない。


　心から安心していられる場所がなくなってしまったようで、まるで足元ががらがらと崩くずれていくような不安感に目め眩まいすら感じる。


　佐原に抱だかれた直後に一時間程度うとうとしただけで、その後は全然眠れなかったから完全に寝不足のはずなのに、気持ちが安定していないせいで眠気も感じない。


　気持ちも身体も重いまま、話しかけてくる相手に条件反射で答え、惰だ性せいで授業を受けていると、あっというまに放課後になっていた。


「早く帰って寝ろ」


　掃そう除じ当番は代わってやるから、としかめっ面つらでいう五十嵐に鞄かばんを持たされ、礼をいう間もなく教室から追い出された。


（とはいえ、早すぎるよなー）


　靴くつを履はきかえ外に出て、ため息をひとつ。


　今週は掃除当番だから、迎むかえに来てくれる野上に、少しだけ時間をずらしてくれるように頼たのんでいるのだ。


　いつも野上が車を停めている、校門から少し離れた場所で待とうと思って歩き出す。


「ねえ、ちょっと、きみ」


　校門を出てしばらくしたところで、背後から近づいてきた人に肩かたを叩かれ、呼び止められた。


「俺のこと、覚えてる？」


　身長は平均並で、がっしりとした体格。


　太い首の上についている顔は、輪りん郭かくと鼻から下だけみるとごつくて男らしい顔立ちなのに、丸くてぱっちりとした二ふた重えの目がその印象をぶちこわしていた。


　この顔には見覚えがある。


　たしか、高級フィットネスクラブで、松下塔子と一いつ緒しよにいた男。


「………有名なプロデューサー」


　名前を忘れてしまった恵が答えると、「百瀬だ」と男はちょっとわざとらしいぐらいに楽しげな笑えみを浮かべた。


　笑うとまん丸い目がつぶれて、その目め尻じりにカラスの足あし跡あとのようなしわが寄る。


　加か齢れいによるものじゃなく、笑い皺じわというやつだろう。


　けっこう愛あい嬌きようがある。


「百瀬さん、どうしてここに？」


「野上だったっけ？　佐原氏のマネージャーをしている彼に頼み込まれたんだよ。抜けられない打ち合わせが急に入ったから、代理できみを迎えにいってくれって」


「ひろ……、野上さんがそんなこと頼むなんて……。あなたのことは噂うわさでしか知らないっていってたのに」


　どうもうさんくさいぞと、疑いのまなざしを向けたら、「警けい戒かいしないで」と百瀬が苦笑した。


「きみのことが気になって、一度話をしたいと思ってね。それで一緒にいた彼に連れん絡らくを取ったんだ。そうしたら、彼に急な用事が入ってね」


「あ、そーなんですか」


　話をしたいといわれても、恵としては話す気なんてこれっぽっちもないし、今日は体調も最悪だ。


　野上が迎えにきてくれないのなら電車で帰ると恵が歩き出すと、またしても追いかけてきた男に肩をつかまれて引き留められる。


「話はまた今度でいいから、取りあえず家まで送おくらせてくれないかな。いったん約束したことを破るのは、俺のポリシーに反するし」


　頼むよ、と愛嬌のある顔で拝まれて、しぶしぶながら恵は折れた。


　促されるまま近くに停められていた百瀬の車に乗ると、車内に染みついた煙草たばこの臭においが気になって思わず鼻をこする。


「さて、出発だ」


　車が発進してしばらくすると、見覚えのある車とすれ違ちがった。


「――え!?」


　振り返ると、その車が路肩によって停車し、中から野上が降りてくるのがみえた。


　ポカンと口をあけた野上は、恵の乗る車を見送っていたが、すぐに遠ざかって恵の視界から消えてしまう。


「……やっぱり、ひろしくん」


　走り続ける車の中、呆ぼう然ぜんと恵は呟つぶやいた。


　迎えに来れないから、代理でこの人がきたんじゃなかったのか？


　もしかして騙だまされたんだろうか？


　でも、どうしてわざわざ？


　これって誘ゆう拐かい？　といまの状じよう況きようを考えて恵がグルグルと悩なやんでいると、ミラーでその表情を窺うかがっていた百瀬がぷっと吹ふき出した。


「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。とって食べたりしないから」


「じゃ、なんで？」


「実はちょっと頼みがあってね。カメラテストを兼かねて写真を撮とらせて欲しいんだ」


「…………もしかして、スカウト？」


「実はそうなんだ」


　昔、兄のもとに名めい刺しを持った人が何人か訪れたことがあったが、まさか自分にそんな話が振られる日がくるとは思わなかった。


「でも、おれ、興味ないし……」


「うん、そうなんだってね。そこら辺の気持ちは野上から聞いてる。――でも一回だけ頼むよ。俺の目が確かだってことを確かめさせて欲しいんだ。写真を撮ったからって、芸能界入りしなきゃならなくなるわけじゃないし、絶対に無理強じいはしないからさ。プロのメイクとスタイリストに面めん倒どうをみてもらえる機会なんて、滅めつ多たにないんじゃない？」


「それはそーだけど……」


　だが、それがなんだというんだろう。


　自分の外見に無む頓とん着ちやくな恵は、着き飾かざることにもまったく興味をもたない。


　はっきり断ろうと口を開きかけたが、


「気分転てん換かんになるよ。どう？」


　との誘さそいに、ぐらりと心が揺ゆれた。


「……それ、時間、どれぐらいかかる？」


「二時間弱ぐらいかな」


　それなら夕食の時間にぎりぎり間に合う。


（どうせ帰っても暇ひまだし……）


　佐原にかまって貰もらえないと悶もん々もんとしているより、気晴らしに遊びにいったほうが精神衛生上いいかもしれない。


「だったら、いーよ」


　恵はうなずいた。








　撮さつ影えいスタジオに着くと、恵は百瀬のスタッフ達にポイッと預けられた。


　野上には自分の方から連絡しておくからという百瀬の言葉を信じて、メイク室らしき部屋で複数のスタッフにあちこち計られたりいじられたりと、おとなしくされるがままになる。


「わ、つるつる」


「みて、この猫ねこっ毛け。かわいい」


「ん～、このサイズだと女物でも充じゆう分ぶんにいけるね」


「じゃ、この前、試作品だって譲ゆずってもらった例のアレなんてどうです？」


「ああ、アレか……。いいかもな。じゃあ、ボトムは――」


　頭の上であれこれと話す声を聞くともなく聞きながら、鏡越ごしに部屋の内部をぼんやりと観察する。


「素しろ人うとさんなんでしょ？　随ずい分ぶん落ち着いてるね？」


　小麦色に焼けた肌はだを持つ、メイク担当の若い女性と鏡の中で視線があった。


「こーいうの、なれてるし」


　最近は随分と減ったが、身長が伸のび悩んでいた頃ころはクラスの女子達によく髪かみをいじられたり、リップクリームを塗ぬられたりして遊ばれていた。


　ついでに、その頃はいつもみんなの中心にいられるようにと、お愛あい想そ笑いをしてアイドル然としていたから、不特定多数の人に囲まれるのにも慣れている。


　正直いって、誰だれかひとりと顔をつきあわせてしゃべるより、そっちのほうが楽なぐらいだ。


「じゃ、この業界むいてるよ」


「やる気無いから、むいてても意味ないし」


「そうなの？　百瀬さんに目をかけて貰えたら成功間違いなしなのにもったいない。――顔色、ちょっと悪いね？」


「あー、うん。寝ね不ぶ足そく」


　ピンクを強めに入れとくか、と四角いバッグの中を漁あさる彼女に、ちょいまち、と衣い装しようのスタッフが声をかける。


「いまの顔色キープしてくれた方がありがたい。ドールっぽい雰ふん囲い気きにつくってくれるかな」


「はぁい。了りよう解かいしました」


　複数の人の手があちこちからのびてきて、顔や髪、服を整えていく。


　フワフワの白い羽でつくられた、襟えりがつまって、へそがみえるぐらいに丈たけが短いタンクトップに、ローライズタイプの皮のショートパンツ。


　服に合わせたシルバーや羽根のアクセサリーがあちこちに取りつけられて、やっと完成したようだった。


　メイクの女性に手を引かれてスタジオに入ると、嬉うれしそうに百瀬が駆かけ寄ってきた。


「想像以上だ。いいね、凄すごく綺き麗れいだ。――な、いったとおりだろ？」


「確かに……。しっかし、よく似てる。うん、でも中性的なぶん、この子のほうが広い層に受けるかも」


「そうなんだよ。次のドラマでこの子を使えたら、ヒット間違いなしなんだがな」


　カメラマンらしき男性と話す百瀬は、妙に興奮ぎみだった。


「ね、気は変わらない？」


「変わらない。あの……似てるって、誰に？」


　メイクをして髪を整えた顔は、自分でも驚おどろくほど兄の望に似ていた。


　だから、百瀬は、もしかしたら望のことを知っているのかもしれないと思ったのだが、ハズレだった。


「『ミーナ』に……。モデル時代の君の母上にだよ」


「へ？　母さん？」


「そう。塔子がどうしても君の顔に見覚えがあるっていってきかなくてね、色々と調べさせてもらったんだ。そうしたら一世を風ふう靡びしたＣＭタレントだった君の母上のデータが引っかかったわけ」


　仕事のテープとか、みせてもらったこと無い？　と、聞かれて首を振ふる。


　独身時代にモデルをしていたという話を聞いたことはあったが、そんなに有名だったとはしらなかった。


「さもありなん。結けつ婚こんと同時にあっさり業界から足を洗った潔いさぎよさも伝説になったぐらいだ。――さて、撮影を始めようか」


　百瀬の声に、恵の周囲に集まっていた人達がいっせいに動き出した。


　初めての体験をしている恵をきづかってか、カメラマンやメイクの女性などが優やさしく声をかけてくれるからさほど緊きん張ちようすることなく撮影が進む。


　この撮影は、そもそもが百瀬の遊びみたいなものだ。


　それにつきあっているというのに、撮影に係わっている沢たく山さんの人達は嫌いやな顔ひとつしないで、恵を笑わせようとしてちやほやと接してくれるし、見た目の綺麗さを誉ほめてもくれる。


　それでも、恵はあまり楽しくなかった。


（気晴らしというより、時間つぶしだったな）


　外見に興味がないくせに、撮影に応じたのが間ま違ちがいだったんだろう。


　しかもいまは精神状態が最悪だった。


　上の空で触ふれてくる佐原や、ずっと自分に隠かくし事をしていた兄のことを思うと、自然に気が滅め入いってしまう。


　日本にいた頃から、望と久我はつきあっていたらしい。


　それならば、ずっとべったりくっついていた自分の存在は、当時の兄にとって重荷ではなかったのだろうか？


　自分に向けてくれていたあの綺麗な笑え顔がおに、噓うそはなかったんだろうか？


　優しく接してくれるスタッフ達の笑顔をみていても、猜さい疑ぎ心しんが湧わいてきそうになる。


（だめだだめだ）


　このままじゃハリネズミのように尖とがってしまって、周囲にいる人をみんな傷つけてしまいそうな気がする。


　気持ちを入れ替かえようと、恵がフルフルと首を振ったら、服からとれた羽根が鼻をくすぐって、くしゃみが出た。








　精神状態から考えていまの撮影は失敗だろうなと思ったのに、意外にもカメラマンはいい撮影ができたと大喜びしていた。


　撮さつ影えい終しゆう了りようと同時に、百瀬に食事に誘われたが恵は断った。


　だが、撮影させてくれたお礼に是ぜ非ひともご馳ち走そうしたいと、いま断ると毎日でも迎むかえにきそうな勢いでごり押しされて、恵はしぶしぶながらうなずいた。


　着き替がえて、メイクも綺麗に落としてもらってから、百瀬が待つ駐ちゆう車しや場じように向かう。


「ひろ……野上さんに連れん絡らくしてくれた？」


　夕食を食べて帰る旨むねを、自分の方から連絡しておくからと百瀬はいってくれていた。


「ちゃんとしたよ。――あと、後ろのあれ。進しん呈ていするから」


　後部座席をみると大きな紙かみ袋ぶくろがひとつ。


「なに？」


「さっきの撮影で使った衣装とアクセサリー。すごく似合ってたしね」


「……そんな」


　細かな羽根が鼻をくすぐって随分とくしゃみをさせられたし、トップもボトムも短かすぎて、日常的に着れるデザインじゃない。


　アクセサリーなんて論外だ。


　もらっても迷めい惑わくだなと思って「もらえないよ」と断ったのだが、百瀬は「遠えん慮りよしないで」と見事に勘かん違ちがいをした返事を返してよこした。








　百瀬が連れていってくれたのは、郊こう外がいにある駐車場が完備された高級そうなフレンチレストランだった。


　最近、和食ばかりだったから、濃こい味つけの料理はけっこう新しん鮮せんで美味おいしい。


　部下に迎えにこさせるからといって赤ワインを注文した百瀬にすすめられて、一いつ杯ぱいだけもらってちびちびと舐なめているワインのアルコールも程よくまわり、コースの半ばを過ぎる頃にはきてよかったなと思えるぐらいに気分がよくなっていた。


「ホントに芸能界に入る気ない？　俺の息のかかった事務所に入ってタレントデビューするんだ。恵くんだったら半年経たたずに有名になれるよ」


　恵の表情から機き嫌げんのよさを読みとったのか、百瀬がいったんは終わったはずの話題を蒸し返してくる。


「興味ないから」


「そういわずに。――それとも、なりたい職業とか、具体的に決めてる？」


「全然。てきとーに暮らせればそれでいーし」


　固定の職業を思い描えがいたことは一度もない。


　普ふ通つうに生活できれば、それでいいと思う。


　多分、仕事より家庭を優先していた父親の影えい響きようなんだろう。


「だったら一度冒ぼう険けんしてみたら？　デビューすればみんなが君のことを好きになるよ。みんなに大事にされて、可愛かわいがられて、きっと楽しいに決まってる」


「……噓だ、そんなの」


　みんなにちやほやされて可愛がられることなら、過去に経験してる。


　だから、集団の中で、ただひとり特別な存在になることの寂さびしさもよく知ってる。


「ちやほやされたって、楽しくないし」


「そうか。せっかくお母さんに似て、そんなに綺麗なのに、もったいないな」


「……母さん似の綺麗な顔が必要なら、兄ちゃんのほうを誘さそったら？　おれより、ずっと母さんに似てるし。――絶対ＯＫしないとは思うけどさ」


「そうか、お兄さんがいたんだっけ……。お兄さん、いくつ？」


「確か、今年で二十五だったとおもうんだけど」


「う～ん、それは厳しい」


「厳しい？」


　恵が首を傾かしげると、百瀬はちょっといいにくそうに口を開いた。


「まっさらの状態で芸能界入りするなら、ちょっと歳としを取り過ぎてる。二十歳前後だったらまだなんとかいけるんだけどね」


「ひでー」


　結局、この人は上っ面つらの綺麗さを必要としているだけなんだ。


「じゃさ、おれがもしもデビューしたら、何年後かにはお払はらい箱ばこになるわけ？」


　使い捨てなんて酷ひどいなーっとふてると、百瀬は「そんなことしないって」と慌あわてた。


「きみぐらいの年ねん齢れいでデビューできれば、いくらでもつぶしはきくから大だい丈じよう夫ぶ。見捨てたりしないから」


「どーだろ、あてになんないしー」


　ふんと、鼻をならしてそっぽを向く。


　この人は結局、見た目みたいな表面上のことを重要視する世界の人間なんだと思うと、真面まじ目めに対応するのが馬ば鹿からしくなってくる。


　恵はフワフワとした酒の酔よいにまかせて、口先だけの会話を楽しむことにした。








　食事を終えて店の外に出た。


「なんか、へん……」


　さっきからずっと足元がゆらゆらと揺ゆれているようで、恵は思わず近くにいる百瀬の腕うでにしがみつく。


「ちょっと飲ませすぎたかな」


「へーき、一杯だけだし」


「いや、お代わりもしたんだけど、覚えてない？」


　お酒に弱いんだねと、百瀬はふらふらしている恵の肩かたを抱だいて車に誘う。


「そっかなー」


　そういえば、以前にも佐原にそんなことをいわれた。


　そのときは、佐原が恵をいいくるめるためにそういい張ってるだけなんだろうと思ったのだが違っていたのかもしれない。


「……とんだ濡ぬれ衣ぎぬだぁ」


　促うながされるまま助手席のシートに座りながら、恵はボソッと呟つぶやく。


「なにが？」


「内ない緒しよ」


　ふふふ～と笑うと、運転席に乗り込んだ百瀬が、ちょっと困ったように笑った。


「内緒といわれると知りたくならない？」


「なるけど、教えない」


「意地悪だな、きみは」


　セルの音がして、直後、車のエンジンがかかる。


「え、百瀬さん、運転すんの？　お酒飲んでるくせに」


　フワフワした気分が一気に醒さめた。


「慣れてるから大丈夫だって」


「だめ！」


　恵は、サイドブレーキに伸のばそうとした百瀬の腕にしがみついた。


「大おお袈げ裟さだな」


「大袈裟なんかじゃない。父さんも母さんも車の事故で死んだんだ。だから、こーいうのぜったいだめ。――おれ、こわい」


　そういった途と端たん、エンジン音がやんで、クシャッと髪かみを撫なでられた。


「そういうことなら部下に迎えにきてもらう。……怖こわがらせて、ごめんな」


「よかった。――ありがと、百瀬さん」


　ホッとして肩の力が抜ぬける。


　同時にしがみついていた百瀬の腕を放した。


　が、その途端、逆に腕をつかまれて引き寄せられる。


「え……あ……っ！」


　ギュッと唇くちびるを押しあてられて、恵は目を見開いた。


　アルコールのせいだろうか、腕に食い込む手は熱くて汗あせばんでいた。


　触ふれ合った唇は、佐原の薄うすいそれとは違っていて、妙みように弾だん力りよくがあって気持ち悪い。


「や、……あの……」


　煙草くさい不愉快なキスから解放されてすぐ、恵は百瀬の手を振ふり払って、少しでも遠ざかろうとびったりと助手席のドアに背中をつける。


「さっきからけっこう密着してきてたから、きみに誘われてると思ってたんだけど……。そんなに驚おどろくところをみると、俺の勘違いだったかな？」


　勘違いにもほどがある。


「さ、誘ってなんかない！　酔ってただけだし」


「それは残念。――でも、俺と一晩ぐらい遊んでみようって気になってないか？」


（なにをいってんだ、この男は！）


　マジで呆あきれて声が出ない。


　恵はぶんぶんと横に首を振った。


「そう冷たくしないで……。服の影かげになってみえないところに、微かすかに愛された痕あとがついてたってスタイリストが教えてくれたよ。――きみは楽しみ方を知ってる。そうだろ？」


　一応用心して、急いで着き替がえたつもりだったのに、気づかれていたなんて……。


　まるで私生活をのぞき見されたような気分だ。


　これ以上近寄られないよう、目で睨にらみつけて威い嚇かくしながらも、羞しゆう恥ちで恵の頰ほおが赤く染まる。


「大丈夫、きみのパートナーに気づかれないよう、痕は残さない。アリバイも用意できる。俺は充じゆう分ぶんに君を楽しませてあげられるから。――たまに違う相手と遊ぶのも、けっこう刺し激げき的で楽しいと思うよ」


「刺激なんて、求めてない」


　強ごう引いんにつかみかかってこないぶんだけまだマシだが、一晩だけの遊びに対して、百瀬がマイナスのイメージをまったく持ってなさそうなのがたちが悪い。


　まるでゲームの相手を取り替かえるような感覚なのだろう。


　本気で、お互たがいに楽しめると思って誘っているのが、表情から窺うかがえる。


（だめだ、こっから逃にげなきゃ）


　この人と自分では、価値観が違いすぎる。


　誘いに応じる気は全くないけど、この調子で迫せまられ続けて、最初から弱っていた心と身体の疲つかれがピークに達したときが怖い。


　ついうっかり失言を吐はいた挙げ句、勘違いした百瀬に嬉き々きとして押し倒たおされてしまうような気がする。


「刺激がいらないだなんて、人生損してるな。きみみたいに綺き麗れいな子は、その気になれば、とても楽しく暮らせるようになるのに……。勿もつ体たいない。俺が教えてあげるよ」


「え、遠えん慮りよするっ！」


　後ろ手でドアのロックを外し開けようとしたとき、いきなりバコッとドアが開かれた。


「うわっ!?」


　ドアにピッタリと背中をつけていただけに、この不意打ちに、恵は後ろにひっくり返った。


　が、力強い腕に抱き留められ、グイッと強引に車から引きずり降ろされて立たされる。


「佐原さんだぁ」


　どうしてここに佐原がいるのかはわからないが、一番きて欲しい人が助けに来てくれたことがすごく嬉うれしかった。


　嬉しい気持ちのままにぎゅっと抱きついたら、佐原は「お酒臭くさいですね」と酷く不快そうに眉まゆをひそめた。


「恵くん、あなたへの話は後で。――百瀬さん、ですね。あなたの行こう為いは誘ゆう拐かい同然です。未成年者を保護者の許可無く、夜遅おそくまで引っ張り回した挙げ句、酒まで飲ませるのはどうかと思いますが？」


「そういうきみは佐原氏か？　サングラスがないと別人だな。――まったく、いーところで邪じや魔ましてくれるよ。そもそも、なんでここがわかった？」


「あなたが誰だれかを口説こうと思ったときの常じよう套とう手しゆ段だんというやつを、塔子に聞きました。――芸能界の人がお相手のときはクルージング、一いつ般ぱん人相手のときは撮さつ影えい会の後、食事して……というのがお定まりのコースとか。使う店もほぼ毎回同じだそうですね」


「ワンパターンが過ぎたか」


　悪びれない百瀬が、悔くやしそうに舌打ちをする。


「――でもな、その子を引っ張り出したのは、けっこう真しん剣けんなんだ。その子、俺に預けてくれないか？　半年後にはスターにしてみせるから」


「お断りします。この子には二度と近寄らないように。本人もそんなことはまったく望んでいませんしね。では、これで」


　帰りますよ、と佐原が恵の手首を乱暴につかむ。


　強く引っ張られて、恵はつんのめりそうになった。


　さっきの話から察するに、たぶん百瀬は野上にはなんの連れん絡らくも入れないままで恵を引っ張り回していたんだろう。


　心配した野上が、佐原に相談して、今の一幕に至ったに違ちがいない。


（佐原さん、すごく怒おこってる）


　あっさり騙だまされて連れまわされたんだから、怒られるのは当然。


　むしろ、最近上の空だった佐原が、怒りとはいえ、心からの感情を自分に向けてくれるのが嬉しいとさえ思ってしまう。


　怒っている佐原には悪いと思いつつ、密ひそかに恵は幸せな気分に浸ひたっていた。








　家に帰り着くと、岩井は既すでに帰ったあとだった。


「今日はもう大人しく寝ねなさい」


　恵は夜具の上に乱暴につきとばされた。


「え、やだ待ってよ、佐原さん」


　そのまま廊ろう下かに出ていこうとする佐原にしがみついて止める。


「さっき、話は後でっていったよね。いーの？」


　恵は、不ふ機き嫌げんでも叱しかられてもかまわないから、ちゃんと自分のことをみてくれているいまの佐原に側そばにいて欲しかった。


「……今日は、ちょっと」


　腰こしに抱だきついて見上げてくる恵を辛つらそうにみおろしながら、佐原は声を詰つまらせる。


「じゃ、明日？」


「……明日もだめです。もうしばらく……。いまとりかかっている原げん稿こうのけりがつくまで、この話は棚たな上あげにさせてください」


「……原稿のほうが……」


（だめだ、いっちゃだめだって）


　心の中で引き留める声がする。


　自分と原稿とどっちが大事だなんて、そんな風に聞くのは間違ってる。


　大切な人が夢中になっている仕事を、愛情を確かく認にんする天てん秤びんのおもりにしちゃいけない。


　そんなのは恋れん愛あいの駆かけ引きですらない。


　ただの我わが儘まま、エゴだ。


（でも……）


　どうしても、ひとりになりたくない。


「めぐむくん？」


　黙だまり込んでしまった恵の顔を、腰を屈かがめて佐原が覗のぞき込む。


「――佐原さんにとって、おれって棚上げできる程度の存在なんだ。……いいよ、もう……。もうわかった」


　恵は腕うでを突つっ張って佐原を押しのけると、廊下に出た。


「どうしたんです？」


「百瀬さんとこに戻もどる。――佐原さんは、いま忙いそがしいからおれに使える時間がないんだよね。だから、百瀬さんにかまってもらう」


「……自分が何をいってるかわかってるんですか？」


　前に回り込んだ佐原が痛いぐらいの力で肩かたをつかんだ。


「わかってるよ。ひとりぼっちで眠ねむれない夜を過ごすぐらいなら、誰でもいいから側にいて欲しいだけ……。百瀬さん、以前の佐原さんに負けないぐらいの遊び人みたいだし、おれにすごく興味あったみたいだから、きっといけば喜んで迎むかえてくれる。――どいて」


「馬ば鹿かなことを……」


　佐原の声がいつもより低いと思ったその瞬しゆん間かん、ぱんっと耳元で何かが弾はじけるような音がした。


　軽くとはいえ平手で叩たたかれたのだと認識したときには、夜具の上に倒されて、ギリッと強く肩を握にぎられていた。


「お望みなら、お相手して差し上げますよ」


　きつく睨にらむ切れ長の瞳ひとみ。


　いつもおっとりとした微ほほ笑えみを浮うかべているから気づかなかったが、本気で怒ったときの佐原の瞳は鋭えい角かくな刃は物もののように鋭するどくなる。


「…っ………ッ!!」


　乱暴だけど、深いキス。


　うっとりしかかっていた恵は、不意に舌に痛みを感じた。


　血の香かおりが口の中に広がって、嚙かまれたことを知る。


　グイッとシャツの襟えり元もとをつかみあげられ、身体からだが浮く。


「先に断っておきますが、今日はいつものように優やさしくはできませんよ。二度とこんな馬鹿なことをいわないように、身体に教え込んであげますから……」


　布の破れる音と共に、シャツのボタンが弾け飛んだ。


「っ……や……ッ……」


　いつもは宝物を磨みがき上げるように優しく触ふれてくる手が、強く肌はだに食い込む。


　チリッとむず痒がゆい感かん触しよくと共に肌に触れていた唇くちびるの代わりに、歯が肌にあたる。


　強ごう引いんにすべての服をはぎ取られると、うつぶせにされ腰を強くつかまれた。


「あ……あぁっ……やあッ――――――!!」


　なんの前技もないまま、熱い楔くさびがむりやり押し入ってくる。


　愛されることに随ずい分ぶんと慣れた身体であっても、これはあまりにもきつすぎた。


　痛みを与あたえることを目的とした挿そう入にゆうに、身体が悲鳴をあげ、涙なみだがこぼれた。


「ひっ…………っ………ふ………」


「泣いても……だめです」


　痛みに強こわばる身体はなかなかほぐれようとはしない。


　だがやがて、無理な挿入で傷ついて流れた血が潤じゆん滑かつ液になって、激しく打ちつける佐原の動きをスムーズにしていく。


「……あ……んっ……っ……」


　感じる部分を熱い楔で刺し激げきされて、痛みに強ばっていた身体が徐じよ々じよに快感を感じ始める。


「こういう扱あつかいを受けても、感じるとはね」


　たまらずに恵が佐原を締しめつけると、佐原は舌打ちと共に自身を引き抜ぬいた。


「いやらしい身体だ。ほかの男にまで媚こびをうるのは、そのせいですか？」


「ちが……っ、あ」


　腕や足を強くつかまれ、むりやり身体をねじ曲げられ、慣れない体位を取らされて、再び深く貫つらぬかれた。


　不安定で苦しい体位に怯おびえて、ほぐれかけていた身体はまたきつくなる。


「つっ…っや………さは……さんっ……っ……」


　佐原が望むまま、人形のように操あやつられて、揺ゆさぶられる。


　やがて、焼けつくような痛みに紛まぎれて、恵は再び身体の奥に熱を感じ始めた。


　いつもの、とろけてしまいそうな甘い快感とは違う。


　痛みに近い、刺さすような激しい快感。


（あつ……い）


　身体が火ほ照てる。


　空気を求めて開いた唇は、果たせないまま佐原の唇に塞ふさがれる。


　さっき嚙まれて傷ついた部分をきつく吸われ、口の中に血の臭においが広がった。


　唇がはなれ、涙でにじんだ視界に、佐原の顔がうつった。


　その表情からはさっきまでの怒いかりは消えていた。


　どこか苦しげに眉まゆをよせ、引き結ばれた唇。


　その唇から零こぼれた雫しずくには、恵が流した血が混じっているのをみてとれる。


　恵はゾクッと震ふるえた。


（……すごく……きれい）


　それは、もの凄すごくエロティックな光景にみえた。


　自分の血を佐原が舐なめたのだと思っただけで、背筋をえもいわれぬ快感が走る。


　触れられていないのに、張りつめていた恵自身が熱く弾けた。


「――っ!!　……ん、……さはら…さ……ん」


　荒あらい息の下、我知らず恵はうっとりとした笑えみを浮かべていた。


　押さえつけられていないほうの手を動かして、佐原の唇の端はしの雫を拭ぬぐい、自分の唇へと運ぶ。


　舌を出してぺろりと舐めると、その手首を捕つかまれた。


「――ほかの男に、その表情をみせたらゆるしませんよ」


　ギリッと手首を強く握られ、シーツに押しつけられる。


　恵の喉のど元もとに佐原の唇が押しあてられ、ギリッと強く歯をたてられた。


「……ふっ……」


　痛みより、刺すような鋭い快感をより強く感じて、身体が跳はねた。


（まるで……つかまったチョウチョみたい）


　佐原に両手首を押さえつけられ、熱い楔で繫つながれている自分。


　激しい怒りから、こうして捕とらえられたのだとしても、恵は充じゆう分ぶんに幸せだった。


　佐原が我を忘れて怒っているのは、自分を愛してくれてるから……。


　恵には、百瀬に会いにいくつもりなんて、これっぽっちもなかった。


　佐原以外の男に抱だかれるなんて、絶対にごめんだ。


　ただ、佐原の愛情を確かめたかっただけ……。


　だからこそ、嫉しつ妬とに狂くるう佐原の姿にこんなにも安心して、深く感じてしまう。


　明日の朝、正気に戻れば、またもの凄く後こう悔かいするだろうってわかってる。


　いっそのこと、佐原の与えるこの激しい快感の波に溺おぼれるまま、気が狂ってしまえれば幸せなのにとさえ思う。


　――こんな真似まねをしたくなかったから、時間をおこうと思っていたのに……。


　朦もう朧ろうとする意識の中、恵は、そんな苦しげな佐原の声を聞いたような気がした。







★







　翌朝、恵は目覚まし時計の音で目覚めた。


「……っ」


　身体があちこち痛かったが、それ以上に頭が割れるように痛む。


（もしかして……二ふつ日か酔よい）


　あまりの痛みに「もう飲まないー」と呟つぶやきながら、ふらつく身体をむりやり起こした。


　その日、佐原はいつものように学校まで送ってくれたが、車内ではひとことも言葉をかけてくれなかった。


　見事なまでのポーカーフェイスで、感情もまったく読めない。


（まだ怒おこってんのかな）


　昨夜は怒っていてもいいから、側そばにいて欲しいと思っていた。


　むしろ、その怒りに晒さらされて気が狂うほど嬉うれしかったのに、いまは優しくして欲しいと思っている自分がいる。


（……我わが儘ままで、馬鹿だ）


　恵は、唇を嚙んで零れそうになる涙をグッと堪こらえた。








「おはよう」


「……はよ～」


　昨夜、散々泣いたせいなのか、声が嗄かれている。


「だるー、頭いたー」


　教室に入ると、崩くずれるように自分の椅い子すに座って机に突つっ伏ぷす。


「どうした？　昨日もおかしかったし、長なが袖そでを着てるとこをみると風か邪ぜか？」


　手首や腕うでについた生々しい指の跡あとを隠かくすために長袖を着ていた恵をみて、五十嵐が心配そうに声をかける。


「違う。たぶん二日酔い」


　突っ伏したままで答えたら、いきなり恵の首の後ろに五十嵐が触れた。


「わっ、つめて」


　ビックリして恵が顔を上げると、五十嵐は自分の手をみつめて思いっきり仏ぶつ頂ちよう面づらをしている。


「なんだよ」


「俺が冷たいんじゃなくて、お前が熱いんだ。――ちょっと、こい」


　腕をつかまれて、強制的に立たされた。








　保健室の教員は出張にいっていてちょうど留守だった。


　五十嵐に簡易ベッドに追い立てられ、体温を計られる。


「三十八度五分。――立派な風邪だ」


　自己管理の鬼おにだった癖くせにどうしたことだと、体温計を引き出しにしまいながら五十嵐がぼやく。


「とりあえず寝ねろ。先生のほうには俺からいっとく」


　五十嵐は、保健室に備えつけのアイスノンを、恵の額に押しあてた。


「あ、きもちいー」


「だろうな。――この熱じゃひとりで帰れないだろう。佐原氏のほうに連れん絡らくいれるからおまえの携けい帯たいかりるぞ」


「あー、それはちょっと……。自分の家のほうに帰るから、いーよ」


「家に、誰だれかいるのか？」


「いないなー。兄ちゃんは仕事だろーし。でも、別にへーきだし」


「馬ば鹿かいってるんじゃない。こんな熱だしてるときにひとりでいたら、ひからびて死ぬぞ」


「あーじゃあ、とりあえず佐原さんへの電話は勘かん弁べんして」


「喧けん嘩かでもしたか？」


「喧嘩とは微び妙みようにニュアンスが違ちがうなー。――学校でちょっと眠ねむったら熱も下がるかもしんないし、頼たのむからさ」


「どうかな」


　寝ろっと、アイスノンの上から恵の額をピタッと一発叩たたいて、五十嵐は保健室から出ていった。


（どーりでな）


　熱が出ると、涙るい腺せんが弱くなる。


　朝の車内で、何度も泣きそうになってしまったのは、きっと熱のせいだったんだ。


　連日の深夜徘はい徊かいと寝ね不ぶ足そく、そして昨夜のアレがとどめになったんだろう。


　恵は、もともと熱に酷ひどく弱い体質で、ひとり暮らしをしていたときは、風邪をひかないように充分に注意していたのに……。


「失敗したなー」


　視界が潤うるむのを感じて、恵は手の甲こうで両目を覆おおった。








　いつの間にか眠ってしまっていた。


「いま、何時？」


　傍かたわらで椅子に座り、文庫本を読んでいた五十嵐に聞く。


「十一時ちょっと前。ちょうどよかった。そろそろ起こそうと思ってた」


「そう？　あー、五十嵐、授業は？」


「諸事情につきサボリだ。――十一時ちょうどに佐原氏が裏門まで迎むかえに来るから、そろそろ支し度たくしな」


「…………佐原さんに連絡取ったんだ。裏切り者」


「しょうがないんだ。これでも苦肉の策だ」


　教師に恵のことを報告し一時間目が終わった段階で、五十嵐は様子をみに戻もどってきた。


　そうしたら、困ったことに保健室には先客がいたのだ。


　恵が熱を出して保健室で眠っていることを早くも聞きつけたのだろう。


　恵の周囲をよくうろついている見覚えのある生徒が二人、まるで引き寄せられるかのように、熱を出して熱い息を吐はく恵の寝顔をうっとりと覗のぞき込んでいて……。


（これは、いくらなんでも……）


　この状態の恵をひとりで置いておくのは、恵にとっても、彼らにとっても危険すぎる。


　同じ学校の生徒が、甘い誘ゆう惑わくにうち勝てずに悪さを働かないよう、五十嵐としては眠る恵の番人を務める以外に道はなかった。


　だが、いくらなんでも一日中ここに詰つめているわけにはいかないから、恵の鞄かばんから勝手に引っ張り出した携帯で佐原に連絡をとることにしたのだった。


「ほら、いくぞ」


「んー」


　目立たないよう非常口から外に出るために、あらかじめ恵の鞄と下した履ばきは用意しておいた。


　五十嵐は恵の荷物を片手で持ち、もう片手でふらふらしている恵の肩かたを抱だきかかえながら保健室を出た。


　約束の時間より早く到とう着ちやくしていたらしく、佐原は門のところに立っていた。


「こっちです、佐原さん」


　呼び声に気づくと、佐原は素す早ばやく近づいてきて、五十嵐にもたれきっていた恵を自分の腕の中に引き寄せた。


「迷めい惑わくをかけて申し訳ありませんでした。――このお礼は、改めて」


　恵を抱き上げながら、穏おだやかな口調とおっとりとした笑え顔がおでそういったが、佐原の目はこれっぽっちも笑ってない。


（………なんで俺が睨にらまれるんだ？）


　お礼の意味を取り違えてしまいそうだ。


　害虫から守ってやった挙げ句が、これとはあんまりだ。


　五十嵐は、去っていく佐原の後ろ姿を見送りつつ唇くちびるを歪ゆがめた。








　その後、恵は高熱にうなされながら二日間眠り続けた。


　そろそろ入院させた方がいいかもしれないと周囲が心配し始めた三日目の朝に、やっと目を覚ました。


　その頃ころには熱は微び熱ねつ程度まで下がっていたが、高熱を出した後こう遺い症しようで身体からだが酷く怠だるくて、その後も恵は起きあがれないまま。


　ふと気づいたときには、学校も夏休みに突とつ入にゆうしていた。


「恵さん、お友達がお見み舞まいにいらしてくれましたよ。――入っても？」


「あ、どーぞ」


　五十嵐だろうとふすまに顔を向けたら、岩井に連れられてきたのは五十嵐の彼女、修子だった。


「こんちは。もうへーき？」


　五十嵐ならともかく、修子の前で横になったままでいるわけにもいかず、恵は弱った身体をなんとか起こした。


「うーん、微妙かなぁ」


　一歳年上の修子は現在女子大生。


　恵とは、五十嵐とつきあうようになる以前からの知り合いで、三人で遊びにいくときなどは、五十嵐とより修子とよくしゃべるぐらいに仲がよかった。


「玄げん関かん先で、めぐちゃんにちょっと顔立ちが似てる、すっごい美形とすれ違ったんだけど、あれってお兄さん？」


「うん。妙みように心配しちゃっててさ、仕事もあるってのに、ちょくちょく顔出してんだ」


「そっか。……すご～く綺き麗れいねぇ。軽く挨あい拶さつされたんだけど、ドキドキしちゃった」


「まあね」


　大好きな兄を誉ほめられて恵は気をよくした。


「そんなぽうっとしてると五十嵐にいいつけるよ。――で、今日はどーしたのさ？」


　五十嵐と一いつ緒しよに来るならともかく、なんでひとりで来たのか、その理由がわからない。


「代理で来たの。――夏休みの宿題とか伝達事じ項こうのプリントとか持ってきたのさ。さっきのおばさまに、お見舞いと一緒に渡わたしておいたから、起きれるようになったらみてね」


「あ、そーなんだ。――五十嵐、いまはバイト中？　どーかしたわけじゃないよね？」


「ぴんぴんしてるわよ。――ただね、自分が顔を出すと佐原氏に理り不ふ尽じんに睨まれて、立たなくてもいい波風が立つから遠えん慮りよしとくって」


「佐原さんが五十嵐を睨む？　なんで？」


「嫉しつ妬としてんだろうっていってたけど……」


　その答えに、恵はぷっと笑った。


「ないない、そんなこと……。五十嵐は友達だって、佐原さん知ってるんだから」


　百瀬相手に嫉妬したのは自分が挑ちよう発はつした結果だから当然としても、冷静な佐原が友達相手に嫉妬なんてするわけがない。


（おれじゃあるまいし……）


「あら、そんなことないわよ。友達だって知ってたって、あんまり仲良かったらやきもちも焼くでしょ。当たり前じゃない」


「そっかなー」


「そーよ。だって好きなんだもん、独どく占せんしたいじゃない？　――ちなみに、あたしは、めぐちゃんに焼いてる」


　あっけらかんと告げられて、頰ほおをつねられた。


「痛い。――そーいうもんなんだ」


　額を撫なでながら、自分だけじゃなかったと、恵は妙に感動してしまった。


　大なり小なり、誰だれもが大好きな人の身近にいる相手にやきもちらしき感情を抱くもんなのか。


「でもさ、やきもち焼いたときって、修子さんはどーしてんの？」


　畳たたみに手をついて身を乗り出すと、またしても頰をつねられた。


「たったいま、つねってみたけど？」


「………それで、気が済むわけ？」


「あんまり。――でも、いいの。あたしはめぐちゃんの友達やってる五十嵐もちゃんと好きだからね。……好きって気持ちとやきもちを相殺できるものなら、きっと好きって気持ちだけが残ると思うし」


「うらやましーな」


　やきもちをちゃんと自分の中で昇しよう華かして微ほほ笑えめる修子がちょっと眩まぶしくみえて、恵は目をしばたかせた。


「なに？　もしかしてタイムリーに悩なやんでんの？」


「あ、まー、ちょっと……」


「ばかね。悩むようなことでもないでしょうが」


「おれにとっては悩むようなことだよ」


「なんで？　やきもち焼いちゃいけないなんて思ってるんだったら、いっとくけど無む駄だなあがきだからね」


「………あがかせて」


「むだむだ」


　修子は首をすくめて笑った。


「現実の恋れん愛あいなんて、きれいごとじゃ済まないことのほうが多いもんでしょ。小説とは違ちがうんだからさ。――まさか、めちゃくちゃやきもち焼いて、佐原さんに怒おこられたってわけじゃないんでしょ？」


「まさか……」


　恵はぶるぶると首を振ふった。


「やきもち焼いてるなんて、知られたくないし」


「あ～らら、めぐちゃん、やきもちって感情をダークに考えすぎ？　子供だって、やきもち焼くのよ。しごく人間らしい感情じゃない。――だからどーした自分のほうが立場が強いぞって、優ゆう越えつ感かんにひたるぐらいの根性もちなさいよ」


　どんっと肩を押されて、堪こらえきれずに恵はばふっと布ふ団とんに倒たおれ込んだ。


「……先せん輩ぱい、強いなー」


「まあね」


　嫉妬上等、と修子は中指をたてた。








　それから三日たち、恵の身体も順調に回復してきていた。


（やっぱりだめか……）


　深夜、恵はどうしても眠ねむれずに起き出して、縁えん側がわに出た。


　あの幽ゆう霊れいにもう一度会えないものかと思っていたのだが、空に浮うかぶのは下か弦げんの細い月。


　幽霊にもう一度会うには、しばらくの時間が必要みたいだった。


「まぁ、こんなところに……。寝ねてなきゃだめでしょう？」


　熱を出して以来、隣となりの部屋に泊とまり込んで面めん倒どうをみてくれている岩井が、恵が縁側に出ていることに気づいて起き出してきた。


「うーん、でも日中寝てるから、眠くなんないんだよ」


「あら、じゃあ、そろそろ日中も起きてて平気かしら」


「うん。多分、もうへーき」


「そう。じゃあ、試しに明日は半日ぐらい起きててみる？」


「うん。そーだね。――ねぇ、岩井さん」


「なんです？」


「おれさ、身体治ったら、自分の家に帰ったほうがいいかな」


「そんなことありませんよ。どうして急にそんなこと」


「だって、佐原さんが……」


　熱を出して寝込んで以来、佐原の顔をほとんどみていない。


　数日前までろくに歩けなかったせいもあって、食事はずっと寝しん室しつで摂とっていた。


　だが、そのせいばかりじゃなく、佐原自身が恵の側そばに近寄ってこないのだ。


「あら、もしかして避さけられてると思ってる？」


　恵が唇くちびるを引き結んでこくんとうなずくと、岩井は「あらあら、どうしましょう」とうろたえた。


「あのね、実をいうと、隼人さんが恵さんに近寄らないのはわたしのせいなのよ。恵さんの身体からだが回復する前に、無茶をされたら元も子もないと思って、ついついきついことをいっちゃったから……」


（うわっ、そっか。ばればれだ）


　無茶という言葉に、恵はぼっと赤くなった。


　熱にうなされて身動きできない恵の面倒をずっとみてくれていたのは岩井だった。


　だから彼女は、あの夜の出来事をそれなりに把は握あくしちゃっているんだろう。


「若い人達のセックスライフに口出しするなんて野暮だったかしら」


（セックスライフって～）


　年輩の女性が口にすると、妙に照れくさい感じがする。


「でもね、恵さんが熱にうなされている間、隼人さん、それこそ片時も離はなれず側にいたんですよ」


「まじで？」


「ええ、本当ですよ。――熱をだした恵さんを連れ帰ったときもなかなかの見物だったしね。いつもやたらと落ち着いて取り乱すことのない隼人さんが、そりゃあもう見事にうろたえて……」


「……想像できない」


「そう？　苦しんでいた恵さんには申し訳ないけど、隼人さんのとても人間らしい感情がみれて、わたしはちょっと嬉うれしかったぐらいよ」


　安心した？　と聞かれて、恵はこくりとうなずいた。


　よかったわと微笑んだ岩井は、ふと思い出したように立ち上がって部屋に消えた。


「そうそう、これを渡わたさなきゃと思ってたのよ」


　戻もどってきたときには、その手にＡ４サイズの封ふう筒とうがあった。


「怒らないであげてね。実は、恵さん宛あての郵便なのに、隼人さんったら差さし出だし人にんをみるなりゴミ箱に捨てちゃって……」


　こっそり拾って岩井が隠かくしておいたという封筒を受け取り、裏をみると百瀬の名があった。


（やきもちを焼いてくれたんだ）


　中も見ずに勝手に捨てたっていうのは、そういうことなんだろう。


　素す手でで封筒を破いて、中身を確かめる。


　中には、あの日に撮とった数枚の写真が入っていた。


「あら、ふわふわでとっても綺き麗れい」


　脇わきから覗のぞき込んでいる岩井が、感かん嘆たんの声をあげる。


「…………だね」


　確かに凄すごく綺麗にうつってると思う。


　でも、これは自分じゃない。


　特とく殊しゆな環かん境きようで、いろんな人の手で作り上げられた架か空くうの存在。


（佐原さん、これみたらどー思うだろ）


　綺麗だと思うだろうか？


　それとも、他ほかの誰だれかの手と目で作り上げられたこの姿に嫉しつ妬として、眉まゆをひそめるだろうか？


「岩井さん、ライター持ってる？」


「マッチならありますけど……。何に使うの？」


「これ、佐原さんの目に触ふれる前に燃やしちゃおうと思って」


　手元に置いておくと、佐原の反応を確かめたいと思う気持ちに、きっと歯止めが利きかなくなる。


　あの夜のように、わざと佐原を刺し激げきしたくなるに決まってる。


　宝物のように優やさしく接するのが本来の佐原の愛情のスタイルなのに、あの夜は怒いかりのままに強い感情をぶつけてきた。


　恵にとって、それは決して嫌いやなことでは無かったけど、佐原にとってはきっと酷ひどく苦く、後こう悔かいを伴ともなう行こう為いだったはず。


　こんな真似まねはしたくなかったと、苦しそうに呟つぶやく佐原の声を、恵は確かに聞いたから……。


　あの夜の行為は恵の身体を傷つけたけど、同時に、佐原の心にもきっと深い傷をつけた。


　少なくとも恵が好きになった佐原という男は、どんな理由があろうとも、自分の感情のままに人を傷つけることを良しとはしないタイプの人間だった。


　それなのに、あんな風に取り乱したのは、自分がそうなるように仕向けたから……。


　二度と同じことを繰くり返しちゃいけないだろう。


（おれは、あーいうのも悪くないんだけどな）


　困ったことに、強く愛され、束そく縛ばくされることを喜ぶ気持ちが、自分の中に確かにあることを恵は実感してしまった。


　だからこそ、誘ゆう惑わくのネタは早めに消去しておいたほうがいい。


「ここで火を使ったら、まずい？」


「そうね……。じゃあ、池のほうで燃やしましょうか」


　恵の頼たのみに、岩井は快くうなずいた。








　炎ほのおはあっという間に燃え広がり、あっという間に消えた。


「あら、つまらない。――恵さんの身体が完全によくなったら、二人で花火をしません？」


「あ、するする！」


　マンション育ちの恵にとって、花火をする場所はいつも窮きゆう屈くつな公園だったから、すぐに人が寄ってきて自分たちだけで楽しむことができなかった。


　こんなに広くて綺麗な庭で、人目を気にせず花火ができるなら、きっと楽しいに違ちがいない。


「嬉しいわ。隼人さんはああいう人だから、庭で花火をしてもいかにもおつきあいって感じでつまらなかったのよ」


　岩井は、嬉しそうに頰ほおをふっくらさせる。


　淡あわい月明かりで照らされているせいだろうか。


　年ねん齢れいを感じさせる小刻みに刻まれた頰のしわなどが薄うすれ、岩井はいつになく若々しくみえる。


　ふと、その目元に浮うかぶほくろが、恵は妙みように気にかかった。


「……あ、あれ……そのほくろ」


「どうかしました？」


「いや、あのさ、この前、ここでみたゆーれーにも同じ場所にほくろがあったから……」


「あら、偶ぐう然ぜん」


「あ、うん、そうだね。……でも……顔も似てるよーなきがするんだけど」


　年齢は全然違うが、基本の顔立ちはとてもよく似ているような気がする。


　それになによりも、微ほほ笑えんだときの、ホッとさせるような優しげな雰ふん囲い気きが酷く似通っている。


　自分でも妙なことを考えているとは思うのだが、一回気になるとだめだった。


「あの幽ゆう霊れい、もしかして、岩井さんの親しん戚せきとかじゃないの？」


　思い切って聞いてみたら、岩井は違いますよと微かすかに笑んだ。


「親戚じゃありません。――あれはね、わたしなんです」


「へ？　やだな、やめてよ。岩井さん生きてんのに……。からかわないでよ」


「からかってなんていませんよ。わたしも最初にあれをみたときは、なんの冗じよう談だんかと思ったぐらいだもの」


「…………まじで？」


「うそじゃないですよ。――あれは随ずい分ぶん昔に、この家に住んでいた頃ころのわたしなんです」


　岩井は、そういうと、目を細めてゆっくりと庭を見み渡わたした。


「……どーいうことなのか、聞いてもいい？」


「ええ。恵さんになら話せますけど。……でも、隼人さんには絶対内ない緒しよですよ」


「うん」


　本当に昔の話、と岩井は静かに語り始めた。


　かつて、彼女は強く望まれ、この家で愛人として囲われていたのだそうだ。


　初めの数年はそれでも幸せだったが、ときが経たつにつれ、徐じよ々じよに囲われ者の我が身が辛つらく悲しくなってくる。


　囲われ者でいつづけるには、彼女は相手を愛しすぎてしまっていた。


　そして、子供を産むことを許されていなかった彼女は、本妻に二人目の赤あかん坊ぼうが生まれたという知らせを聞いたその日に、この家を出る決意をする。


「その決意をした夜に、髪かみを切ったんです」


「かみ？」


「ええ、髪の毛。当時、腰こしまであった髪を、耳のところでばっさり切って、あの一番太い木の根本に埋うめた。――せめて自分の一部だけでも、あの人の愛したこの庭に留とどまっていられるようにと願をかけて……。多分、そのせいなんでしょうね」


　愚おろかな女の願いをこの庭はかなえてしまったんですよと、岩井は少し寂さびしげに微笑む。


「えっと、あのさ、この家に以前住んでた人って……」


「隼人さんのお爺じいさまにあたる方ですね」


「でも、岩井さんって、佐原さんのお母さんの家の方の人じゃなかったっけ？」


　頭が混乱して、恵は目をパチパチさせた。


「ええ。――この家を出た後、住み込みの働き口があるからと、親戚に紹しよう介かいされて……。まさか自分が手塩にかけて育てたお嬢じよう様さまが、あの方のご子息と結けつ婚こんなさることになるなんて思ってもみませんでしたよ」


　岩井がしみじみという。


「その人と、再会……したの？」


　恵の質問に、岩井は、「さて」と首を傾かしげた。


「再会は……そう、したんでしょうね。――お嬢様のお輿こし入いれが決まって、当時からこの家でひとり暮らしをなさっていた大おお旦だん那なさまにご挨あい拶さつに伺うかがったときに一度だけ……」


「どうだった？」


「どうもなりませんでしたよ。あの方は、わたしだとは気づかれなかった。もう既すでに充じゆう分ぶん歳としを取っていましたし、夫も子供もいましたから、当時はホッとしましたね。その後、大旦那さまが亡なくなられて、この家を隼人さんが使うことになったんです。同時にわたしもこの家に出入りするようになって……。――それで初めて、あの幻まぼろしの存在を知って……」


「それまでは全然知らなかった？」


「ええ。妾めかけの幽霊が出る家に、最後の最後まで執しゆう着ちやくして離はなれようとしなかった父親を恥はじて、旦那様がひた隠かくしにしていたので……。隼人さんぐらいですよ。嬉き々きとして吹ふい聴ちようして回るのは……」


　岩井は池のほとりにしゃがみ込むと、指先でぱしゃっと水みな面もを弾はじく。


　幽霊のときとは違って、生身の彼女が弾いた水面には波は紋もんが広がっていった。


「恵さん、この話、どう思われます？」


「え、どうって……。佐原さんのおじいさんって純愛の人だったんだなって思ったけど……」


「純愛ですか」


　相手はたかが幻なんですよ？　と、岩井が寂しそうに呟つぶやく。


「わたしが去ったあと、あの方はわたしが生きているのを知っていても、探してはくださらなかった。かといって、自宅で待つ奥様やお子さまの元に戻もどるでもなく、ひとりこの家で、声をかけても振ふり向かない、触ふれることもできない幻を相手に暮らしていた。――それは、わたしには、逃とう避ひに思えます」


「……ちょい、きびしーかも」


「厳しいですか？　そう……そうかもしれないわね。若い頃のわたしの願いがつくりだした幻が、結果的にあの方を孤こ独どくへと追いやってしまったのだと思うと、どうしてもこの話を美談にはしたくなくて……。――わたしさえ、未練な真似をしなければと……」


「岩井さんのせいじゃないよ」


　あまりにも岩井が寂しそうに囁ささやくから、恵は思わず岩井の肩かたに手をかけた。


「あの幻をつくったのは岩井さんかもしれないけど、幻に溺おぼれたのはおじいさん本人だし……。それによく考えたら、本人に再会してるのに、気づかないなんてどーかしてるし……って、あれ、なにいってんだろ」


　なんとかして慰なぐさめようと思ったのだが、言葉が続かない。


「ありがとう」


　岩井は、肩に置かれた恵の手に触れて微笑んだ。


「温かい手。――本当に、生身の温ぬくもりに勝まさるものなんて、どこにもないと思うのにね」


　少し熱があるようだから、そろそろお布ふ団とんに戻りましょう、と、岩井は話を切り上げて立ち上がった。


　眠ねむれなくても、横になっているだけでも身体からだのためにはいいんだからと促うながされて、母おも屋やに戻る。


「恵さん、この家を出ていくなんて、もういわないでくださいね」


　横になった恵にタオルケットをかけてくれながら、岩井がいった。


「変な遠えん慮りよや気き遣づかいはなし。無理に心を押し殺さないで、素す直なおな気持ちのままに振る舞まってくださってかまわないんですから……」


「だめだよ、そんなの」


「あら、どうして？」


「だって、素直に振る舞ったら、おれ、きっと佐原さんを困らせるだけだし……」


　やきもちを焼いて、仕事からも親しい人達からまでも遠ざけて束そく縛ばくしてしまいそうだ。


「…………おれ、子供の頃から我わが儘ままだっていわれてて、実際そうでさ。両親がいなくなってからは兄ちゃんにべったりで、今は佐原さんにべったりで……。大事にされてる分だけ、なにか返したいと思うのに、受け取ることしかしてこなかったから、どうやったらいいかわかんないし……」


　愛されてる分だけ、いやそれ以上に大切に思っていることを伝えたかった。


　言葉じゃ伝えきれない想おもいを、どうにかして受け取って欲しいと思うのに、その方法がわからない。


　ふと、もしかしたら、恵に愛されていることを佐原が充分に理解してくれているかどうかがわからないから、不安になるのかもしれないと恵は思った。


　上手に伝える術すぺを持たないから、自分こそが一番佐原のことを愛してるんだと知らせるために、自分だけをみていてほしいと束縛したくなるのかもしれない。


「佐原さんを、困らせたくないんだけどな」


　それなのに、自分の気持ちを抑おさえきれずに、あんな方法で佐原を誘さそって辛い思いをさせて……。


　情けなさに涙なみだがでそうになって、恵は腕うでで目を隠した。


「お返しなら、ちゃんとしてるじゃないですか」


「してないよ」


「してますよ。――恵さんと一緒にいるようになってから、隼人さんは随分変わられた。とても人間らしくなったって、さっきもいったでしょう？」


　恵さんのお陰かげなんですよ、と優やさしい声が囁く。


「それって佐原さんにとってはいいこと？」


「ええ。少なくとも、わたしは好ましく思ってますよ。――隼人さんはね、気き性しようが大旦那さまによく似てるんですよ。なにに対しても執着しないで悠ゆう然ぜんと構えて、過ぎていくものを追わずにただ眺ながめている。……そんなところがそっくりだったから、この家に住むようになってからは、いつか大旦那さまのように幻を追って向こう側へいってしまうんじゃないかってずっと心配してたの。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。あなたがいるから……。あなたは、隼人さんをおいていったりしないわね？」


「……うん」


「よかった」


「でも、側そばにいることしかできないよ」


「それで充分ですよ。――あなたはまだ若いんですもの。これからゆっくり愛し方を覚えていけばいいの。焦あせらなくても大丈夫」


　柔やわらかな手が、熱を計るように額に当てられる。


「ゆっくり、お眠りなさい」


「ん」


　額にあてられた手から、なにか暖かなものが流れ込んできて、いろんなことできゅっとしぼんでしまっていた心を、ふっくらと膨ふくらませていくような気がする。


（こんな風に想いを伝えられたらいーのに）


　優しく包み込むように、想いを伝えられたら……。


　いつか、できるようになるだろうか？


　久しぶりに心から安心した恵は、すんなりと眠りに落ちていった。







★







　夏休みも折り返しを過ぎた頃ころ、やっと恵はいつもどおりの元気を取り戻した。


　もう大丈夫ねと、岩井も数日前から夜は自宅のほうに帰るようになっている。


　佐原はというと、とっくに岩井から禁止令を解かれているというのに恵の側に近寄ろうとはせず、ずっと書しよ斎さいに閉じこもっていた。


　野上の話だと、ほとんど書き上げていた小説をボツにして、最初から書き直しているらしい。








「――入ってもよろしいですか？」


　夜、障子の向こうから久しぶりに佐原の声が聞こえて、布団の上で本を読んでいた恵はぴょこんと起きあがった。


「どーぞ。――仕事は終わったの」


「ええ、送信済みです」


　障子を開けて嬉き々きとして迎むかえ入れると、佐原はちょっと意外そうな表情をした。


「なに？」


「いや、その、恵くんはきっと凄すごく怒おこってるだろうと思ってたので……」


「どーして？」


　恵は布団の上に座りながら、キョトンとする。


「どうしてって……。わたしがあんな無茶をしたせいで熱を出して寝ね込こんでしまったわけですし……」


「やだな、違ちがうよ。確かに熱を出した原因にはなったけど、きっかけを作ったのはおれ自身だし、だいたいさ、その前からずっと寝不足だった…し……」


　そこまでいいかけて、ふと恵は記き憶おくを遡さかのぼる。


（……そーいや、寝不足の原因って）


　そもそも佐原が原げん稿こうのほうに夢中になって、恵には上の空だったのが原因だったはず。


　となれば、佐原のせいじゃないとはどうしてもいえない。


「やっぱ、佐原さんのせいかも……」


「申し訳ない。二度とあんな真似まねはしないと誓ちかいます」


　佐原は、恵の前に座ると、律りち儀ぎに頭を下げた。


（ああ、佐原さんだ）


　なんでもできる器用さを持ち合わせているのに、どこか不器用な愛いとしい人。


「じゃ、おれもお返しに、もう二度と噓うそはつかないって誓うよ」


「噓というと？」


「百瀬さんとこにいくっていったこと」


　百瀬の名に、ほんの一いつ瞬しゆんだが佐原は不快そうに眉まゆをひそめた。


　が、次の瞬間には、不思議そうに首を傾かしげる。


「それは、どういうことなんでしょうか？」


「だから噓なんだって……。どんなに寂さびしくても、佐原さん以外の人なんていらないもん。ああいえば、きっと佐原さんが引き留めてくれるって思ったから、噓をついただけ」


「……つまり、わたしは恵くんにはめられた、と？」


「そーいうこと。――だからさ、あのときあんな風に扱あつかわれて、おれはけっこう嬉うれしかったんだ」


「うれしかった……んですか」


　佐原は狐きつねにつままれたような顔をした。


「……あれで？」


「…………あれでって……。佐原さん、もしかして凄くアダルトな誤解してない？　そーじゃないからね。気持ちのことをいってんだから」


「あ、ああ。そういうことですか」


　わかったのか、わかってないのか。佐原は、なるほどなるほどと、何度もうなずいた。


「おれは嬉しかったけど、でも佐原さんは凄く辛つらそうだったから……。だからさ、もう二度とあんな風に、佐原さんの気持ちを試すような噓はつかないよ」


　恵は佐原の膝ひざに座ると、その首にギュッと抱だきつき「ごめんなさい」と耳元でいった。


「……まいりましたね」


　佐原の背中に手をまわしつつ、苦笑した。


「恵くんのほうが、わたしなどより大人かもしれないですね」


「なに、それ？」


「わたしは、恵くんが悩なやんでいるのを知っていて、黙だまってみているだけでしたから……」


「……ひろしくんや兄ちゃんにやきもち焼いてたのも、やっぱバレてた？」


「ええ、まぁ……。なんとも気味の悪い誤解だと思ってはいても、嬉しい気持ちのほうが勝ってしまって、もう少しみていたいなと、つい……」


「……嬉しいって、なんで？」


　なんにも後ろめたいことがないのにやきもちを焼かれて、八つ当たりされたのに。


「わたしを愛してくれるからやきもちを焼いたのでしょう？　とくに望相手に焼かれたときは、勝利の喜びすら感じてしまいましたよ」


　恵の瞳ひとみを覗のぞき込んで、佐原は幸せそうに微ほほ笑えむ。


（なんだ、そっか……。佐原さんもおれと一いつ緒しよなんだ）


　愛しているから嫉しつ妬としてしまうのだと、ちゃんと理解されていた。


　それだったら、あんなに悩まなくてもよかったのだ。


「言い訳になるかもしれませんが、つい最近までわたしは嫉妬という感情を実感したことがなかったもので、それがどんなものなのかよくわかっていなかったんですよ」


「知らないなんて噓だよ。だって佐原さんってば、前はタラシだったし、恋れん愛あい小説だって書いてるじゃんか」


「まぁ、それは確かにそうなんですが……。知識として知っていることと、実感としてわかっていることでは、少々ニュアンスが違うんですよ」


「そんなもん？」


「ええ。――少なくとも、自分で嫉妬という感情を実感したせいで嫉妬してくださる恵くんをみて、悦えつに入いるような真似はできなくなりましたね」


　あんなに嫌いやな気分だとは思ってもみなかったので、と佐原がひとりごとのようにいう。


（佐原さんって……）


　基本的に善良なんだなと、恵は心の中でこっそり感心する。


　嫉妬する心ここ地ち悪さを充じゆう分ぶんに知っていながら、佐原をはめて喜んでいた自分とは大違いだ。


「ねえねえ、佐原さんがやきもち焼いた相手って、誰だれ？」


　やっぱり百瀬さん？　それとも……と、好こう奇き心しんに駆かられた恵が追及しようとしたら、その前に唇くちびるをふさがれた。


「ノーコメントです。あまり語りたい記憶ではないので、これ以上は勘かん弁べんしてください」


　唇を離はなした佐原が、情けなさそうにいう。


「けち」


「申し訳ない。その代わりといっては変かもしれませんが、これからは決して恵くんにあんな噓はつかせません。あなた以上に大切な人なんて、わたしにはいないんですから……」


「？　……あの、佐原さん」


「なんですか？」


「おれが噓をついたの、その手の嫉妬のせいだけだとか思ってる？」


「違うんですか？」


「多分、佐原さんの思ってる嫉妬とは違うかも……」


　嫉妬といえばたしかに嫉妬なのだが、その対象は人間じゃなく、小説だ。


（もしかして、自覚してなかった？）


　不思議そうな顔で瞳を覗き込んでくる佐原をみて、ふとそう思った。


　妙みようなところで、律儀で不器用な人なのだ。


　自分の世界の中心は恵だからと恥はずかしげもなく宣言しておきながら、心ここにあらずの状態で義理だけで抱いてくれただなんて、よくよく考えると不自然な気がしてくる。


「えーっと、あのさ……。佐原さん、いま、けっこう小説書くの楽しいとか思ってない？」


「え、まぁ、確かに……。以前よりは手て応ごたえを感じるようにはなりましたが」


「いまでも、仕事辞めてもいいと思ってる？」


「いえ、それは……。もう少し続けたいかなと……」


「やっぱ、そーだよね」


（ばかみたいだ、おれ）


　勘かん違ちがいして、ひとりで寂しがって、空回りして……。


　恵は、佐原の胸に額をくっつけてひとり自じ嘲ちよう気味に笑った。


「どうしたんです？　なにを笑っているんですか？」


　佐原が困こん惑わく気味に聞く。


「ん？　……あのさ、佐原さん。やりたいことがみつかって、ホントよかったね」


　出会った頃ころの佐原は、器用貧びん乏ぼうとでもいえばいいのか、大たい抵ていのことを努力することなく上手にこなせる能力を持ち合わせていたせいで、なにかひとつのことに夢中になれずにいた。


　小説家になったのも、強く望んだからではなく、単なる偶ぐう然ぜんが重なった結果。


　だからいつ辞めてもいいんだとさえ、あの頃の佐原はいっていたのだ。


「やりたいことですか？」


「うん。そーだよ。――いってたじゃん。人生仕切りなおして、自分が本当にやりたいことを探すんだって……」


　違う？　と佐原の目を覗き込む。


「ああ、なるほど……。これが、そうなのかもしれませんね。いわれるまで気づかなかった」


　とんだ間ま抜ぬけですね、と佐原が呟つぶやく。


　その視線はちゃんと恵に向けられているのに、どこか虚うつろな感じがする。


（つまり、あれって、こーいう状態なんだよな）


　自分の内側にあるものを探さぐるあまり、外界への注意力が散さん漫まんになっている状態。


　普ふ段だんは、一瞬で戻もどってくるからさほど気にならないが、執しつ筆ぴつ中はその状態が持続するから、心ここにあらずだと思えてしまう。


「気づかないついでに、もうひとつ」


「なんですか？」


「小説に夢中になってるときは、無理しておれの相手しなくていーから」


「無理って……」


「無理してたよね？　本当は小説書いてたかったくせに、一緒にご飯食べたり、送ってくれたりしてただろ」


「いえ、それは……」


　佐原はなにか反論しかけて、止やめた。


「確かにそうだったかもしれませんね。――まさか気づかれてるとは……」


「気づいて当然だよ。おれの場合、ホントに世界の中心にいるのは佐原さんひとりなんだもん」


　佐原もそう思ってくれていたときは、お互たがいの気持ちのバランスが上手にとれていた。


　でも佐原にもうひとつ大切なものができた段階で、そのバランスが崩くずれてしまったわけだ。


　崩した当の本人は無自覚でいられても、いきなりガタンと偏かたよった場所に放り出された恵にとっては平静でいられるわけがない。


「おれさ、佐原さんも、佐原さんの小説も好きだから邪じや魔まとかしたくないんだ。だからさ仕事してたいなと思ったときは、無理しないでいーから。――おれ、これからはジタバタしないで仕事終わるの待ってるし……」


　寂さびしくないといえば噓うそになる。


　でも、虚ろなままで向き合われたら、もっとずっと寂しい。


　だから、きっと待てる。


「待ってる間、ちょっと苛いら々いらしたり情じよう緒ちよ不安定になるかもしれないけど、気にしなくていーしさ」


「どうやら気づかずに寂しい思いをさせてたんですね。……申し訳ありません」


　佐原は酷ひどく困ったような顔をした。


「それでも感謝します。恵くんが側そばにいてくださらなければ、わたしはここまで小説に夢中になれなかったでしょう。――それに、きっとこれからも……」


「ほんとに？」


「ええ。わたしは、恵くんと一緒にいることで、いままで実感したことのなかった人間らしい感情を少しずつ理解しつつある。愛情とか、嫉妬とか、怒いかりとか、そんな感情をね……。小説を書く作業は、もてあまし気味のそんな新しい感情を、自分の中で昇しよう華かし整理することにも繫つながっている。貴方あなたが側にいてくれなければ、きっとすべてが無意味です。――だからやはり、わたしの世界の中心にいるのは恵くんなんですよ」


「そっか。おれ、ちゃんと佐原さんの役に立ってんだ」


　母親代わりの岩井の言葉は、どうやら真実をついていたらしい。


（よかった）


　側にいるだけで充分に役に立てているのだと本人の口から聞かされて、恵の不安は一気に解消された。


　嬉うれしくてたまらずに、佐原の胸にすりすりと頰ほおをよせる。


「仕事してる間も、佐原さんがおれのことちゃんと感じてくれてるんなら、ホントにへーきだ。寂しがらずに、きっと、ちゃんと待ってられる」


「そうですか」


「うん。――あ、でも、アレはなしだからね」


「あれ？」


「気持ちのこもらないエッチ。おれがいくらねだっても、ちゃんと相手できないと思ったら頼たのむから断って。……心ここにあらずの状態で抱だかれても、ちっとも嬉しくないし、逆に余計に寂しくなって情緒不安定になったぐらいだからさ」


「ちょっと待ってください。いつ、わたしが、そんな真似まねをしたと？」


「……それも自覚してないの？」


　驚おどろいて顔を見上げると、佐原は心外そうな顔になる。


「そんな失礼なことをした覚えはありませんよ」


「うわっ、たちわる……。じゃ、聞くけど、おれを抱いてる間、小説の内容とか考えてたこと無い？」


「……そ、それは……」


　やっぱり、思い当たる節があるのだろう。佐原が気まずそうにふいっと視線をそらした。


「過ぎたことは愚ぐ痴ち愚痴いわないけど……。でも――」


　恵は佐原の視線の向きに身体からだを移動して、むりやり佐原と視線を合わせた。


「――これからは絶対そーいうのだめだから。わかった？」


「わか………ったとはいえませんね」


　申し訳ない、と再び視線をそらしつつ佐原が告げる。


「なんでさ？」


「なんでといわれましても……。他ほかには誰だれもいない状じよう況きようで、目の前にあなたがいたら、眺ながめているだけではやはり少々もの足りない。抱き寄せたくなりますよ」


「佐原さん、もしかして、おれのこと条件反射で抱いてるわけ？」


　恵は、むうっと唇くちびるを尖とがらせた。


「誤解です。違いますよ」


「だったら犬か猫ねこの子だと思ってるんだ。ことわっとくけど、気持ちがこもってない状態で撫なでられても、おれは尻しつ尾ぽふったりしないから」


「そんなつもりは……」


　弱ったな、と佐原がうろたえる。


「腕うでの中にちょうど収まる抱き心ごこ地ちのいいサイズでもあるんですが……。でも、それより、あなたに触ふれていると安心するんですよ」


「…………まさにペットセラピーじゃん」


「違いますって。……どういえば、機き嫌げんをなおしてもらえるんでしょう」


「知らないよ」


　恵はばふっと佐原の胸に顔を押しつける。


「完全に拗すねてます？」


「まーね」


（噓だけど……）


　恵は、佐原にみえないところでペロッと舌を出した。


　ペットだと思っているのなら、嫉妬なんてするわけがないのだ。


　眺めているだけではもの足りないと、抱き寄せたくなるといってくれた。


　もう、その言葉だけで充じゆう分ぶん。


　他のものに心を奪うばわれているときでも、たとえそれが無意識であっても、ちゃんと生身の自分を求めてくれている証しよう拠こなんだから。


　それだったら、あの妙みように虚ろなエッチを我が慢まんしてやってもいい。


　いや、そうじゃない。


　同時に二つのものを求めようとする、自分勝手で我わが儘ままな佐原のその行こう為いを許してやってもいいと思う。


（しょうがないから、甘やかしてやるよ）


　つまり、そういうこと。


「困りましたね」


　頭を優しく撫でる大きな手の感かん触しよく。


「……それじゃあ、こうしましょう」


　ふわっと身体が宙に浮ういたかと思うと、そうっと夜具の上に横たえられた。


「犬猫相手じゃできないことして、どんな風に思っているかを証明してみせます。いかがですか？」


　チュッとキスされて、堪こらえきれずに恵の唇に笑えみが浮かぶ。


　もしも尻尾があったら、振ふり切れんばかりにぶんぶんと振っていたかもしれない。


　多分、これからも自分は佐原の周囲のものすべてにやきもちを焼くんだろうなと恵は思う。


（でも、そーだな。……好きなんだからしょうがない）


　なにも感じなくなるときは、きっと佐原を好きだと思うこの感情が消えているとき。


　この愛いとしい気持ちを無くすことを思えば、苛々しても不安定になっても、きっと平気。


　八つ当たりじみた我が儘を少々佐原に向けることもあるだろうけど、佐原はちゃんと恵の気持ちを理解してくれる。


　ちょっとは困るかもしれないけど、それ以上に愛されてるんだと実感してくれて喜んでくれるはずだ。


「ああ、でも……身体の具合は？　本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」


「へーき、へーきだから……」


　ここでお預けされたら、本気で拗ねる。


　身体を浮かしかけた佐原の首にしがみついて、むりやり引き戻もどす。


「犬猫相手じゃできないこと、はやくしよ」


「お望みのままに……」


　熱い身体を全身で受け止めて、恵はうっとりと瞳ひとみを閉じた。







★







　夏休みの後半、恵は佐原とずっと一いつ緒しよだった。


　残念なことにいちゃいちゃしていたわけじゃない。


　修子が運んできてくれた夏休みの宿題セットの中に、大学受験に関するプリントなんかも紛まぎれていて、恋こい人びと兼けん保護者を自認する佐原の使命感に燃料を投下してしまったのだ。


　宿題の面めん倒どうをみてもらえたことには感謝するが、せっかくの夏休みだというのにほとんど遊べなかった恵は、それ以外の勉強に関してずっと不満たらたらだった。


　だがそんな不満も、佐原の家にごく近い場所にある大学に恵を入学させたいと思っているからだという裏情報を野上に教えてもらってからはなりを潜ひそめた。


　とくに勉強しなくても合格するだろうという理由で恵が受験しようと思っていた大学と、佐原が入れたがっている大学と、通学にかかる時間の違ちがいなんて実際は微び々びたるもの。


　それなのに少しでも短縮しようと画策する佐原がちょっと可愛かわいい。


　そんなにまでして自分を手元に置いておきたいと思ってくれているなら、しょうがないからもうちょっと頑がん張ばって勉強してやってもいいかな、などとにやにやしながら思ったりしている。








　そして季節が巡めぐり、佐原と出会って一年が経たとうとしている頃ころ、再び、兄の望の海外出張が決定した。








「佐原さん、ほら、早く」


　携けい帯たい片手に、玄げん関かん先で恵は足あし踏ぶみをしていた。


「ひろしくん、もう大通りについちゃったって」


「焦あせらなくても大丈夫。約束の時間まで、まだ十分ありますよ。先に来たほうが悪い」


　待たせときましょう、と廊ろう下かをのんびりと歩いてきた佐原が、おっとりと微ほほ笑えむ。


「ホント、ひろしくんに対しては鬼おになんだから……」


　恵は呆あきれた。


　今日は、海外出張が決定した望の送別会だった。


　企き画かくしたのは、奇き妙みようなことに見送られる当人である望だった。


　いぶかしむ恵に、心の準備ができるようにと佐原が裏の事情を教えてくれた。


　曰いわく、この席は望が自分の恋こい人びとを恵に紹しよう介かいするためのもの。


　今回の出張は、以前より長期になることもあって、望もとうとう観念して恋人の存在を白状する気になったらしかった。


　恵はというと、望が海外にいっても、このままこの家に留とどまろうと思っていた。


　佐原の仕事のためには、その方がいいに決まってるからだ。


　両親が残してくれたマンションに対する愛着が消えたわけじゃない。


　ただあのマンションから離はなれたことで、両親との懐なつかしい思い出が本当に残っているのは共に暮らした家の中じゃなく、自分自身の記き憶おくの中なんだってことに気づいて、場所に縛しばられる必要を感じなくなっただけ。


　そして、今の恵には自分を必要としてくれる人がいる。


　自分が帰るべき場所は待つ人のいる場所なんだと、そう思えるようになっていた。


「隼人さん、本当にそんな服装で？　久我さまがお相手なら、スーツをお召めしになったほうが……」


　岩井が、ラフな外出着を着た佐原の後をスーツを抱かかえて追いかけてきた。


「いいんですよ。友達相手にそこまでする必要はありませんから」


「まぁ、そうですか？」


「ええ、大丈夫ですから。――そんなことより、帰りは遅おそくなりますから、岩井さんも早々に自宅のほうに帰ってくださいね」


「はいはい、わかりました」


　佐原の言葉に、岩井は笑みをこぼした。


　最近の佐原は、よくそんな風に気を使う。


　どうやら嫉妬という感情を実感したせいで、自分を取り巻く人々の気持ちの動きに思いを巡らすようになったらしい。


　子供の頃から面倒をみてくれている岩井を自分が独どく占せんしていたことを、岩井の夫や子供、孫達がどう思っているのかが気になるようだった。


　以前の佐原は決してそんなことをいわなかった。「恵さんのお陰かげね」と、岩井にお礼をいわれて、恵は随ずい分ぶんと照れくさい思いをさせられた。


　ちなみに、最初の頃は野上もその恩おん恵けいを受けていたのだが、冗じよう談だん半分で「さぼり放題っすよ」と陰かげでほざいていたのが佐原にばれて、最近では以前より厳しい扱あつかいをうけていたりなんかする。


　自じ業ごう自得なのだが……。


「恵さん、上着はいりません？　夜は冷えるかも」


「へーきだよ。――じゃ、いってきます」


「戸と締じまりよろしく」


「はい。いってらっしゃいませ」


　岩井に見送られて、家を出る。


「久我さんってさ、佐原さんの幼なじみに当たるわけ？」


「少々ニュアンスが違いますね。会うたび、お互たがいぴりぴりと警けい戒かいしてましたから」


「仲悪いんだ」


「いえ、そういうわけでは……。ただ、わたしにとっては気安く話せるようなタイプでもなかったので、少々警戒してしまいまして……」


「ふ～ん、微び妙みような関係。でもま、しょうがないか。あの人、ホントちょっと独特な雰ふん囲い気きだもんね」


　親切そうな口調で親しげに話しかけられたのに、すごく拒きよ絶ぜつされてるような感じがした。


　けっきょくあのときは、お願いすることすらできずに逃にげ出してしまったわけで。


（兄ちゃん相手だと、どんな風なんだろ。優やさしーのかな？）


　長いつきあいみたいだった。


　両親が死んだとき、自分は兄の望に支えられてなんとか立ち直った。


　でも望はどうだったんだろう？


　恋人だったあの人に支えられてたんだろうか？


「……恵くん」


「なに？」


「竜大さんとは、今回が初対面じゃなかったんでしたっけ？」


「え、違うよ。小学生の頃に一回会ってるし、それにこの前も……。あ」


（まずっ）


　恵は思わず手で口を押さえた。


　寂さびしさに絶えきれずに、こっそり夜中に抜ぬけ出したことは佐原には話していない。


　あの夜の自分の行動は、まるで佐原をひとり残して逃げ出したようなものだと罪悪感を感じてしまって、どうしてもいえずにいたのだ。


「どういうことです？」


　顔色を変えた佐原が恵に詰つめ寄る。


「まさか、妙みようなちょっかいをかけられたりしたんじゃないでしょうね？」


「え、違うよ。そうじゃなくて……」


（な、なんで、こんな真しん剣けんな顔してんだろ）


　裏の事情を知らない恵は、佐原が久我を警戒する気持ちがわからない。


「どーでもいーじゃんか。ほら、はやくいこーよ。ひろしくんが待ちくたびれてるよ」


　逆に、やきもち焼いてるのかも、とちょっとうきうきしたりして……。


　恵は、問いつめようとする佐原の腕うでから逃のがれて、大通りに向かって駆かけ出した。


　もちろんそれは、すぐに捕つかまえてもらえることを期待しての逃とう亡ぼう劇げきだった。




もっともっと捕まえて
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「出発しないと、約束の時間に遅おくれるんじゃない？」


「わーかってるよ、うっせーな」


　自宅マンションの洗面台の前で、何度も歯を磨みがいたり髪かみをいじったりして、望がわざとぐずぐずしていたら、竜大が声をかけてきた。


　今日、望は竜大と共に、弟の恵とその恋こい人びとであり望の友人でもある隼人達との食事会にいく予定になっていた。


　表向きの理由は、再び海外出張する羽目になった自分達の送別会ということにしてあるのだが、真の目的は別にある。


　いい機会だから、恋人である竜大を恵に紹しよう介かいしようと思っているのだ。


　が……。


（やっぱ、やめよっかな）


　望は、竜大に請こわれて先の海外出張を決めた。


　そして、そんな風にして二人がニューヨークでの同居生活を始めたがために、弟の恵は二年近くの間、日本でひとり暮らしをすることになったのだ。


　あのとき、恵より竜大を選んでしまったことに対して後こう悔かいはしていない。


　だが恵に対しての拭ぬぐいきれない負い目は山ほどある。


　実はこれこれこういうことだったんだと真実を語ったとき、恵がどんな反応を返すかと想像しただけできりきりと胃が痛くなってくる。


（怒おこるか……それとも泣くか……？）


　自分だけが蚊か帳やの外だったことを知って怒るならば、まだマシだ。


　弟より恋人を選んだんだと、見捨てたんだと勘かん違ちがいされて、しくしく泣かれでもしたらと思うと、今日の食事会をキャンセルしたくなる。


「いつまで鏡をみてるの？　水すい仙せんになるよ」


　待ちきれなくなったのか、竜大が望の様子をうかがいにきた。


　望が弟に対して自分達のことを白状する決心をしたことを、すごく喜んでいる竜大は、今日は朝から鬱うつ陶とうしいぐらいに機き嫌げんがいい。


「……気味わりーこといってんじゃねーよ」


　鏡越ごしに視線を合わせ、後ろから首筋に触ふれようとしていた竜大の手を払はらいのける。


　望が肩かた先さきまで伸のびた邪じや魔まな髪を無造作に首の後ろでギュッとくくると、竜大はいきなり悲しそうな顔になった。


「ああ、またそんなきつく縛しばって……。傷いたむじゃないか」


　髪からゴムを外すと、そのままゴミ箱へ捨てる。


「俺のなんだから、もっと大切に扱あつかってほしいな」


　竜大は、指先で望の髪をすくうと、愛いとしそうにくちづける。


　その唇くちびるが、耳元へ、顎あごへと移動していく。


（……これも失言だったよな）


　まだニューヨークにいた頃ころ、なにかと髪に触れてくる竜大に、「そんなに好きなら伸ばしてやろーか？」とついうっかり口を滑すべらせたのが運の尽つき。


　ベッドの中でのちょっとした睦むつ言ごとのつもりだったのに、それ以来竜大は「俺のために伸ばしてるんだよね？」と異常なほどに髪に執しゆう着ちやくしてくるようになった。


　仕事中でも人前でもお構いなしで髪に触れようと手を伸ばしてくるから、さりげなく逃にげるために始終気を張ってなきゃいけなくて疲つかれるのだ。


（まぁ、ふたりっきりのときなら、別にいーんだけど）


　十センチ程度髪が伸びただけで大喜びしているのをみていると、ちょっとばかり愛しいと思わなくもないし……。


「あ……っ……」


　首に軽く歯をたてられて、ピクンと身体からだが軽く震ふるえる。


　服の上から胸の突とつ起きをまさぐられ、甘い予感に身体から力が抜ぬける。


　望は、背後から触れてくる竜大に身体を預け、好きにさせてやりながら、ため息混じりの甘い吐と息いきを雰こぼした。








　つい最近、望は竜大相手に、これが人生で最大の失言だと確信できるヘマをやらかした。


　きっかけは、孤こ独どく。


　日本に帰ってきたものの、可愛かわいい弟は兄より恋人と一いつ緒しよに暮らす道を選んで去ってしまい、望はひとり自宅マンションに残された。


（この家、こんな広かったっけ……）


　三ＬＤＫのマンションは、両親がいた頃は親子四人が暮らすのにジャストなサイズだった。


　恵と二人きりになったときは、ひとりきりになりたがらない恵が、いつでも側そばをうろちょろしていたから、空間の広さを意識しないで済んだ。


　だが、いざひとりになると、これが意外に広い。


　がらんとした空間に、自分のたてるちょっとした物音が妙みように響ひびく。


　かつてそこに存在していた人達の不在を、耳で何度も確かく認にんさせられて気持ちが沈しずむ。


（恵は、ずっとここにいたんだな）


　寂さびしがり屋で甘えたがりの弟は、自分だけしか存在しないこの空間に慣れるまでに、いったいどれだけの時間をかけたのか。


　ひとり暮らしをさせていることに常に負い目は感じていたが、自分が体験してみると想像していたよりも寂しい。


　弟にこんな思いをさせている間、自分は恋人と二人で新しい生活を始め、日々それなりに楽しく過ごしていたんだと思うと、罪悪感が胸にしみじみとたまってくる。


　予想外の孤独と、新たに抱かかえ込んだ弟に対する罪悪感とに、徐じよ々じよに望は追いつめられていた。


（……まいった）


　日本に帰国する際、恵と一緒に暮らすつもりだった望は、竜大が恵にちょっかいをかけるのを危き惧ぐして、決して自宅マンションには近寄るなと竜大に命令していた。


　一応はうなずいたものの、竜大はかなり不服そうだった。


　そして不満を表明するかのように連れん絡らくが途と絶だえ、その後は会社で顔をあわせても、当たり前の挨あい拶さつをする程度で髪にさえ触れてこようとはしなくなった。


（電話ぐらいよこしやがれ）


　いつもいつも竜大のほうから求めてくるから、仕事関係を除けば、望が自分からアプローチをかける必要は、いままでは全まつたくなかった。


　少しばかり鬱陶しいとさえ思っていた竜大の『かまって攻こう撃げき』が急にやんで、もしかして本気で怒っているのかと望は戸と惑まどうばかり。


　孤独と罪悪感と、竜大に対する不満と不安。


　いろんな要素がごちゃ混ぜになって、望はさらに追いつめられる。


　連夜、みもしないテレビを大音量でかけ、気を紛まぎらわすために深酒をして……。


　そして、とうとう堪こらえきれなくなった望は、


『いますぐこい。でないと寂しくて死ぬ』


　と、酒の勢いを借りて、自分から竜大を呼び出してしまったのだ。


　そして、竜大はすぐにきた。


「意地はってないで、もっと早くに呼んでくれればいいのに……」


　そういいながら、酔よっぱらった勢いで、寂しかったんだ、お前が悪いと絡からむ望を、言葉巧たくみに宥なだめ抱だきしめる。


（なんだよ、これ……）


　竜大に抱きしめられた途と端たん、望はいろんな負の感情にとらわれ窒ちつ息そくしかかっていた心が、ふっと軽くなるのを感じた。


　抱かれることを望んでいなかったといえば噓うそになる。


　だが竜大相手に愚ぐ痴ちをこぼして八つ当たりのひとつでもすれば、少しは気が晴れるだろうと思う気持ちのほうが強かったはずなのに……。


　抱きしめられて、安心するなんて女め々めしい。


　そう思うのに、抱きしめてくる腕うでの中が心地良すぎて押しのけられない。


　いつの間にか愚痴をいう気も失うせ、気がゆるんだせいか涙るい腺せんまでゆるんでしまって……。


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ。側にいるからね」


　竜大はいつになく優やさしかった。


　あやすように抱きしめてくれたし、求めるままに与あたえてくれた。


　望が満足するまで、肌はだを合わせ、深く身体を繫つないで……。


　そして翌朝、望は竜大の腕の中で目を覚ました。


　泣きすぎて腫はれぼったい目をこすっている望に、竜大がいった。


「これからもずっと側にいてあげるから、寂しがらないで」


（側にいて……あげるだと？）


　逆だろうが、と望は思う。


　元はといえば、竜大が望以外の人間なんかいらない、望が側にいてくれなきゃいやだと子供のように拗すねまくるから、仕方な～くこっちが大人になって折れて一緒にいてやることにしたのだ。


　それなのに、何様のつもりだ。このやろう。


　ぎゅうっと握にぎりしめた拳こぶしを身体の陰かげに隠かくすと、望は戸惑ったような表情をつくった。


「寂しがるって、誰だれが？　っつーか、そもそも、なんでおまえがここにいんだ？」


　望は酔っぱらってて、昨夜ゆうべのことは何ひとつ覚えてないなぁとそらっとぼけることにしたのだ。


　深酒をしたあげく、理性のリミッターが外れて自分から竜大を呼び出してしまったのは事実だし、なかったことにもできない。


　が、覚えていないと言い張ってさえいれば、とりあえずいままで通りの関係を維い持じできる。


「酷ひどいな、そうきたか……。本当に素す直なおじゃないんだから」


　わざとらしい望の噓に、竜大は残念そうに微び苦く笑しようを返し、それ以上追及もしないで望をほっとさせたのだが、どうにもこうにもその後が悪かった。


　竜大はことあるごとに「望は覚えてないようだけど」と前置きしてから、それでも側にいてあげるから、なんにも心配いらないからねとしつこくしつこく、そりゃあもうしつこく口にするようになったのだ。


　竜大の執しゆう念ねん深さは身をもって知っている。


　覚えてないなんて噓を撤てつ回かいしない限り、いつまででも壊こわれたレコードのように同じ台詞せりふをいい続けるだろうってこともよっくわかってる。だが、


（ぜってー認めねーかんな）


　自分から求めたなんてことを認めてしまったら、精神面での優位な立場を竜大に譲ゆずってしまうことになる。


　冗じよう談だんじゃないと、望は黙もく秘ひを決め込んだ。


　黙秘さえしていれば、いずれこの件も流れていくだろうと思っていたのだが、それからしばらくして事態は急変した。


　再び二人に海外出張の辞令がおりてしまったのだ。


　なんでどーしてとわめく望に、竜大は「望は覚えていないようだけど」と前置きをしつつ事情を説明した。


　望に呼び出されたとき、竜大は断り切れない見合いの席の真っ最中。


　それでも望の呼び出しを優先して、食事の最中だというのに相手の女性を店に置き去りにしてきてしまった。


　が、困ったことに、その女性というのが、陰で政界を牛ぎゆう耳じっているといわれている人物が溺でき愛あいしている孫まご娘むすめで、彼女はなんと竜大に一ひと目め惚ぼれをしていたらしい。


　見合いの最中に置き去りにされたことに対する謝罪と共に、この話はなかったことにという返事をもらった彼女は、そんなのは嫌いやだと烈れつ火かの如ごとく怒いかり狂くるい、祖父になんとかしてくれと泣きついたのだそうで……。


「なんと脅おどされても、結けつ婚こんするつもりはないからね。仕方ないから父と相談して、ほとぼりが冷めるまで、まぁ具体的には彼女が満足できる結婚相手に巡めぐり会えるまで、刺し激げきしないように海外にでもいってようかってことになったわけ」


「だからって、なんで俺まで……」


　とばっちりだと呆ぼう然ぜんとする望に、竜大は再び「望は覚えていないようだけど」と前置きしていった。


「ひとりになりたくないんだもんね？　恵くんは隼人のそばから離はなれないようだし、俺が側そばにいてあげなくちゃ」


　嬉うれしそうに微ほほ笑えむ竜大に、返す言葉がみつからない。


　実際、いまの状じよう況きようで竜大が日本からいなくなったら、自分は本当にひとりきりになってしまう。


　可愛かわいがっていた弟も、ただひとりの親友も、恋こい人びとに夢中なのだから……。


「……なんのことかわかんねーけど、おまえがひとりでいくのが嫌だっていうんなら、つきあってやんねーこともないけど？」


　負けたような気がして無む性しように悔くやしくて、そっぽを向きながらそういったら、「素直じゃないなぁ」と竜大が囁ささやく声が聞こえた。


「でもま、確かに俺もひとりになりたくないから、お願いするよ」


　一いつ緒しよにきて、とお願いされて抱きすくめられる。


（………うう、ぜってー負けてる）


　望が折れたくないっていうんなら仕方ないから俺が折れてあげると、優しく抱きしめてくる腕が、そう雄ゆう弁べんにものがたっている。


　知らぬ存ぜぬを貫つらぬき通してきたものの無む駄だだったようだ。


　いつの間にか、完全に立場が逆転してしまっている。


　自分は必要とされているのだと自信をつけた竜大は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、精神的に優位な立場に自分が立っていることをも確信してしまっている。


（く、くやしい……）


　あの夜の失言が悔くやまれたが、後の祭り。


　甘えて寄りかかってしまった自分が恨うらめしい。


　竜大の側から離れるつもりは毛頭ないが、それでも精神的な優位だけは、ずっとキープし続けていたかったのに……。


「わかったよ。しょーがねーから一緒にいってやる」


　望にはうなずく以外の選せん択たく肢しは残されていなかった。
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「……っふ……」


　鏡に映った望が、切なそうに眉まゆ根ねをよせている。


　内側からこみ上げてくる感覚だけを感じようとして、きつく閉じられた瞳ひとみ。


　対たい照しよう的にこみ上げる声を遮さえぎることなくこぼす唇くちびるは、微かすかに開かれ、キスを誘さそうかのように震ふるえている。


「……のぞむ……」


　そんな表情を鏡越ごしにみているのが歯は痒がゆくなって、竜大は望の顎あごに手をかけ振ふり向かせようとした。


　が、その際、自分の手首にはめた時計が目に入って、ふと現実に戻もどる。


「――っと、いまはこういうことをしている場合じゃなかったね」


　竜大は、徐じよ々じよにしっとりとしてくるなめらかな望の肌の感かん触しよくを楽しんでいた手を、酷く惜おしみつつも望の身体からだから引き離した。


「そろそろ出発しないと、本当に遅おくれるよ」


　自分が乱してしまった服を整えてあげながら、望に微笑みかける。


「……ここまでやっといて、放置すんなよ」


　そういって、振り向いた望が腕うでを伸のばして抱だきつき、キスを求めてくるのを、「駄だ目めだよ」と竜大はさらりとかわす。


　欲情に潤うるんだ眼め、深いキスを求めてちらりと覗のぞくピンク色の舌、しなやかに絡からみついてくる腕。


（実に惜しいんだけど……）


　本気で誘ってくれるのなら堕おちてしまうところなのだが、あいにくなことにその裏にある感情が透すけてみえている。


　望は、なんとしてでも食事会にいきたくないと思っているのだ。


　その原因に利用されてやる気は竜大にはない。


「望が自分で企き画かくしたんだから、ちゃんと責任とらないと……。ほら、いこう」


　腰こしに手をまわして促うながす。


　望は往おう生じよう際ぎわ悪く一いつ瞬しゆん踏ふん張っていたが、ひとつため息をつくと抵てい抗こうが消え、足を踏み出した。


（ホントのことを知ったら、どういう反応するかな）


　竜大は、恵が兄より恋人を選んで家出したことを、かなり早い時期に隼人から知らされていた。


　知った上で、望との接せつ触しよくを極力避さけるようにしたのだ。


　つまり、いずれ望がひとりでいることに我が慢まんできなくなるだろうと予測して、望が音を上げるのを手ぐすね引いて待っていたというわけで……。


　ついでにもうひとつ。


　老政治家の怒りから逃のがれるために日本を離れることになったのは事実だが、この話にはおまけがあった。


　竜大は、いい機会だからと父親に望との関係をうち明けていたのだ。


　その上で、家のために結婚する意志はないし、跡あと継つぎになるつもりもない。その役目は愛人宅にいる腹はら違ちがいの弟妹達に譲ゆずるとも告げていた。


　意外なほどに、あっさりと父親は折れた。


　竜大は愛のない結婚の末にできた跡継ぎだった。


　父は家を出て、結婚以前からつきあっていた女性と別の家庭をつくり、お姫ひめ様さま育ちで大人になりきれなかった母は子供に愛情を与あたえる術すべをしらない。


　そんな自分に対して父が負い目を感じていることに気づいていたが、それほどに哀あわれまれていたのかと、竜大は失笑を禁じ得ない。


　望を手に入れたいまの自分に、そんな哀れみは無用だというのに……。


（さて、向こうにいったらなにをするか）


　とりあえず、最初の三ヶ月ぐらいは父が用意したポストでおとなしくしているが、その後はもう自由にさせて貰もらおう。


　会社を辞やめ、自分達だけで一から新しい仕事を始めるのも悪くない。


　望は「俺を巻き込むなよな」とかなんとか口先では不満をこぼすだろうが、きっと楽しんでくれるに違いない。


　勝ち気で負けず嫌ぎらいなこのパートナーは、自分の有能さを披ひ露ろうできるステージをいつも求めているようだし……。


（二人でいさえすれば、なんでもできる）


　父親の後ろ盾だても必要ない。


　それだけの経験と能力を既すでに自分達は得ている。


　二人でなにかを構築し築き上げていくことで、お互たがいにまた新たな発見があるかもしれないし、絆きずなも深まるかもしれない。


　確定されていた未来を放ほう棄きしたことで、沢たく山さんの可能性が目の前に広がった。


　竜大は、開放感を感じながら、不確定な未来に思いをはせていた。








「そんなに恵くんに知られたくない？」


　車を停とめている駐ちゆう車しや場じようまで歩きながら、酷ひどく嫌いやそうに隣となりを歩く望にいまさらながらの質問をしてみた。


「あったり前だろーが」


　望は唇を歪ゆがめる。


「恵をひとりぼっちにさせた原因が、仕事じゃなかったんだってことも、同時にばれんだから」


「それをいうなら恵くんだって同罪じゃない？　望をひとりにさせて自分は隼人のところにいっちゃったんだから」


「うっせー。恵はいーんだよ。俺が保護者だってことが問題なんだからよ」


「そう……」


　全面的に自分を悪者にしてしまうあたり、弟を溺でき愛あいする感情がいまだに残っているんだろう。


　竜大としては少々面おも白しろくない。


「でも、いまさらだと思うんだけど」


「なにが？」


「恵くんは、とっくに俺達のこと知ってるってこと」


　意い趣しゆ返しのつもりで、にっこりとわざとらしく微ほほ笑えんで真実を告げる。


「知ってるって……。マジで!?　いつ!?　なんで!?」


　案の定、望は血相を変えた。


「本当だよ。――望が覚えていないあの日の夜、望が眠ねむったあとで、恵くん、マンションに来たんだよ。たぶん隼人となにかもめたんじゃないかな」


「なんで俺をおこさねーんだよ」


「だって疲つかれてたみたいだったから……。そう恵くんにもいったら、あっさり納なつ得とくして隼人のところに帰っていったしね」


「真夜中に追い返したのか？　なんつー根こん性じようの悪い……。ほかには!?　恵に悪さしなかっただろーな!!」


「悪さって……。酷いな、するわけないじゃないか。――まぁ、確かに一見すると高校生の頃ころの望にそっくりでそそられなくはないけど、ちょっとつついたらすぐに泣きそうになるし、あっさり言いなりになるしで、つまらなくて、その気も失うせたよ」


　あの夜、恵をみて、つまらないと思った自分に、竜大は少々感動を覚えていた。


　姿形、顔の造作の問題じゃない。


　顔が綺き麗れいなだけの人間なら、ほかにもいくらでもいる。


　自分が愛し、望んだのは、ここにいるただひとりの存在。


「…………泣きそうって、てめーはっ!!」


　弟にちょっかいを出されたことに怒おこった望が、竜大の胸むなぐらをつかむ。


「怒らないでよ。俺にとっては泣きそうな恵くんより、泣いて側そばにいてくれって訴うつたえてくれる望のほうが大事だっただけなんだから……」


「な、泣いたんじゃねーよ。あれは身体からだが反応しただけだ。勝手なこというな!!」


「あれ？」


　望の失言を竜大は聞き逃さない。


「なんだよ」


「あの夜のこと、覚えてないんじゃなかったの？」


　おかしいね、と深く微笑んで顔を近づけると、胸ぐらをつかんでいた手がパッと離はなれた。


「……そういや、こんなこと話してる暇ひまはねーんだよな。恵も待ってんだろーし、さっさといかねーと」


　とりあえず頭を冷やしてから態勢を整えようとでも思ったのか、望はいきなり脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。


「――望、待って」


　追いかけなくても、必ず側に戻もどってきてくれる。


　竜大は、そう確信しつつも、慌あわてて恋こい人びとを追いかけた。




その腕うでに泣なかされて





黒くろ崎さきあつし
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